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      プロローグ





「ねー、ひとつ聞いてもいーい？」

「な、なんでしょう？」

「小こい泉ずみくんはー……童どう貞てい？」

　ちょ。え、ええぇぇぇぇぇぇえっ!?

　なに聞いてるんですか、叶かのうさん！

　叶理り緒お菜なさんはひとつ年上の高校三年生で、ほとんど初対面なのに、いきなりそれ？

　突とつ然ぜんリビングのソファーに押おし倒たおされたしさ！

　しかも馬乗りになった叶さんは僕ぼくの手をやんわりと取ると、かなり豊かなその胸に──

　ふにょん。

　うわ、やわらかいっ！

「あはははは。その様子からするとー、やっぱり童貞クンなんだぁー。……じゃあさー、いまここでー卒業しちゃおーか？」

　叶さんは妖よう艶えんな笑えみを浮うかべて、さらに僕に身を寄せた。温かな吐と息いきが首筋をなでる。ウェーブのかかった長い髪かみから、甘あまい香かおりがたちのぼる。

　女の子って、こんないい匂においするもんなの？

　──って、うわ、太ふと股ももはヤバいですって。ああ、さすりあげないで。くすぐったいような、気持ちいいような……。

「って、ちょっと。冗じよ談うだんですよね？」

「本気よー？　だいじょーぶ、怖こわくないからー。お姉さんに任せておけば、へーきへーき」

　叶さんの手が僕の制服のボタンにかかった、そのとき。

「あ、あの！」

　僕の幼なじみ──佐さ久く間ま杏きよ子うこが、斜はす向むかいのソファーから、じっとこちらを見つめていた。そういえば、さっきからいたよね？

「杏子！　見てないで、なにか言ってくれよ！」

「え、えっと。なんというか、その……」

　杏子はシャギーの入った髪をいじりながら、顔を真っ赤にしていた。なんだ、しおらしい。いつもだったら、はっきりと「やめて、なに考えんの、こんなとこで！」なんて怒おこっているに違ちがいないのに。

「なによー杏ちゃん、いいトコだったのにー。すこし黙だまっててくれるー？」

　杏子は、もじもじもじもじもじ。頼たよりにならない。

「叶さん、ここは杏子も見てますし」

「あら。見られている方がー燃えるかもよー？」

「いやいやいや。納なつ得とくしかねます！」

　そのときようやく顔を伏ふせたままの杏子が、僕の袖そでをぎゅっと掴つかんだ。

「……え、なに？」

　なんとなくイヤな予感。

　杏子は、少し逡しゆん巡じゆんして。

「理緒菜だけ、ずるい……。その、私も……祐ゆう介すけと……」

「はぁ!?　杏子まで、なに言ってるの！」

「あはは。わかったー！　杏ちゃんがそういうならー、一いつ緒しよにやろーか」

　なんでそうなる！

「祐介がそれでいいなら、私もいい……」

「杏子も、なに納得してるの！　わあ、ちょっと。叶さん!?　杏子も落ち着いて。……あ、え、いや、その……そんなところ触さわったらダメ─────────────────────────────────────────────────────────っ！」



    

  
    
      一章　くちびるから媚薬





　僕に起きていることを語るには、その日の朝から話さなきゃいけないと思う。



　なんで部屋の机に突つっ伏ぷして、寝ねていたんだろう？

　僕は『沢さわ野の綾あやさまへ』という宛あて名なの手紙を見つけて思い出だした。

　そっか、深夜まで必死に書いてて、そのまま眠ねむっちゃったんだ。やれやれ。

「いま何時だ？　……あ」

　完全に遅ち刻こくだった。

「ぎゃあああああああああああああっ！」

　僕は着き替がえを数秒ですませ、部屋を飛び出す。

　階段を駆かけ降おりてキッチンに行く途とち中ゆう、眠そうな顔のじいちゃんとはち合わせする。

　じいちゃんはノートパソコンで口元を隠かくしながらの、大あくび。

「おお、祐ゆう介すけか、おはよ。そしておやすみ」

「ええっ！　おやすみ？」

「うむ、ちょっと“〝研究”〟に没ぼつ頭とうしてしまってのふおああぁぁぁああ。──いまから寝る」

　じいちゃんは白衣を翻ひるがえして奥おくへと向かった。トゲトゲのチョーカーをつけた首もとを、ぽりぽりかきながら。

　なんというか。あいかわらず若いなぁ。

　じいちゃんは昔、名高い研究者だったらしく、六十を越こえて引退したいまも自室にこもって、わけのわからない研究に没頭してる。……なんていえばカッコいいけど、つまりは道楽だよね。

　って、そんなことどうでもいい。

　キッチンに飛び込んで、冷蔵庫のドアをあける。

　せめて牛乳でも一口と思ったけど、こんなときに限って、

「ない！」

　ああ、もう。じゃあ、この栄養ドリンクでいいや。たぶんじいちゃんのだけど。

　ぐびっ。ぐびびびっ。

「げほっ！　…………なにこれ、まずっ。くそぉっ、じいちゃんのバカ！」

　やつあたり気味に叫さけんで、僕は高校へと向かった。





　どうにか遅刻をまぬがれ、ホームルームを乗り切ったところで僕は机に突っ伏した。

「なんだよ、朝からへばってるのか？」

　顔をあげると前の席の須す藤どう健けん吾ごが、椅い子すに後ろ前に座すわっていた。日に焼けた額に貼はりついた絆ばん創そう膏こうが、我ハ体育会系ナリと自己主張しているように見える。

「うるさいなー。サッカーバカの健吾と違って、僕は繊せん細さいなんだよ」

「ハッ、軟なんじ弱やく者め。部活でも入って鍛きたえたらどうだ？　ウチは歓かん迎げいするぜ？」

「あのねー。二年も六月のいまごろに入ったところで、どうせ補欠だろ？　だったらもっと時間を有意義に使うね」

「ほー？　休みに寝てばかりいるのが、お前の有意義か」

　うっ。確かに日曜は昼まで寝てたけど。

「そ、そんなんじゃないよ。ちょっと前に、ギターもらったからさ。いまはそれにハマってるんだ」

　少し前、じいちゃんのアリバイ工作（夜遊び目的）と引ひき換かえに、ギターを一本譲ゆずってもらっていた。それはウソじゃない。もっとも週に一度くらい、思い出したように弾くことを“〝ハマってる”〟と言っていいかは、すごく微びみ妙ようだけど。

「へー。そなんだ。それは、私も知らなかったな」

　突然、背後から声をかけられた。

　振ふり返かえらなくても誰だれだかわかる。

「そーなんだよ、杏きよ子うこ」

　佐さ久く間ま杏子、僕の幼なじみだ。

　家が近所で親同士も仲良くて、それこそ幼よう稚ち園えんからの腐くされ縁えん。

　百七十近い細身の身体に、長い手足。後ろでまとめた髪に、大きな目と通った鼻筋。よくみれば美人なのかもしれないけれど、その姐あね御ご肌はだな性格のおかげで、男子よりもむしろ女子に人気があったりする。本人はあまり嬉うれしくないらしいけど。

「それで、どれくらい弾ひけるの？」

「えっと。それはね……」

「なにせ、ハマッてるっていうぐらいだから、相当なもんなんだろなー？　祐介よ」

　健吾！　よけいなコトいうなよ。

　しかも絶対、ロクに弾けないって、わかった上で言ってるよね、それ！

「どうなのどうなの？　祐介」

「え、えっと……まあ、ちょっとした早弾きぐらいなら、できるようになった……かな？」

　ああ、しまったあぁ。ついウソをついちゃった。

　本当は基本の和音コードですら、あやしいのに。

「ほんとに！　すごいね、祐介！」

　ああ、そんな尊敬のまなざしを向けられると、いまさら本当のことは言い出しづらい。

「あ。そうだ！」

　わ、びっくりした。いきなり大声出して、なに？

「ねえ、祐介って。いま誰かとバンド組んでる？」

「まさか、そんな」

「そっかぁ。……それは良かった」

「……何が？」

　だけど、すでに杏子の意識は窓の外に向いていた。

　落ち着きがないなぁ、知ってたけど。

「あ、ちょうどいいところに！　お────いっ！　こっち、こっち！」

　……さっきの話はなんだったんだろ。まいっか。そんな大事な話でもないんだろうし。

　目の前の杏子は二階の窓から身を乗り出して、校庭の誰かに大きく手を振っている。

「綾！　綾ってば────────！」

　え？

　杏子の声に体操服の女子が、こちらを振り返った。

　頭の左右で結ゆった淡あわい色の髪が風に揺ゆれていた。愛らしい笑みを浮かべ、少し照れながらも杏子に小さく手を振ふり返す。

　知らずに僕は、胸むな元もとのポケットを上から押さえていた。

「うおおおうっ！　綾お嬢じようさまじゃねえか。あいかわらず可愛かわいいなぁ、もう」

「……なに？　健吾も沢野さんを知ってるの？」

「いや、知らない方が珍めずらしいだろ、なにせ有名人だからな」

　確かにそうかもしれない。

　ピアノはジュニアコンクールで優勝をさらうほどの腕うで前まえで、華か道どう、茶さ道どうに通じ、小こ柄がらながら空手の有段者。それでいて勉学も全国模試で二桁けた台をキープするほどの才女で、しかも有名企きぎ業ようを傘さん下かにもつグループの会長を祖父とする正しよう真しん正しよ銘うめいのお嬢さま。

　加えてその愛らしくも可か憐れんな容姿は、まるでエーデルワイスのようだと称しようされ、ひそかにファンクラブまで存在しているらしい。

　いまもざわざわと、男子の一部がささやきはじめた。



    

  
    
      「おい。なんで佐久間、あんな気軽に、お嬢さまに声を……？」

「だよな、恐おそれ多おおい」

「女の特権か、ムカツクっ！」

「いや、男おと勝こまさりの佐久間杏子のことだ。ことによると、綾お嬢さまを毒どく牙がにかけようとしているのかも」

「そこっ、聞こえてるよっ！」

　さく！

「うおおおっ。コ、コンパスが飛んできたっ！」

　よ、よかったね。あと数ミリで病院行きだったよ。

「……いやしかし、ほんとに二人はどんな関係だ？」

「あ、それはね、健吾。ふたりは、」

　そのとき杏子がいきなり目をむいた。

「ああっ！　祐介！」

「一緒にバンドしてるんだよ──。ん、杏子、なに？」

「……あー。もう！　それは学校のみんなには内ない緒しよだって言ったのに！　忘れた？」

　あ。そうだった。

「ごめん、杏子」

「まー。いいわ、しかたない」

　しかし健吾はわけがわからない。

「ちょい、待て、お前ら。なんで秘密にしてるんだ？」

「それは……見てわからない？」

　杏子にうながされて、健吾はあたりを見み渡わたした。

　うわっ、男子たちがひそひそと話している。

「お、おい。聞いたか？　お嬢さま、バンドしているらしいぞ」

「なんだって！　……ライブはいつだ！」

「チケットをなんとしても押さえるんだ」

「ああ、ファンクラブメンバーに通達しろ」

　す、すごい人気なんだね、沢野さん。

「……なるほど。あんなふうにお嬢さまファンに騒さわがれたら、ちょっとウザいかもしれんな。けど、そんなの有名税だろ。俺おれだって、ステージでのお嬢さまを見てみたい」

　え？　健吾まで沢野さんに興味があるの？

「もー健吾、ダメよ、あの子は純じゆ粋んすいなんだから。あんたみたいなケダモノが手を出したら」

「はっ。ケダモノとは、ひどいな……まあでも俺さまも、あんな純じゆん粋すい培ばい養ようのお嬢さま、ハードル高いけどな。高嶺の花エーデルワイスとはよく言ったもんだ。しかしな、俺はお嬢さまを恋こい人びとにしたいとか、そんなんじゃなくて、こー遠目でいいから眺ながめていたいというか、貴重な種だから保護したいというか、そんな感じなわけよ。お前みたいな、放っておいてもたくましく生きていく雑草みたいなヤツには、わからんかも知れんがな」

「うるさい、バカ」

　杏子が毒づいたとき、外から鈴すずの音のような愛らしい声が響ひびいた。

「なんですか？　杏子先せん輩ぱい、そんなところから大声出して」

　沢野さんの声に、杏子は気を取り直して振り向むいた。

「あのさ！　例の件、なんとかなるかもしれないよ！」

「例の件って──あ、あれですか！」

「うん。だから綾、放課後集まれる？　……あれ？　今日って華道のお稽けい古こだっけ？」

「いえ。今日は大だい丈じよ夫うぶですよ。それなら美み雪ゆきさんにも伝えておきますね」

「じゃ、理り緒お菜なには、私から言っておく！」

「はい。それではのちほど」

　沢野さんはぺこりとお辞じ儀ぎをすると、とてとてと校庭を走っていった。

　その小動物のような後ろ姿も、可愛らしかった。

「で、祐介。今日の夕方っていうか、夜になるかもだけど──ヒマ？」

「え、えっと。今日？　うん。まあ、ヒマ、かなぁ」

「あれれ、ギターの練習で忙いそがしいんじゃなぐぼっ。み、みぞおちに……」

　ふん。余計なこと言うからだよ。せっかくギターから話が逸それていたのに。

「どうかした？」

「ううん。なんでもない、こっちの話」

「あ、そう？　じゃあ、ともかく祐介の家に行くから。先に帰って待ってて、決まりね……さってと。今日は朝から数学なんだっけ。祐介、予習やってきた？」

「やってない」

「だよね。聞いた私がバカだった」

「なにを！」

　僕の繰くり出した拳こぶしをひらりとよけて、杏子は笑いながら自分の席に戻もどっていく。ったく、もう。

「なんというか。お前ら、ほんと仲いいよな」

「な、なに言ってるんだよ。杏子とはただの幼なじみで、そんなんじゃないって」

「ほー、そうなんだ。じゃ、誰が好きなんだ？」

「それは……って、誰が言うか」

「えー、別に隠すことじゃねえだろ？」

「健吾にしゃべると、あっと言う間に広がるからいやだ」

「ふん、つまんねえのー」

　健吾が前向きに座り直すのを見やって、僕はこっそりと胸ポケットの中身を確かく認にんした。

　それは昨晩遅おそくまでかかって書いた、沢野さんへの手紙。

　ラブレターだった。



　　♪　　　　♪



　それまでライブハウスなんて、僕には無関係だと思ってた。

　杏子に誘さそわれなかったら、いまでも行ってなかったに違いない。

　薄うす暗ぐらく、最前列から手を伸のばせば触ふれられてしまうほど近くにあるステージ。教室より狭せまい、パイプ椅子を並べただけの観客席は空席が目立って、杏子には悪いけどあまり期待できないかなと思っていた。

　杏子のバンド“〝プロミスド・ランド”〟が一番手だった。

　中央のマイクスタンドの高さを杏子があわせ、大人っぽい雰ふん囲い気きの女性がベースの弦げんを確かめるように爪つま弾びき、中学生にも見える小さな女の子が無表情なままドラムの椅子に座り、ギタリストがチューニングをあわせる。

　キーボードの前に立った女の子が、目を閉じて深呼吸した。緊きん張ちようを隠せない様子の彼かの女じよが沢野綾さんだとは、このときの僕ぼくはまだ知らなかった。

　ついに演奏が始まった。

　音の波が小さなライブハウスを埋うめつくす。

　杏子のハスキーな歌声が、軽快なベース音が、ドラムの刻むリズムが、渾こん然ぜん一いつ体たいとなって僕に迫せまってくる。

　そして。

　沢野さんのキーボードのソロが、とどめになった。

　自然に身体が震ふるえた。

　ステージでの沢野さんは、凛りんとした輝かがやきを放っているように見えた。

　一ひと目め惚ぼれと言っていいのか、僕はいまもわからない。

　ただこの瞬しゆ間んかん、僕の心を持っていかれたのは間ま違ちがいなかった。



　　♪　　　　♪



　それが一カ月前のこと。

　調べるまでもなく沢野さんのことは、意識すればいろいろと耳に入ってきた。

　なにせ沢野さんはお嬢じよ様うさまで才女で、別世界の人だったから。

　健吾の言葉が思い出される。

　ハードル高い。

　高嶺の花。

　まさしくその通りだって思う。

　沢野さんに比べ、僕は見た目だって背だって、成績だって至って普ふ通つう。この年になるまで女の子と付き合うどころか告白すらしたことがない。そんな僕が相手にしていい人じゃないと思う。

　でも、あきらめきれなかった。

　偶ぐう然ぜん廊ろう下かですれ違ちがっただけで、その日一日は嬉しくてしかたなかった。

　杏子の話に沢野さんの名前が出ただけで、胸が高鳴った。

　気づけば彼女のことばかり考えていて、もう抑おさえようがなくて、だから手紙を書いた。

　紙の便びん箋せんに封ふう筒とうの、古式ゆかしいラブレター。

　メール全盛のこのご時世に古くさいなと僕だって思うけど、これ以上気持ちをまっすぐ伝えられる手を思いつかなかった。

　そして放課後。

　一年生の校舎口は、おあつらえ向きに誰もいなかった。

　一年二組、出席番号十一番。沢野綾。

　その下げ駄た箱ばこの扉とびらを、深呼吸して開けた。

　中には学校指定の革かわ靴ぐつ。

　ということは、いまも沢野さんは校内にいる。

　いまここで、この手紙をおけば、ただ遠くから見つめるだけの日々は終わりを告げる。

　僕は目をつぶり、えいやっとばかりに手紙を下駄箱に放ほうり込んで、右むけ右をして、一歩を踏ふみ出して、

　二歩目が踏み出せなかった。

　明日には間違いなく、僕はフラれる。いや、それだったらまだいい。うっかりすれば何ごともなかったかのようにスルーされて、僕はどうすることもできずにただ悶もん々もんと日々を過ごすことになる。そんな気がする。すごいする。

　やっぱり、やめよう。

　想像力に負けた僕は、下駄箱の扉をあけた。

　その拍ひよ子うしに、ひらりと手紙は宙を舞まって『沢野綾さまへ』の宛て名を上に足元に落ちた。

　拾おうと身をかがめようとして。

「なんでしょう、これは」

　僕より先に、女の子がしゃがみこんだ。栗くり色いろの長い髪かみがふわりと躍おどる。

「わたし宛ての手紙、ですよね？　どうするつもりだったんです？」

　沢野さんだった。

「え、あ、う。それは……」

「勝手に人の下駄箱を開けたりして、よくないです」

「ああ、そうなんだけど、そうじゃなくて。それは僕が出だした手紙で、うわあ、封ふうを切らないで！」

「え……？　あ！　はぅ！」

　沢野さんは大きく息を吸い込んだ。

　ああ、もうダメだ。そんなに長々と書いたつもりもないから、ラブレターだってわかってしまったんだろう。

　沢野さんは僕と目があうと、恥はずかしそうにうつむいてしまった。

　ああ、もう。どうにでも、なれ！

「あ、あの、つまり……そこにも書いてあると思うけど、僕は……沢野さんが好きなんだ」

　言ってしまった。

　も、もう、ダメかもしれない。

　沢野さんは顔をうつむかせ、絡からめた両手をもぞもぞと動かす。まるでスキをうかがう小動物のように、ちらちらと僕を見上げては、また視線を落としてしまう。

　しばらくして、ふいに沢野さんはつぶやくように言った。

「え、えっと……お気持ちは嬉しいです。それは本当です。だけど……あなたのためにも、わたしなんて、やめておいた方がいいと思うんです」

　やっぱり。そうきたか。

「僕のためだなんてごまかさずに、はっきり言ってくれないかな」

　どうせなら、ばっさりとひと思いにフッてほしい。

「ごまかすだなんて、そんな……」

「だったら」

「それは……わたしには夢が、あるからなんです」

「夢？」

「はい。……誰にも言わないって約束できますか？　恥ずかしいですから」

「ああ、大だい丈じよ夫うぶ。フラれた腹いせに触れ回まわるようなことは絶対しないから。約束するよ」

　冗じよ談うだんのつもりだったけど。

　沢野さんはにこりともせずに、口にした。

「え、えっと。そのですね。じつはわたしは……」



「バージンロードをバージンで歩きたい……んです」



　…………へ？

　バージンってなんだっけ。

　って、あれか。処女のことか。ってことは、つまり。

　結けつ婚こんするまで、ＳＥＸしたくないってことっ!?

「それが小さい頃ころからのわたしの夢なんです。つまり、その……そういうことなんです。だから、きっとあなたとは付き合えないと思うんです」

　ま、まさか。大昔じゃあるまいし、そんなことを本気で言う女の子が現実に存在するなんて思いもしなかった。

「……では……失礼します」

　沢野さんは律りち儀ぎに一礼して、その場を立ち去ろうとした。

　え。ちょっと、

「待って！」

　ぴたっと立ち止まり、沢野さんはおそるおそる振り返る。

「な、なんでしょうか？」

「え、えっとさ……。その……断る理由は、それだけ？　つまり僕が、我が慢まんできないだろうから、やめておいた方がいいってこと？」

「はい」

　そうですか。

　そりゃあ、たしかに厳しいかもしれない。仮に、仮に僕の十八の誕生日に結婚するとしても、最低一年以上は、何も手出しせずに我慢しなければいけないんだから。

　だけど、沢野さんのためならなんとかなるような、そんな気がした。

「関係ないよ。それでも僕は沢野さんが好きだから、つきあってくれないかな」

「……えっ？　あ、あの……本気ですか？」

「もちろん」

　きょとんとしていた沢野さんの頬ほおが、しだいに赤くなっていく。

　しばらくの沈ちん黙もく。

　そして。

「……あ、あの……それでは……お返事は少し待っていただけませんか？」

「え？」

「いや……わたしはあなたのことをあまり知りませんから……もう少し、よく知ってから、あらためてお返事をしたいな、なんて……ダメですか？」

「え、ああ。うん。じゃあ、とりあえず友だちからってことで」

「はい。それで、お願いします。……小こい泉ずみさん」

　ぺこりとお辞儀をすると、沢野さんははにかんだ笑え顔がおを見せてくれた。



　　♪　　　　♪



　気がついたら、僕は帰り道の公園のベンチでぼーっとしていた。

「どうやってここまで来たんだっけ……ははははは」

　はじめての告白は予想よりもずっと疲つかれた。

　もう今日は帰って、さっさと寝ねよ。

　ふらつく足どりで公園の出口に向かうと、そこにはクレープ屋のワゴンが停とまっていた。女子高生や仕事帰りのＯＬの人たちが行列をなしている──にしても、スカート短いな。

　って、いかんいかん。

　バージンとかＳＥＸとか、そんな話をしたあとだから、つい意識しちゃった。反省しよ。

　と、思ったそのとき、突とつ然ぜん、腕うでをつかまれた。

　二十代前半らしいＯＬさんだった。薄うす化げし粧ようだけど、つややかな唇くちびるが大人びた魅みり力よくを放っていて、スーツの上からでもスタイルがいいことがわかる、美人のお姉さんだけど、見覚えはない。

「な、なんです？」

「きみ、これからヒマ？」

「……は？」

「だ・か・ら」

　うわ。顔、近いですよ？

　微びし笑ようを向けられて悪い気はしないけど……なに？

「これから、私と“〝いいコト”〟しないかって言ってるの」

　……いいコト？　

　え、もしかして噂うわさには聞いていたけれど、これってまさか。

「ぎゃ、逆ナン？　ま、ままま、まさか、そんな、冗談でしょう？」

「んもう、女がここまで言ってるんだから、恥はじかかせないでよ。ね？」

　頬をそっとなでられ、耳元に息を吹ふきかけられた。

　ヤバい。

　ぶっちゃけ、下半身が反応した。

「ああ、ダメ。もうガマンできない……」

　ふらりとお姉さんがしなだれかかってきた。うわっ、え、ちょっと？　あたたかくて弾だん力りよくのある抱だき心地ごこちが、たまらない。ドキドキする。

　と、いきなり、誰だれかにお姉さんと引ひき剥はがされた。

　ちょっと残念。

　じゃなくて。なに？

　みれば他校らしき制服を着た女子高生が、間に入っていた。やっぱりこの子も初対面。



    

  
    
      「ちょっとぉ！　わたしだってこの人に目をつけてたんだから、抜ぬけ駆がけしないでよね！」

　えええっ！

　彼女は僕の手をぎゅっと握にぎりしめる。ちょっと冷たいけど、すべすべな素す肌はだ。

「あんなオバサンより、わたしの方がいいよね？　でしょ？」

　彼女は潤うるんだ目で僕を見上げた。うわ、幼い顔だちなけど、なんて色っぽいんだろ。

　だけど、そこでオバサン呼ばわりされたお姉さんは黙だまっていない。

「オ、オバサンって、なによ！　小こむ娘すめが」

「オバサンだから、オバサンって言ったのよ！　引っ込んでてよ！」

「なによ、あなたみたいのがオトコを満足させられると思ってるの！」

「経験あればいいってもんじゃないでしょ！　化けし粧ようでごまかしたってバレバレなのよっ！」

　……いったい、なんなんだろう。

　ようやく冷静になった僕はあらためてまわりを見み渡わたして、気がついた。

　彼女たちだけじゃない。

　クレープを買うために並んでいた女子高生や他のＯＬ、買い物帰りの若い奥おくさん、さらには中学生ぐらいの女の子までが、じりじりとにじり寄ってきた。

「ああ、あんな人がいるなんて……抱かれたい」

「だめ、わたしには家庭があるの。でも、あの子となら、危険な遊びも……」

「す・て・き」

　よ、よくわからないけど、もうこれは現実として認めるしかない？

　この僕が、いまだかつてないぐらい、異常なほどに、

　モテている。

　しかし、いくらなんでもこんなに大勢に詰つめ寄よられると、どこか殺気じみて怖こわい。

　こ、ここはもう……。

「ああっ！　逃にげた！」

「追うわよ！」

「待って、愛いとしの人！」

　黄色い声と、どどどどどどと響ひびく足音が背後から迫ってくる。

「いったい、なんなんだよぉ！　もうっ！」





　後ろ手に玄げん関かんのドアを閉めて、僕は大きく息をついた。

　わけがわからない。

　でも、もういいや。考えるのもめんどくさいし。

　僕は玄関にあがろうとして、学校指定の革靴が二足並んでいるのに気がついた。

　誰だろう。放課後に来るなんて……。

　あ──思い出した。

　そういえば杏子が来るとか言ってたんだっけ。すっかり忘れていた。

　たぶんリビングかな。

　やっぱり。杏子と三年生らしい女子生徒が、ソファーに腰こし掛かけていた。どこかで見たことあるなと記き憶おくをたどって、杏子のバンドのベーシストだったと思い出す。

　名前は叶かのう理緒菜だったはず。

　ウェーブのかかった長い髪は艶つややかで、少し垂れ気味の目や、ぽてっとした印象の唇はなかなかチャーミングだった。なにより目立つのは夏服のセーラー服を押し上あげてはばからない豊かな胸。いったい何カップあるんだろ。って、またそんなこと考えてる。どうかしてるよね、ほんと。

　叶さんは僕を見つけると、にっこりと微笑ほほえんだ。

「こんにちはー。へー、きみが小泉くんかー。なんだー、思っていたよりーずっとかわいーじゃなーい？」

「え？　僕が？」

　いきなりの発言に僕は目を丸くするしかない。

「うん。そー。杏ちゃんとねー、きみの話してたのー。杏ちゃんがねー、きみのことビジュアル的にはそんなに期待できないーとか言ってたのよー」

「うわ、理緒菜。そんなことバラさなくてもいいでしょ」

　バツの悪そうな杏子に、僕はじとっとした視線を送る。

「……なんだよ、それ。陰かげ口ぐち叩たたいてたのか？」

「いや、違うの、祐介。そんなんじゃなくて、なんというか……過かじ剰ような期待させたら理緒菜に悪いかなと思って」

「言い訳しなくても、わかってるよ。そんなの」

「違うんだってば、もう。祐介、機き嫌げん直してよ」

　まあ、本気で僕も怒おこってるわけじゃない。

　これぐらいの軽口、杏子とはいつも交かわしてるしね。

「でもー。ほんとーに、あたしは嫌きらいじゃないよー？　一晩ならー、お相手してあげてもーいいよー？」

「……え？」

「こらっ！　理緒菜、冗談も相手選びなさいよね。こいつは、そんなの通じるほどスレてないんだから。祐介もね、本気にしちゃダメだからね。理緒菜は冗談ばっかりなんだから」

「あははー。そんなムキにならなくっても、いーのにー。杏ちゃんってばー、かわいいー」

「かわいいじゃない！　もう！」

　本当に、叶さんって、あっけらかんと恐おそろしい冗談を飛ばすなぁ。

　いや、それにしても、もしあんなグラマラスなカラダで迫せまられたら、ほとんどの男がイチコロだろうな。特に胸なんか、大きくて柔やわらかそうで、それでいてハリがありそうで。もし、揉もんだらどんな感じなんだろ。指が沈しずみ込むような感かん触しよくが、きっと……。

　って。うわ、なに考えてるんだ。僕ぼくは。どうかしてる。

「え、えっと。遅おくれてごめん。でも、杏子。叶さんを連れて、今日はなんの用？」

　僕は叶さんの前を通りすぎようとして、いきなりその腕をつかまれた。「わぁあ」と情けない悲鳴をあげながら、ソファーの上に座すわらせられ、さらに。

　押し倒たおされた。

　馬乗りになる叶さんを見上げて、僕はぎくりとする。

　妖よう艶えんな笑えみを浮うかべた叶さんの目は、熱っぽい色をしている。

　さっきの街の女の人たちと同じだ！

「ねー、ひとつ訊きいてもいーい？」

「な、なんでしょう？」

「小泉くんはー……童どう貞てい？」



　　♪　　　　♪



　僕は二人の女の子に揉みくちゃにされていた。

「わあ、ちょっと。叶さん!?　杏子も落ち着いて。……あ、え、いや、その……そんなところ触さわったらダメ──────────────────────────────っ！」

　叶さんは僕のガクランのボタンを外しおえて、すでにベルトのバックルと格かく闘とうしていた。

　杏子までしなだれかかってきて、頭を僕の肩かたに乗せている。うなじからたちのぼる魅みり力よく的てきな香かおりが鼻び孔こうをくすぐる。うわぁっ、やっぱり杏子も女の子なんだなぁ。

　って違う。そっと胸むな板いたをなでないで、ぞくぞくするから。

「う、うわぁ、叶さん、ベルトを抜き取とらないでください。チャ、チャックも下ろしちゃ、だめぇぇぇぇっ！」

　そのとき、ドアが音もなく開いた。

　これぞ、天の助け！

「だ、誰か！」

　僕は手を伸のばして、そのまま凍こおりついた。

　信じられなかった。

　そこにいたのは、ほんのついさっき会ったばかりの沢野さん。

　なんで、こんなときに！

　僕の目の前で、沢野さんは固まり、すぐに顔を赤くした。

　え、その反応って、まさか……沢野さんも？

　も、ももも、もしもいま、沢野さんに迫られたら、僕はもう完全に理性を失う。ここがリビングだろうが、誰がそばにいようが関係ない。想像力が暴走する。──沢野さんはセーラー服のスカーフを抜き取る。スカートのホックを外して床ゆかに落として、純白の下着姿で僕にしなだれかかる。潤んだ目で間近に見つめられて、僕はたまらずその唇を──

　ゴトリ。

　物音に、僕は妄もう想そうから立ち返った。

　リビングの入り口で、沢野さんは手にしていた鞄かばんを床に落としていた。

　彼かの女じよは想像どおりに、リビングに踏みいる──ことはなく、逃げるように去っていった。



    

  
    
      　なんだ残念……って、いやいや、違ちがうだろ。これで良かった。うん、そうだよ。

　なんて自問自答していると。

「あたしがせまってるのにー、よそ見するなんてー、いー度胸ねー？」

　耳元でささやかれる叶さんの声。

「スキありー！」

「わ、わああぁぁああ！　ズボンを脱ぬがして、どうするつもりですか」

「ええー？　そんなの決まってるじゃない？　ねー？」

　叶さんが僕の股こ間かんに手を伸ばす。

　うわ、なんかその手つきイヤらしい。いよいよ、僕の貞てい操そうがピンチに！

「きょ、杏子！　目を覚ましてくれ！　もう望みはお前だけだ」

　叶さんはどうか知らないけど、少なくとも杏子はこんなことを普ふ通つうならばしない。美人であっても姐あね御ご肌はだな杏子は、言ってしまえば色気に欠ける。

「杏子、しっかりしろ？　って、聞いてる？」

「あらあらー？　杏ちゃん、小泉くんの股間に釘くぎ付づけねー？」

「あの……私は、どうすれば……？」

「だーいじょーぶ。あたしがやるようにすればいいのよ。まずは見ててねー？　トランクス脱がすからねー」

「は、はい」

「はい、じゃないだろーっ！」

　なんだろ、もういっそ、あきらめてしまった方がラクなのかな。

　据すえ膳ぜん食わぬは男の恥なんて、どっかで聞いたことあるし、二人ともタイプは違えど、美人で魅力的で、

　ばっしゃあああああああああああああん！

　いきなり、水をぶっかけられた。

　僕ら三人は、ソファーやテーブルにあったノートパソコンごと水みず浸びたしになる。

「なにしているんです！　こ、こここ、こんなところで！」

　沢野さんは手にしていたバケツを床に叩たたきつける。

　と、叶さんと杏子は僕にしなだれかかってきた。

　まだ懲こりないのかと思ったけど、

「……気を失っている？　よ、良かった。助かった」

「助かったじゃないです！　小泉さん！」

　た、たしかに。

「こ、告白して早々、こ、こんなヤラしいことを先せん輩ぱいたちと……小泉さん、見み損そこないました！　不潔です！」

「い、いや。ちょっと待って！　誤解なんだって！」

「言い訳なんて聞きたくありません！　ばかぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　そのまま逃げだそうとした沢野さんは、いきなりそこに現れた人にぶつかった。

　ぼすっと。

「あぅ。いたたたたた」

「まあまあ、お嬢じようさん。とりあえずここは短気を起こさず、わしの話だけでも聞いてやってくれんかのぉ……なにせ、この事態はわしの研究のたまものなんじゃからな」

　革パンに黒いシャツのじいちゃんだった。上から白衣を羽織ってなければ、ライブハウスの前にたむろしてそうな格好……は、まあいいとして。

「研究って!?　もしかして、じいちゃん、なんか知ってるの？」

「知ってるも何も。わしのサンプルを横取りしたせいじゃろうが。まったく、うらやましいヤツじゃ──あー、あー、あー、しかも、わしのパソコンを水浸しにしおって」

　じいちゃんがテーブルのノートパソコンを拾い上げると、ぽたぽたと水すい滴てきが滴したたり落おちた。

「……あ。それは……ごめんなさい」

「あっはっはっ。まあよいよい。ともかくは片づけて、茶でも淹いれようかの」



　　♪　　　　♪



「「モテルゼＸ??」」

　リビングに僕と沢野さんの声が重なった。

　ちなみに気絶した杏子と叶さんは客間に寝かせていた。

「わしが長年の研究によって、ようやくサンプルまで造りあげたクスリじゃ。どうじゃ、いかした名前じゃろ？」

　むしろ、いかれた名前のような気がする。

「お、お待ちください？　申し訳ないのですが、おじいさまは、いったい何者なのです？」

「ああ。そこにいる祐介の祖父で小泉玄げん一いちといってな。その昔、ちょっとばかり薬学をかじったことがあるんじゃよ」

「はああぁ……そうなんですか……」

　沢野さんの気持ちはわかる。こんなパンクなじいさんが研究者なんて信じられないよね。

「でな。モテルゼＸとは、人間が持っているいわゆる“〝フェロモン”〟を、強力に発散させるクスリでな。効果としては体験済みじゃろ。ま、端たん的てきにいえば異性にモテまくる」

「あ、ではさっきの小泉さんも、先輩たちを襲おそっていたわけではなく、」

「あたりまえだよ！」

　どちらかというと僕が襲われていたよね？

「よかったです……。わたし、小泉さんがすぐに浮うわ気きに走るような人なのかと思ってしまいました」

　それは、ほんと、僕も誤解が解けてよかったよ。

「まったく、もう。じいちゃん。そんなクスリいつ僕に飲ませたのさ？」

「勝手に飲んでおいて、それはないじゃろ？　ほら、冷蔵庫にあった茶色のビン」

「……。…………あ」

　たしかに。

　今朝、ただの栄養ドリンクと思って飲み干した。

「あんなところに置いておかないでよ！　まぎらわしい」

「少しの間のつもりじゃったし、それに眠ねむかったからの。心配せんでも、副作用もなく効果は続いてるから安心しろ」

　よくないよ、まったく。ひどい目にあったんだから。

「……って、え？　効果は続いている、の？」

「うむ。いまは弱くなっておるがの。見たところ、本人の性的興奮に比例して発散されるようじゃの。つまりはお前がエロいことを考えると、フェロモンが出て女性をメロメロにできる」

「……それでは小泉さん。さっきは、いやらしいこと考えていたんですか？　だから杏子先せん輩ぱいたちと、あ、あんなことを？」

　あうっ。

　振ふり返かえれば、思い当たるフシがある。

　理緒菜さんの胸みて、妄想しちゃったもんなぁ。

「と、とりあえず、その話はおいといて。なあ、じいちゃん、じゃあ根本的に効果が消えるのって、いつなのさ」

「話、そらしましたね？」

　ああ、やめて沢野さん。そんな疑いの目で見ないで。

　早く！　じいちゃん、話をつづけて。プリーズ。

「うむ。効能は理論上では、ずっとじゃな」

「ずっと!?」

「ただし、ひとつだけ効果が消える条件がある」

「なんだよ、あーびっくりした。もったいぶらずに教えてよ」



「うむ。それはの……女の子と“〝ＳＥＸ”〟すればよいんじゃ」



　……。…………ＳＥＸ？

「服用することによって相手を発情させて、ＳＥＸするのが目的じゃからな。コトがすむまで、効果が持たないと困るじゃろ。しかも、聞いて喜べ。相手を満足させること間ま違ちがいなしの精せいり力よく絶ぜつ倫りん効果もオマケしてあるぞ」

「……せ……精力……ぜつ……りん……？」

　変なこと言うから、沢野さんがゆでだこみたいに真っ赤になっちゃってるよ！

「他に方法はないの？　例えば効果を打ち消すクスリを新しく作り直すとかさ」

「ない。残念ながらわしのパソコンが、このとおり水浸しじゃからの。データがなにも残っておらんから複製もできんし、当然そのような特効薬も作れん。はっはっはっはっはっ、まいったのぉ」

「笑ってる場合じゃないだろっ！　バックアップはとってないの？」

「バックアップ？　なんじゃ、そりゃ？」

　……あ、あのね。

　僕は天てん井じようを仰あおいで、深々とソファーに座り直した。

　だいたいさらっとＳＥＸすればいいなんて言うけど、いままで女の子に縁えんもなかったのに、そんなのできるわけが──

「なにを悩なやんどる。効果はきちんと出ておるから、相手に誰だれを選んでも断られることは、まずないぞ？」

　あ。ああ！　そうかっ！　そうだよね。

　だったら僕の相手は……。

「わ、わたしですか!?」

　僕と目が合った沢野さんは、わたわたと手を振り回まわした。

「え、えっと、その、わたしはダメですよっ。言いましたけれど、その、小さい頃ころからの夢がありますし……お互たがい高校生ですから、早すぎると思います」

　そうだよね。僕のバカっ！

　一いつ瞬しゆんでも『彼女の意志を無視して、クスリの効果でモノにしよう』だなんて思った自分が恥はずかしい。

「ああ、それじゃがな。どうやらお嬢さんだけは特別のようでの。見たところフェロモンの効果が及およんでないようなんじゃ」

「……へっ？」

「そう、なの、ですか？」

「でなければ、お嬢さんが水をかけることなどできんかったじゃろう」

「あ、そうか……」

「クスリの欠けつ陥かんなのか、それともお嬢さんが特異体質なのかは、よくはわからん。ちょっと調べてみたい気はするがのぉ。どうじゃ？」

「調べるって……あ、いや。そんな、困ります」

「じいちゃん！　さりげなく沢野さんの手を握にぎらないっ！　っていうか、じゃあ結局、僕はどうすればいいのさ」

「簡単じゃろ？　沢野さん以外の誰かを選んで、せいぜい楽しい夜を過ごすがよかろう。世の中モテて困ることはないじゃろ。……あ、ただしあとで感想は聞かせるんじゃぞ？　精力絶倫で快楽倍増の効果は、ぜひとも検証したいからの」

「ちょ、ちょっと待ってよ……」

　モテたとしてもさ、これじゃ意味ないよ。

　解決するにしても、そんな条件じゃ……どうしようもないなぁ。

　僕はちらりと沢野さんに目を向けた。『どうするんですか？　誰かを選ぶんですか？』と問いかけるような顔の彼女に、僕は笑ってみせる。

「よし決めた。僕が興奮したりしなければ普通に暮らせるんだよね。だったらもうしばらく、このままでいるよ」

「おろ？　いいのか？　せっかく、モテるチャンスなのに。いままで不自由しておったんじゃないのか？」

　大きなお世話だよ。

「僕には、きちんと好きな人がいるんだから」

　沢野さんという、可愛かわいらしくて、ものすごく身持ちのカタい女の子がね。

「あの……本当に、いいんですか？　小泉さん」

「もちろん」

「うむ。それなら、まあよいじゃろう。好きにせい」

　そうするよ。他の誰かとなんて、考えられないからね。

　だから、エロい気持ちを抑おさえるよう努力しよう。

　沢野さんを見ながら、そう思った。

　と、そのとき、ようやく気がついた。

「……あれ？　そういえば、どうして沢野さんが家にいるの？」

「あ、それは……」

　沢野さんがこたえるより早く。

「小泉くんをねー、勧かん誘ゆうしに来たのよー」

　リビングの入り口に、まだ髪かみも乾かわききっていない叶さんが立っていた。

「理緒菜先輩、大だい丈じよ夫うぶなんですか？」

「ああ、うん。平気ー。綾ちゃんに水かけられただけだしねー。すっごい冷たかったけど」

「そ、それは……すみませんでした」

「ふふふ。冗じよ談うだんよー、怒ってないってー」

　沢野さんを楽しそうにからかう。本当にノリのいい人なんだな。

　そうやって、場の空気を和なごませられるのは、ひとつの才能だよなぁ。

　なんて、感心している場合じゃない。

「勧誘って、いったいなんなんです？」

「あれー？　杏ちゃんから聞いてなーい？　あたしたちのバンドのーギターをやってもらいたいのよー。小泉くんにー」

「ぼ、僕ですかぁ!?」

「そう。ちょっとトラブルがあってねー、ギターが抜ぬけちゃったのよー。そこに杏ちゃんが良い人を見つけたっていうからー、こうしてやってきたってわけー」

　いや、話はわかったけれど。

「僕、ギターなんて、そんな……」

「あれぇ？　いつも弾ひいてて、早弾きもできる凄すご腕うでだってー杏ちゃんから聞いたけどー？」

　しまった！

　今朝、杏子とそんな話をしたっけ。

「あ。その顔。さてはー、小泉くんー、見み栄え張ったなー？」

　うっ。するどいですね。

「そうか。でもギターは、やっているんだよね」

　まだコードもあやしいんですけど。

「うーん。じゃあ、それでもいいや。小泉くん、ウチにきて」

「え？」

「理緒菜先輩!?　それってどういうことなんですか？　小泉さん、困っていますよ」

「だいじょーぶ。あたしにまかせてー。小泉くんには、女の子にモテてメロメロにしちゃう才能──というか、クスリだから効能かー。それを生かした仕事をしてもらうからー」

　さっきの話、聞いてたのか。

　モテる体質については、面めん倒どうになりそうだから秘密にしておきたかったのに。

「もし断るっていうならー、えっへっへっへっへー。襲っちゃうぞー」

　叶さんは悪あく魔まのような笑えみを浮うかべ、胸の谷間をのぞかせてきた。うわ、大きい……。

　って、いかん。やましい気持ちを起こしたら負けだ。

「あれー。まだたりなーい？　じゃあ、こんな感じでどーだ。ほらほら、どうするー？」

「うおっ、くっつかないでください！」

　叶さんのおっぱいが肘ひじに。柔やわらかい。

　や、やばいって。

　ここでまた自分に負けたら絶対、沢野さんに嫌きらわれる。

　って思いつつ、すでに負けかけているんですけど。たぶん、これはフェロモン出ちゃってる気がする。

「あふぅ。……なんか、やらしい気持ちになってきたかもー」

「こ、小泉さんっ！　なに考えてるんですか！」

「ち、違うんだ、沢野さん！　そうじゃないっ！」

「えーっとー。まだ足りないとなるとー。脱がなきゃダメかなー？」

「ぎゃー、もー、わかりました！　やります、やりますから！　やればいいんでしょ！　だから離はなれてください」

「最初っからー、そーいえば、よかったのよー。もー強ごう情じようなんだからー」

　得意気に笑う叶さんに、くしくも僕ぼくと沢野さんのため息が重なった。



　　♪　　　　♪



「なんか、大変なことになってしまいましたね」

　日もすっかり落ちてしまったので、沢野さんを家まで送ることにした。

　住宅街を並んで歩く。ただそれだけのことに僕は嬉うれしくて、それ以上に緊きん張ちようしていた。

「あの、小泉さん……ムリにバンド、やることないんですよ？」

「それって、もしかして。僕みたいな男が入るの、抵てい抗こうある？」

　なにせ女の子ばかりのバンド。

　しかも告白して答えを保留しているような僕では、気まずいかもしれない。

「あ、いえいえいえ。そういうことではないんです……。小泉さんだったら信しん頼らいできるかもしれないって思ってますから」

「そうなの？」

「ええ。わたしの夢を聞いても否定したり笑ったりしなかったのは、小泉さんがはじめてでしたから」

　ああ、なるほど。

　たしかに普通の男じゃ、こんなにガードの固い女の子じゃ引くかもね。

　どうりで、いままで浮いた噂うわさがなかったはずだよ。

「でもさ。なんで、そんな夢を？」

「え？」

　あ、驚おどろいた顔。しまった。言いにくいこと聞いちゃったかな。

「あ、あのさ、ムリして話さなくても……」

「自覚はしているんです。お友だちとお話していても、変わっているって言われますから」

　沢野さんはうつむいて、しかしはっきりとした口調で話してくれた。

「でもですよ？　女の子だったら、みんな小さな頃は夢にみると思うんです。純潔を守って、愛した人とバージンロードを歩くって……ただ、みんなはしだいに価値観が変わっていくだけなんです。それがいいとか悪いではなくて……ただわたしはいままで変わらなかった。それだけなんです」

「なるほど。そういうもんなのか」

「でもきっと、男性は我が慢まんできないんでしょうね」

　そして沢野さんは僕を上目づかいで見つめた。

「小泉さんも……やっぱり我慢できませんか？　さっきも先輩たちとその……」

　うっ。そ、そりゃあ杏子たちにあんなふうに迫せまられればね。

　でも。

「さっきのは特別だから。そんな男ばかりだと思わないでよ」

「信じていいんですか？」

「うん。僕は、その……やっぱり沢野さんが好きだから」

　どさくさまぎれに、もう一回告白してしまった。

　いや、こんなの回数の問題じゃないとは思うんだけど。

「あ、ありがとうございます」

　沢野さんは律りち儀ぎに深々と頭をさげた。だから、その表情までは見えなかった。

　いや、僕も恥ずかしくて顔をそむけてしまったから、結局は同じか。

「ま、まあ、そういうわけだからさ……その、今後ともよろしくね。メンバーになったわけだからさ」

「あ、あの、それですけど、本当にいいんですか？　あんまり小泉さん、バンドをやることに乗り気でないようでしたから。ムリしなくてもいいんですよ？」

　話が元に戻もどった。

　けど、そういうことか。あくまで僕を気づかってくれたんだね。優やさしいなぁ。

　まあ、そんな沢野さんと一いつ緒しよにいられるんだから、答えはもう決まってる。

「確かに強ごう引いんだったけど、せっかくだからやってみるよ」

「そうですか。わかりました……だったら精せい一いつ杯ぱいがんばりましょうね。あ、わたしもギター弾けるので、教えるなんて言うとおこがましいですけど、お手伝いしますね」

「ほんとに？　ありがとう」

「いいえ。お気になさらないでください」

　いけない。なんかいま、すごい幸せかも。

　と、そこに、いきなりポップな曲が流れだした。

「な、なんですか？」

「ああ、ごめん。ケータイだ」

　液えき晶しようを見れば、健吾のヤツからだった。

　んだよ、もう。こんないいときに。

　ぷち。

「あははは。間違いだったみたい」

　笑みを向けたら、沢野さんは目をまんまるくしていた。

「ど、どうかした？」

「いえ……最近の携けい帯たい電話は曲とか流せるんですね。へー、はぁー」

　え、そんなにじろじろと見るようなケータイでもないよ？

「あ……すみません。また、やってしまいました……。その、わたし携帯電話もですけど、そういう流行モノに疎うといみたいなんです。お友だちにも『綾は世間知らずだ』って笑われますし」

　あーなるほど。

　本当に大事に育てられた箱はこ入いり娘むすめだから、ケータイの着信音を楽曲にできるぐらいで驚いちゃうのか。

「でも、そんなの恥ずかしがることでもないんじゃない？」

「笑わないんですか？」

「まさか」

「あの、ありがとうございます。小泉さんは、優しいんですね」

　沢野さん、その笑え顔がおはある意味凶きよ器うきだよ。

　そう心から、僕は思ったのだった。



    

  
    
      二章　セーラー服を脱がさないで





　ライブハウスのステージに、僕はギタリストとして立っていた。

　いまは演奏の真っ最中。

　なんとか集中したいんだけど。

（よかったねー。ユウくん、満員よー？）

　ベースを弾きながら、叶かのうさんが肩かたを寄せてささやいた。

　そう。以前は空席も多かったけど、今日は女性客であふれていた。ついに嗅かぎつけた沢さわ野のさんファンも、この人数の前ではさして目立たない。

　しかも、その女性客のほとんどが、うっとりとした顔をしていた。

（これもユウくんのおかげねー。もー、この罪作りさん）

　いや、叶さん。あなたのせいですよ！

　ああ、見ないようにしていたのに、叶さんの短いスカートから伸のびる白くてキレイな足を目にしてしまった。さらに深く切れ込んだ襟えりから、白い胸むな元もとがのぞいている。

　僕はうっかりドキドキしてしまった。

　いまので、またかなりの量の……。

（フェロモン出だしすぎよー、ユウくん。もー、あたしを発情させてー、どーするつもりー？　杏きようちゃんだって大変そうなのにー）

　言われて、ちらりと中央を見ると。

　ああっ。歌っている杏きよ子うこまで、悩ましそうな顔してる！

　その額には、うっすらと汗あせが浮かんでいる。首筋まで朱しゆに染めて必死にフェロモンと闘たたかっているのが、僕にはわかる。

　杏子が頑がん張ばっているんだから、なんとか僕も冷静さを保って演奏に集中しないと。

　……とは、思うんだけど。

　懸けん命めいに欲情をこらえて歌う杏子って、なんというかセクシーなんだよな。歌声にも悩ましげな艶つやっぽさが混じっているような気がするし。

　そんな杏子の姿に、思わず僕はどきどきしてしまう。

　ああ、またフェロモンが……。

　密室だから、こもって威いり力よくが増してるみたいだし、こいつはまずい。

　煩ぼん悩のうと戦う僕の戦せん況きようは、どうにも思わしくなかった。



　　♪　　　　♪



　ライブハウスの簡素な楽屋にたどり着くなり、沢野さんは僕をじっと見あげた。

「な、なに……？」

　もしかして、さっきのライブ中、ずっとイヤらしい気持ちと闘っていたことが、見み透すかされてる？

「すみませんでした」

「……え？」

「もう少し、練習におつきあいしていれば、もっと小こい泉ずみさんも上達していたはずです……今日の小泉さんの演奏、あまりよくなかったです」

　ああ、なんだ。そういうことか。

　たしかに加入して二週間では練習不足もいなめなかった。

　でもそんなふうに自分の責任のように沢野さんに謝あやまられると、胸が痛い。

「いや、沢野さんは悪くないよ」

「そうよー？　ユウくんはー、あたしと杏ちゃんにイヤらしい気持ちを……」

「わあああああっ！　なに、言ってるんですか？」

「きゃああっ！　ユウくんに襲おそわれる～。あ～、でも～ユウくんならいいよー、相手してあげるー」

「違ちがうでしょう！　っていうか、気になってたんですけど、ユウくんってなんですか」

「えー、いーでしょー？　あ、ユウくんはリオちゃんって呼んでいーよ？」

「呼びません！」

「もー、ケチー」

　まったく。この人は……。頭、痛くなってきた。

「んー、なーにー？　綾あやちゃん？　あたしの顔にー、なにかついてるー？」

「い、いえ。理り緒お菜な先せん輩ぱい、ずいぶん小泉さんと仲いいみたいですよね」

「あれー？　それってもしかしてー、ヤキモチー？」

　え、ほんとに？　それなら、僕にも脈があるって……。

「そ、そんなんじゃ、ありません」

　だよね。がっくり。

「あーそーなんだー。まーいーやー、でも、そーねー、たしかに今回、ユウくんと一緒にチケットさばいたからねー、ちょっとは仲良くなれたかなー。ユウくんのフェロモンのおかげでー、女の子にたくさん売れたしー」

　ああ一週間前、一緒に街でチケットを売ったときも叶さんはとてもきわどい格好をしていて……結果僕はフェロモン放出。

　完全な敗北だった。

「……あ。じゃあ小泉さんを利用して、チケットを売ったってことですか？」

「まー、そうねー」

「ひ、ひどいじゃないですか、そんなの！」

「だってー。綾ちゃんのファンが入ったらー、ノルマもさばけてラクなのにー、イヤなんでしょう。そういうのは」

「当然です。もっときちんと、わたしたちの音楽を聞いてほしいんです」

「んー。もー、カタいんだからー。まあ、それが綾ちゃんらしいとこなんだけどー。──ともかく綾ちゃんがダメならー、ユウくんにお願いしよーかなーってー」

「そういう問題じゃないです！　小泉さんも断ってください！」

「いや、それはその……」

「え～？　でもー、ユウくんもー別に嫌いやがってなかったわよー？　あたしを見てー目の保養になるってー喜んでくれたもん。ねー？」

「そんなことありませんよ！」

「またまたー。フェロモンぷんぷんさせるから、あたしも大変だったんだからー」

「こ、小泉さんっ！」

　と、いきなり横手から声が割って入った。

「──聞いていい？」

　いつの間にか、バンドのドラマー、野の々の宮みや美み雪ゆきさんがいた。

　身長百四十センチで、童顔にボブカット。ずいぶん幼く見えるけど、これでもれっきとした高校一年生だ。いまも両手でスティックを握にぎったまま僕らを見上げていた。

「──フェロモンって、なんのこと？」

　ぎくっ。

「あー。それはねー、ユウくんがー」

「ああ、いや。うん、なんでもないんだよ、なんでも」

　僕は叶さんの口をふさぎ、さらに小声で、

（なに言おうとしてるんですか、叶さんっ！）

　モテルゼＸのことや、フェロモンのことは、僕と叶さんと沢野さんだけの秘密だ。

　噂になったら面倒だからね。

　ちなみに杏子は、あのとき気を失ったせいで夢か何かだと思っているらしい。

「──本当に？」

「うん、本当本当」

「──そう。わかった。なら、いい」

　野々宮さんは、手の中でゆっくりとスティックをまわしながら、なにか考えこむように壁かべにもたれかかる。ま、とにかく秘密はバレずにすんだらしい。

　そういえば野々宮さんはバンド演奏のときも、さして様子に変わりはなかった。もしかしたら、沢野さんみたいにフェロモンの影えい響きようが薄うすいのかも。

　それは良かった。もし杏子みたいに当てられたら大変だった。

　と、そこへ杏子が戻ってきた。

　やけに上じよ機うき嫌げんだな。

「どうかした？　杏子」

「えへへへへへ。なんか、私たちのステージ、評判良かったみたいなんだ。ライブハウスのオーナーも褒ほめてくれて。なんだか歌声や表情に、まるで恋こいをしているような艶なまめかしさ出てきたってさ。なんというか、これで私も一ひと皮かわ剥むけた気がするな。嬉しい！」

　……え。それって。

「──なにか、心境の変化？　杏子」

「うーん。なんというか、それは……」

　杏子は僕をちらりと見やって、ふいにその頬ほおを赤く染めた。

　間ま違ちがいない。それってフェロモンのせいだよ！

「なんでもない！　これからも、ますます頑張るよ！」

　いや、ごまかしたけど、ごまかせてないよね！

「そういうことですか、小泉さん。よーくわかりました。ステージでもフェロモンを出してたんですね」

　あ、沢野さんが怒おこってる。

「おしおきですっ！」

「むぎゃあ！」

　頬をつねられて、思わず絶ぜつ叫きようした。

「もう！　気をつけてください？　今後、いやらしい気持ちになるの、禁止ですからね？」

　そんなふうに念を押おされたら、うなずくしかないよね。

　僕としては。



　　♪　　　　♪



　昼休みを告げるチャイムが鳴ると同時に、腕うでが突つき出された。

「ジャンケン、ポン！」

　僕と健けん吾ごがパー。後ろの席の杏子がグー。

「くぅっ。……また負けた」

「これで三連敗だよね」

「言っておくけど、泣きの一回はナシだぞ」

　健吾の言いぐさに、杏子はむすっと口をとがらせた。

「わかってるってば。いつものヤツでいいんだよね？」

「うん、僕はいいよ」

「あー。俺おれはコロッケパンにして。売り切れるから急いでな」

「はいはい！」

　杏子は財さい布ふを手にしてダッシュで教室から消えていった。

　その後ろ姿を眺ながめながら、健吾が肩を揺ゆらして笑ってる。

「いやぁ、ほんと。お前の言ったとおりだな。おとといがチョキで、昨日がパー。今日がグーと。見事なローテーションだな」

　そうなんだよね。本人は気がついてないみたいだけど。

「……でも、あんまり勝ちすぎるのも可か哀わいそうじゃない？」

「そう思うんなら、お前が負けてやれ」

　うっ。

「ほら見ろ。弱みを見せたヤツが、世の中負けなのだよ、祐ゆう介すけクン」

　芝しば居いがかる健吾に、僕ぼくは苦くし笑ようを返すしかなかった。

　と、突とつ然ぜん。

「小泉さん！」

　振ふり返かえると教室の入り口に立った沢野さんが、僕に向かって手を振っていた。

　あれ？　わざわざ教室に来るなんて珍めずらしい。

　僕は席をたって駆かけ寄よる。

「どうしたの？」

「杏子先せん輩ぱいに頼たのまれていた曲が、ようやくできたのでお持ちしたんです。放課後でもよかったんですけど、せっかくだから早くお見せしたくて」

　沢野さんがスコアノートを差し出した。

　パラパラとめくると、手書きのおたまじゃくしが五ご線せん譜ふの上を躍おどっていた。僕は譜ふ面めんを見るだけじゃ、あまりメロディーが浮うかばないんだけど。

「アップテンポで……元気のいい曲かな？　なかなかいい感じだよね」

「ほんとですか！　ありがとうございます」

「……うーん。いい顔するなぁ」

「え？」

「あ、ううん。なんでもない。じゃあコレ、杏子に渡わたしておくよ」

「はい、お願いします」

　ぺこりと律儀にお辞じ儀ぎしたとき、沢野さんからケータイの着信音が聞こえた。

「あわわ」

　わたわたしながら沢野さんはケータイを取り出して、その液晶をのぞきこんだ。

　どうやら、メールだったらしい。

　ひとつ小さくため息をついたあと、沢野さんは僕を見上げてテレたように笑う。

「えへへへ。ついにケータイ、買ってもらっちゃいました」

「あ、そうなんだ。いつ？」

「昨日です。さっそくお父さまがメールをくれるんですけど……こう、たびたびだと、ちょっと困ってしまいます」

「あははは。それはそれは……」

　さすがお嬢じようさまというか、過保護に育てられてるんだね。

「あ、せっかくだから、赤外線でメルアド交こう換かんしようか。ちょっと貸してみて」

　僕もケータイを取り出し、赤外線でメルアドと番号を送受信。

「はあー。そんなことまでできるんですねぇ」

「いや、普ふ通つうだけどね」

　興きよ味うみ津しん々しんにケータイと僕を見つめる沢野さんが、なんだか面おも白しろかった。

　と、ふいにその顔が曇くもる。

「……その、じつはわたし……着信音を変えようとは思って、説明書を読んだんですけど、難しくてよくわからなかったんです」

「あれ、そうなんだ。でも、沢野さんなら成績もいいから、それぐらいなんでもなさそうだけど」

「学校の勉強と、説明書はぜんぜん違いますよ」

「そんなもん？　だったら今度教えてあげるよ。曲のダウンロードのやり方とかもね」

「ダウンロード……？　下りの……道がどうかしたんですか？」

　……え？

　あ、そうか！　ダウンロード＝下り＋道、か。

　くっくっくっ。なるほどね。

「え？　え？　なにか、おかしなこといいましたか？　わたし」

「あ。いや、ごめん、ごめん。ただ、ロードはそっちのｒｏａｄじゃないよ」

「……あ。ああ！」

　すぐに理解したらしい沢野さんは、頬を赤く染めた。

「そ、そんな笑うことないじゃないですか。もう！」

「いや、だから謝ってるじゃない」

「そんなの、誠意が感じられないです」

　沢野さんはむぅと口をとがらせる。

　けど本気で怒っているわけじゃない。すぐに沢野さんも笑い出したからね。

　って、いけない。あんまり話しこんでると、昼休みがあっと言う間にすぎてしまう。

「あ、では失礼します。また放課後に」

　ぺこりとお辞儀をして、沢野さんは廊ろう下かを歩いていった。

　途とち中ゆう振ふり返って、手でメガホンを作って、

「ぜったい教えてください。約束ですよ」

　声を大にする沢野さんに、僕は笑顔で親指を立ててみせた。

　うーん。昼間から沢野さんを見られるなんて今日はついてるな、なんて思いながら席に戻もどると、いきなり健吾に首根っこをつかまれた。

「祐介、俺たち友だちだよな？　そうだろ？」

　いや、そんなすごまれても。なに、突然？

「だったら隠かくさず教えてくれ。お前のモテる秘ひ訣けつってなんだ!?」

「な、なに、それ！」

「だって、あの綾お嬢さまが、お前のようなまったく取とり柄えもない並か並以下に声かけるなんてありえないだろ」

　あんまり強く否定できないけど、すごい傷つくよ。それ。

「ついこの間まで、俺と非モテ同盟を結んでいた仲間だと思っていたのに……ああ、嘆なげかわしい」

「そんな同盟あったの!?　というか、勝手に引き入れないでよ」

「うるさい！　見てみろ、同志たちも嘆いているぞ」

　いわれてまわりを見てみると、男子たちがぼそぼそと僕の噂うわさをしていた。

「あの小泉が……いったいどうして……？」

「そうだ、きっとお嬢さまの弱みかなんかを握っているに違いない」

「なんだって……なんて卑ひ劣れつなんだ、小泉祐介、許すまじ」

「小泉くん、サイテー」

　うわ、なんか女の子まで一いつ緒しよになってる！

　嫉しつ妬とと悪意に満ちた視線が痛い。

「それだけじゃないぞ、祐介！　昨日、街で色っぽいお姉さまに抱だきつかれ、首筋に熱いキスをもらっていただろ！」

　しまった！　見られていたのか。

　ついうっかりフェロモンを炸さく裂れつさせちゃったんだよな。

「やっぱりあれはお前だったのか……できれば俺の見み間ま違ちがいであってほしかった」

「カマかけたの!?」

「そんなことはどうでもいい。見み損そこなったぞ、お前。あんな美女を落としただけでは飽あき足たらず、綾お嬢さままでその毒どく牙がにかける気かっ！」

「なんでそうなるんだよ！」

　しかも健吾のでかい声のせいで、いよいよまわりのみんなまで殺気立った。

「ヤるか」「そうだな」「なに、大だい丈じよ夫うぶ。いざとなれば、クラスみんなが共犯だ」「二ふた股またかけるなんてサイテーよ」

「じょ、冗じよ談うだんじゃないっ。みんな待ってくれ。誤解なんだ」

「ほう……？　ならば、モテる秘密、いまこそ明らかにするというんだな？」

「え、いや……それは……」

　言ったところでクスリはもうない。間違いなく問題は悪化する！

「……あ、そうだ、用事を思い出した！」

「あ、待て！　逃にげるな！」

　といわれて、逃げないヤツはいないよね。





　僕は命からがら教室から抜ぬけ出し、一階下の廊下までやってきた。

　どうやら追手はまいたらしい。よかった。

　いや、それにしても沢野さんに話しかけられただけで、あれだけ嫉妬されるのに、フェロモン体質のことまでバレたら命が危ないな。ほんと、気をつけよ。

　ほとぼり冷めるまで少し遠回りして教室に戻ろうと、廊下を歩いていると。

「あ、沢野さんだ」

　せっかくだから声をかけようと思った、そのとき。

「綾ちゃん！　ちょうどよかった」

　むう。やや髪かみが長くて毛先を遊ばせた、いかにもチャラチャラした男子に先を越こされてしまった。

　しかも“〝綾ちゃん”〟なんて、馴なれ馴れしい。

「あのさ、綾ちゃん。この前の話、考えてくれた？」

「それは前にもお伝えしたはずです。わたしは、いまのバンドをやめるつもりなんてありません」

　ちょ、なにぃ！　聞き捨てならないな。それって、引ひき抜きってことだろ！

　しかもお前、さりげなく沢野さんの肩かたなんて触さわって。あきらかに嫌がってるだろ！

「お前！　なにやってるんだよ！」

「小泉さん！」

「……なんだよ？　関係ないだろ？」

「僕は沢野さんと一緒にバンドをやってる」

「あ。あー、なんだ。どこかで見たことあると思ったら、あのヘタクソなギターか」

　ぐっ。ムカつく。

　しかし悔くやしいけどギターがヘタっていうのは、本当のことなので言い返せない。

「邪じや魔ましないでくれるかな。キミのような輩やからのいるバンドにいては、綾ちゃんの才能が埋うもれるだけだからね。俺のいる“〝タクティクス”〟に来た方が彼かの女じよのためなんだよ」

「チクタクだかクスクスだか知らないが、沢野さんに手を出だすなよ！　僕が相手になるぞ」

「ふん。やるって言うのかい？」

　男の目が鋭するどく光った。

　まずい。こいつ、優やさ男おとこのくせにケンカなれしている。

　しかしかといって、ここで引けるわけがない。

「じょ、上等だ」

「ケンカなんてやめてください！　──というより御み堂どうくん、勝手に決めないでください！　わたしはプロミスド・ランドが好きなんです！」

　割って入った沢野さんに、その御堂という男はふいに緊きん張ちようをほどいた。苦笑を浮かべて、沢野さんの頭をぽんぽんと叩たたく。

　おい、だから気安く触るな！

「あははは。いまはまだ綾ちゃんもわかっていないだけだよ。そのうち、キミから俺にお願いにくるはずさ。一緒にやらせてくれってね！　まあいい。今日は引き下がるけど、いつでもおいでよ。待ってるからね、はっはっはっ」

　笑い声を残してヤツは去っていく。

　まったく、なんだったんだ。

「すみません、小泉さんにまで迷めい惑わくをかけてしまって。何度も断っているんですけど、なかなかしつこいんです」

「そうなんだ……。じゃあ沢野さん、あいつがまた何か言ってきたらさ、いつでも呼んでよ。助けに行くから」

「いえ、あの……そんな……ケンカはダメですよ？」

　うっ、その上目づかいは、さっきの御堂の視線よりも強力だなぁ。

「わかってるけど、でも断ってるのにしつこく言い寄るようなヤツは油断できないからね」

「小泉さん……そこまで……」

　沢野さんの目が少し潤うるんだ。

　あれ、もしかしてこれって、なんか──いい雰ふん囲い気き？

「そこまでバンドのことを考えてくれていたんですね！　わたし、感動しました」

　危あやうくずっこけそうになった。

「では、そろそろ失礼しますね」

「いやいや、ちょっと待って。違ちがうんだって」

「え？」

　階段を上りかけている沢野さんを呼び止めて、僕は思い切る。

「バンドもそうだけど、僕がこんなに一いつ生しよ懸うけ命んめいなのは、沢野さんが心配だからだよ」

「えっ。それって……」

　一いつし瞬ゆん固まった沢野さんだけど、すぐにその頬を赤く染めた。

「いや、あああ、あの。その気持ちはわたしも嬉うれしいですけど、いまのわたしは、まだどうすればよいのかさっぱり」

「ああ、そんな、落ち着いて。階段だから、危ないって」

　と、言っているそばから沢野さんは、階段を踏ふみ外はずした。

「あぶない」

　倒たおれる沢野さんを僕は身体ごと受け止める。

　が、僕も足を滑すべらせた。うわっ。

　どしん。

「い、いたたたたたた」

　全身に痛みが走る。けど、たぶんケガはしていないと思う。

　それより沢野さんは──

　僕に乗っかっていた。

　小こ振ぶりながらも二つの膨ふくらみが、制服ごしに僕の胸に当たる。その髪が頬にかかって、いい香かおりが鼻び孔こうをくすぐる。

　超ちよ至うし近きん距きよ離りで目があった。

「あわわ。ごめんなさい」

　うわ、慌あわてて身体を起こすから、白くてキレイな太ふと股ももが。

　しかも、あ、だめだって。腰こしのあたりでもぞもぞ動かないで、沢野さん。そんなことされたら、かえって刺し激げきされてまたフェロモンが出て──

　ばたん。

　いきなりの物音に首をまわせば、すぐそばを通りがかった女子生徒がへたり込んでいた。

「ど、どうしたんだろ？　身体が熱い……。あ、そこの人……あ、あの……わたし……」

　沢野さんはハッとして、僕を睨にらんだ。

「小泉さん！　さては、また、やらしいこと考えましたね！」

「え、だって、そんなの仕方ないだだだだだだ。やめへ、やめへ、ほっへたつねらないで」

「うううっ。小泉さんのえっちぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ！」

「いだいいだいいだいいだい」

「もう！　とりあえず、ついてきてください。ここにいたら大変です」

　それもそうだ。うっかり発散してしまったフェロモンは、まわりの女子生徒や女教師まで発情させてしまう。

「行きますよ！」

「う、うん」

　僕は沢野さんになかばひっぱられるようにして階段を駆け上あがった。

　背後から女子生徒の熱っぽい吐と息いきと、嬌きよ声うせいが追いかけてくる。

　さらに、その途とち中ゆう。

「うわ、健吾！」

「祐介！　それに綾お嬢さま！　って、えええええぇぇぇぇぇっえええっ！　たくさんの女子が追いかけてきてるっ！　きききき、きさまぁぁぁ！　ぶっ殺す！」

　追いすがる健吾が血の涙なみだを流しているように見えるのは、なにかの錯さつ覚かくだと思いたい。



    

  
    
      

　　♪　　　　♪



　なんとかその場を乗り切って放課後、僕はバンドのみんなとレンタルスタジオにいた。

「ああ、疲つかれたぁ」

　休きゆ憩うけいにロビーに出て、ベンチの上に横になる。

　昼間にずいぶん走らされたうえに、昼ひる御ご飯はんを食べそこねたから体力消しよ耗うもうしてるなぁ。

　と、額にいきなり何かを押おし当あてられた。

「冷てっ。な、なんだっ!?」

　飛び起きれば、コーラを手にした杏子がのぞき込んでいた。

「お疲れさま、祐介。飲む？　好きだったでしょ？」

「ああ、うん。もらうよ。悪いね」

「ううん、いいの。自じ販はん機きで間ま違ちがえて押しちゃったから」

「……ん？　そんなドジやったの？　杏子」

「い、いいでしょ。いらないなら、いいよ。ご飯食べそこねてるから、ちょっとでも気がまぎれるかなと思っただけだから」

「ああ。待って、いただきます」

　なんかよくわからないけど、ありがたくもらっておこう。

　ぷしゅっとプルタブをあけて、ノドに流し込む。うーん、美お味いしい。

「どう、祐介？　手て応ごたえとしては」

「やっぱり難しいよ」

　僕は弦げんを押さえる左指を眺ながめ、ため息をついた。

「邪魔が入らないとこで集中して練習すれば、祐介はうまくなると思うんだけどな」

　確かに家だと気が散るし、（おもにじいちゃんのせいだけど）邪魔も入るもんな。

　あ。

　邪魔といえば、あいつもそうだな。

「なあ、杏子。今日の昼のことなんだけど……」

　沢野さんにちょっかいを出していた男のことを僕は話した。

　リーダーの杏子も知っておくべきだよね、引き抜かれているとあっては。

「ああ、たぶんそれ、“〝タクティクス”〟の御み堂どうね」

「なんだ、知ってたんだ」

「その御堂って一年生は、いいトコのボンボンで、綾と前から顔見知りらしくって声かけてきたんだけど──でもそうか、まだあきらめてなかったのか」

　なんだ、あいつ金持ちなのか。僕ぼくなんか、小こ遣づかいが足りずに、ギリギリまで弦を使い倒しているのに。腹立たしい。

「まだしつこく誘さそってきているとなると、綾も大変よね。夏休みあけには学園祭でのライブもあるっていうのに……」

「あれ？　学園祭、出るんだ。学校のみんなには秘密にしていたんじゃなかった？」

「あんたのせいで、バレちゃったからでしょ。この前のライブにも綾のファンクラブが何人かいたみたいだし」

「ご、ごめん」

「ふっ。冗談よ。まあちょうど良かったんじゃない？　綾もこだわってたみたいだけど、もういいみたいなこと言ってたし」

「わたしがどうかしました？」

　沢野さんがあいたドアから、顔を出した。

　みんなもあとからぞろぞろ出てくる。

　杏子が手短に話をすると、沢野さんは大きくうなずいた。

「わたしがこだわって隠していても、どなたかが強ごう引いんな方法で集客してしまいますから。だったら、こそこそすることもないかなと思ったんです」

　しかし叶さんは、にへらと笑う。

「そうよねー。綾ちゃんがー秘密にすることないのよー」

　ふたりの視線がぶつかり合った。

　なかなか、すごい攻こう防ぼうだなぁ。

「ん？　なんかよくわからないけど。ともかく学園祭のため、集中して練習できる環かん境きようがほしいのよ。このスタジオはタクティクスだって使ってるから、いろいろちょっかい出されそうだものね。なにかいい方法はないかな」

「──合宿」

　野々宮さんの突とつ然ぜんの提案に、みなの顔が明るくなった。

「合宿か……いいわね、それ！」

「うん。行こー、行こー」

　叶さんもこの反応。ただひとり、沢野さんだけが顔を曇らせる。

「そうですね。でも……」

「あれ？　気が進まない？」

　沢野さんは僕に耳打ちした。

（あの、わたしはいいって思うんですけど……ひとつ屋根のしたで寝ね泊とまりするんですよ。小泉さん……その……えっちなこととか考えたりしません？　お約束できますか？）

　あ。たしかに。

　大丈夫、フェロモンなんて出さないよと胸を叩きたいところだけど、昼休みの前科もあるのでまったく説得力はない。

　なにより僕自身が、あんまり信用できない。

「あ、あの、みなさん……」

　沢野さんは、おずおずと声をあげるが。

「みんなと一緒に練習して、ご飯食べて。曲づくりの話なんかしながら夜を明かしたりするのよ。うん、楽しいはずだよ！」

「そーそー。そいで一緒にお風ふ呂ろ入ってー、一緒に寝ねたりするんでしょー。ユウくんともー。あん、あたし、考えただけで、燃えてきちゃうー」

「──酒池肉林？」

　誰だれも聞いちゃいない。

「こ、小泉さんと一緒になんて……そ、そんなの、許しませんよ！」

「まあまあ、落ち着きなって、綾。理緒菜のいつもの冗談でしょ」

　いや、ぜったい違う。貞てい操そうの危機をひしひしと感じるよ！　こうしちゃいられない。

「あ、でも、ほらさ。泊とまるところはもちろん、それなりに機材のそろったスタジオとか近くにないと困るだろ？　そんなところある？」

「それは祐介の言うとおりね。うーん」

　やれやれ。これで安心。

（小泉さん、大だい丈じよ夫うぶなんですか？）

（たぶん企き画かく倒だおれになるよ。そんな都合のいい場所なんて、そうそうあるわけが……）

「──ある」

　え。

「どこ？　美雪」

「──父がスタジオミュージシャンだから、スタジオ付き別べつ荘そうを持ってる。頼たのめばなんとかなるはず」

「ほ。ほんとにっ!?」

　杏子の声が裏返った。

　僕の心臓がひっくり返りそうになった。

「前からーすごいドラムだと思ってたけどー。そんな恵めぐまれたお家だったのねー」

「──そんなことない。多少ここから遠いけど、別荘の近くには海水浴場もある」

「ホントにー！」

「──行くならしおり作る」

「しおりって！　遠足じゃないんだからさ」

　なんて僕のつっこみは、見事にスルーされる。

「もう、ユキちゃんサイコー！　好き好きー！」

「私も大好きっ！」

　叶さんだけでなく、テンションのあがった杏子までも野々宮さんに抱きついた。

　まさか、こんな展開になるなんて。

　沢野さんは『大丈夫なんですか？　小泉さん』と心配そうな目を向け、僕は精せい一いつ杯ぱい『ま、まあなんとかしてみせるよ』と強がりの笑えみを返した。

　あ、いまのは引きつったようにしか見えなかったかも。

「よぉぉぉしっ！　それじゃあ夏休みは、合宿するぞぉぉっ！　あ、ほらほら。祐介が気合い入ってなくてどうするのよ。ほら、いくぞー！　えいえいおーっ！」

　手をつかまれて、僕は天に拳こぶしを突つき上げた。

　こうなったら、ヤケだ。やるしかないっ。えいえいおーっ！



    

  
    
      三章　一緒に暮らそう





　合宿出発の朝、駅での待ち合わせに一時間も早く来てしまった。

　にも、かかわらず、先客がいた。

「小こい泉ずみさん、早いですね！」

「うん、沢さわ野のさんもね」

「あ、そうですね」

　あははははははとお互たがいに笑いあう。

　なんか、これだけで得した気分になれる。

「いよいよ、ですね」

「そうだね。いまからドキドキしてるよ」

「え、そんな、もうですか!?　小泉さんのえっちぃ！」

　沢野さんはいきなり僕の頬ほおを。

「あだだだだだだだだだ。ちがうちがう。そーじゃない」

　沢野さんはようやくつねるのをやめてくれた。

「ドキドキって、普ふ通つうに楽しみってことだよ」

「ああ、そうでしたか。す、すみません、勘かん違ちがいしてしまいました」

「いいからいいから、頭をあげてよ、ね？　こっちこそ、ごめん。なんか気をつかわせちゃってるみたいで」

「え。えっと……そんなことないですけど、でもえっちな気持ちになるの、禁止ですからね？　まわりの女性が迷惑するんですから」

「はい、わかってます」

　あ、思わず敬語になっちゃった。

　険しかった沢野さんの顔にも笑みが浮うかんだ。

「うふふふ……でも、ここだけの話、わたしもちょっとドキドキしてるんです。こんなふうに、お友だちとどこかに何日も泊まるなんて、初めてですから」

「そうなんだ」

　たしかにこんなふうに一時間も前から待ってるぐらいだからね。

　なんだ、じゃあ僕と一いつ緒しよじゃん。

「いい合宿になるといいですね」

　うん。それにいい思い出も作りたい。

　だから絶対、フェロモンを発散させちゃいけない。

　よし、この合宿の心のテーマは『修しゆ行ぎよ僧うそう』だ。いま決めた。

「なーに、二人でいい雰囲気作ってるのー？　もー。あたしー、妬やけちゃうなー」

「うわっ」

　すぐ後ろにベースの入ったケースを担かついだ叶かのうさんがいた。

　いつものとおり表情の少ない野の々の宮みやさんや、なぜか少し不ふ機き嫌げんそうな杏きよ子うこもいる。

「わあ。みなさん、早いですね」

「なーに言ってるのー。綾あやちゃんの方が早いじゃなーい。偉えらい偉ーい。ほめてあげるー」

　叶さんはにこにこして、沢野さんをぎゅーっとハグした。

　あ、うらやましいな、それ。

「あ、なーに？　ユウくーん。うらやましいー？　しょーがないなー。じゃあ、やってあげるー」

　いや、うらやましいって、あなたじゃないです。

　わ、あ、やめて。あ、ふよっ、ぎゅーって、うん、心地ここちいいというか、なんというか。

　って違う！　そうじゃない。

　うおおおぉぉぉぉぉ、いかんいかんいかん鎮しずまれ、僕！　鎮まれ、煩ぼん悩のう！

「はいはい。いつまでも遊んでないの！」

　杏子、ありがとう。助かった。フェロモン発散まで間かん一いつ髪ぱつだった。

　にしても、最初からこれじゃあ、我わがことながら先が思いやられるよ。

「それじゃあ、みんな揃そろったんならいくよっ！　あ、祐ゆう介すけ、男なんだからいちばん重い荷物持ってね」

「あ。うん」

　それはいいんだけど、なんで杏子怒おこってるんだろ。

　よくわからないな、女の子は。



　　♪　　　　♪



「す、すげー」

　思わず声が出てしまうほど、別荘は大きくて立派だった。外がい壁へきの白さが、抜ぬけるような青空の下でよけいにまぶしい。庭の銀杏いちようがしげらせている葉っぱの緑もあざやかだ。

「え。これって、部屋いくつあるの？」

「──５ＬＤＫと地下室のスタジオ」

　野々宮さんが先を行ってカギをあけ、くるりと振ふり返かえった。

「──まずは落ち着く？　それとも……」

　僕らは顔見合わせて、にやりと笑いあった。

　みんな考えてることは一緒だ。

「「「「もちろん練習しようっ！」」」」





　ギター、ベース、ドラム、キーボードの音が一気に止まった。

　余よ韻いんを残すような無音。

　そして。

「ふ～。気持ちいい！」

　杏子は僕たちを振り返った。

「いつも使ってるスタジオに負けないね！」

「アンプなんかもー、いいの使っているよー。ドラムもきちんとしてるしー、けっこう広いしー。これで個人のスタジオー？」

　地下なので自然光がまったく入らないけど、その気になればレコーディングぐらいできてしまうらしい。広さは教室ぐらいあるし。すごいっ！

「──いちおう父もプロなので」

「だからってこんなの持ってないって？　美み雪ゆき、本当に一週間も貸してくれるの？」

「──もちろん」

「ありがとうっ！　美雪っ！」

「──その礼は父に伝えておく」

　野々宮さんはいつもと変わらずクールに返しているように見えた。けれど。

「ふふふふ。美雪さん、テレてるみたいですね」

　隣となりで小さくつぶやく沢野さんに、僕は首を傾かしげる。

「そうなの？」

「ええ。ほら、手にしたドラムスティックをくるくるまわしているでしょう？　美雪さんって表情は少ないですけど、あんなふうに仕し種ぐさに出やすいんですよ？」

「ああ、なるほど……」

　喜ぶ小犬の尻尾しつぽのようなものか。

　なんかそう思うと微笑ほほえましい。

「──なに、にやにやしている？　祐介」

　あ、目が合った。

「あ、いや、そんなことないよ？　えっと、それじゃあ、さっそく練習の続きをしようよ」

　話の矛ほこ先さきを変えようとしたそのとき、杏子に止められた。

「祐介、私が気づいてないとでも思った？」

「……え？　なにが」

「さっき音を外したでしょ。サビの部分」

　ぎくっ。

「やっぱりか──音おん響きようがいいと、それだけミスも目立つからね」

「ううっ。だけど、そこだけだろ？　他はわりとうまく」

「言い訳しないっ！」

　ううっ。

「あ、あの。でも、杏子先せん輩ぱい？　まだ合宿ははじまったばかりなんですから、そんなに厳しく言わなくても……小泉さんも、頑がん張ばりますよね？」

　沢野さんは胸の前で拳を固めて、僕を励はげましてくれた。

　やさしいなぁ……あ、やばい。いま、幸せかも。

「はいはい。どうせ私は綾と違ちがってキツいわよ」

「なにー、怒おこってるのー？　杏ちゃん」

「怒ってない。それじゃあ、さっそくもう一曲行くよ！」

　うわぁ、なんか間ま違ちがいなく怒ってる。

　そんなに僕が失敗したのが、気に食わないのかな。

「美雪、カウントして」

　杏子が振り返った。

　と。

　ぐ～～～～～～～～～～～～。

　いきなり、すごく大きな音が響ひびいた。

　なんだろうと思ってみたら、野々宮さんがスティックを両手に構えたまま、ぴったりと固まっていた。

　え。もしかして……。

「いまの、お腹なかの音？」

　野々宮さんは、いつもと同じクールに見える表情で、しかし顔色だけ真っ赤にした。

「──何か問題でも？」

　いや、問題というか。

「ぷっ。あははははははははははは」

　僕と叶さんは揃って声をあげて笑い、沢野さんも控ひかえめながら笑みをこぼしていた。杏子も肩かたすかしを食くらって、苦くし笑ようするしかないらしい。

「──おもしろくない」

　やっぱり淡たん々たんと告げたけれど、なんとなくその微びみ妙ような表情の違いがわかった。拗すねているらしい。それがまたおかしくて、微笑ましかった。

「もー、くいしんぼーさんなんだからーユキちゃんはー。でも、まー、いい時間だよねー。練習は一段落つけてー、晩ごはんの準備しよーか。ねー？」

「そうですね。わたしもお手伝いします。行きましょう、美雪さん」

「──わかった」

　野々宮さんは腰こし掛かけていたスツールから飛び下りて、スティックをくるくるまわしながら出口へと跳はねるように向かう。

　なんだろ、じつは素す直なおで良い子のような気がしてきた。

「うん。じゃあ、みんな先行ってて」

　あれ？　杏子？

「いかないのー？」

「ちょっと祐介と話したいことがあるから」

「僕ぼく？」

　ま、まだ説教が足りないの!?

「……杏子先輩？」

「綾、そんな顔しなくても大だい丈じよ夫うぶよ。別に説教するわけじゃないんだから」

「本当ですか？」

「もう。信じてよ」

「わかりました。では失礼します」

「ねー。ユキちゃーん。メニューはなんかー考えてるー？」

「──合宿の初日はカレーって決まってる。大丈夫、炊すい飯はん器きのスイッチはもう押おしてある」

　そんなことを口にしながら三人はスタジオを去っていった。

　カレーか、いいな。僕もお腹すいてきた。

「さて。それでね、祐介。話したいことっていうのは……」

　あ、さっそく？

　しかし杏子は切り出だしたくせに、なかなか続きを言わなかった。パイプ椅い子すに座すわって、足をぶらぶらさせている。

「あ、あの、さ……ものすごくプライベートなことなんだろうけど、でもいちおうリーダーとしては知っておきたいというか……あ、でも、私個人としても気になるというか、なんというか……」

「な、なに言ってるの？」

「ああ、もう！　じゃあ聞くわよ！　……ゆ、祐介って、綾のこと好きなの？」

「!!」

　言葉がすぐに出なかった。

　それだけで杏子には十分だったらしい。

「やっぱりそうだったんだ……でもさ、祐介は知ってるの？　あの子にはね、夢というか目標があって……っていっても、わからないか。えっと……」

「もしかして、バージンロードをバージンでって話？」

「知ってたの？」

「告白したときにね」

　沢野さんは秘密だって言っていたけど。

　でもまあ、バンドの仲間だったら話していてもおかしくないか。同じ女の子だしね。

「え？　こ、告白したの？」

「うん。いまは保留ってことになってる」

「そう、なんだ……告白して、綾の秘密を知って、それでも好きってことは、祐介も本気だね。それじゃあ、バンドだってなんだって必死にやるか」

「あ、いや。もちろん、最初はそれもあったけど。でもバンドはバンドでしっかりやるよ、面おも白しろくなってきたし。公私混同はしないよ。……たぶん、だけど」

　僕はおそるおそる杏子の様子をうかがう。

　何か深く考えているような、もしくは何かを決断するような、そんな杏子の顔。

　やっ、やっぱり「バンドに恋れん愛あいとか持ち込むな」とか、怒られるのかな？

「うん、わかった！　そういうことなら、私は祐介を応おう援えんするよ」

「えええ！　い、いいの？」

「なによ、その顔。幼なじみでしょ、応援ぐらいしてあげるって。──といっても、祐介じゃあ、どうせムリだろうけどね。そのときは、なぐさめてあげよっか？」

「うるさいな」

「あははははははは。ともかく頑張ってね。さ、それじゃ、私たちも料理を手伝おっか」

　ちょっと意外だったけど、でも、さすがは杏子、男気あふれてる。

　杏子が幼なじみで良かった。



　　♪　　　　♪



　トントントンと包丁がまな板を叩たたく音がリズムを刻んでいる。

　これは期待できそうだななんて思ってキッチンをのぞくと、いきなりそのビートがトトトトトトトトになった。

　その理由がすぐにわかった。

「え、えっと……野々宮さん？　なんで包丁を両手に持ってるの？」

「──自分にとっては普通」

　ええっ!?

　なんて言っている間も、野々宮さんは皮を剥むいた人にん参じんを、一口大に切っていく。二本使って、的確に。

「みじん切り以外で、包丁の二刀流をしている人をはじめてみた」

「だよねー。あたしもー、はじめてみたときはーびっくりしちゃったー」

　と言いつつ、叶さんは涼すずしい顔でタマネギの皮を剥いていた。もう慣れっこなのかもしれない。

　そんななか、ひとり手て持もち無ぶ沙さ汰たにしていたのは沢野さんだ。

「わ、わたしも何かお手伝いします！」

「あー、いーよー。綾ちゃんは何もしなくてー。というか、じっとしててー」

「なんですか、それ？」

「邪じや魔まになるだけってことよー」

「そ、そんなことないですよ」

　あれ？　ムキになってない？　沢野さん。

　見たところ、野々宮さんがすごいんだから、放っておいてもいいような気がするけど。

「わたしだってお料理のお手伝いぐらいできます！」

「ふーん。そうおー？　じゃあ、タマネギの下ごしらえをー、やってもらおうかなー」

「頑張ります！」

　腕うでまくりして、ざくざくとタマネギを刻んでいく。

　ああ、なんかもう明らかに手つきが危なっかしい。な、なんで包丁を両手で持つの。

　と、思ったら、次は左手の指先が伸のびてるし。

　しかも。

「うっうっうっうっ。涙なみだが止まりません」

　ぼろぼろと大おお粒つぶの涙を流していた。

　なんというか。こんなふうに泣いていても沢野さんは可愛かわいいなあと思う。

　いやいや、そんなことも言っていられないか。

「あーあー。そんな切り方してたら、指を切るって。ムリしなくていいんじゃない？」

「そうよ、綾。私が変わろうか？」

　横から杏子を口を出す。だけど。

「いえ。大だい丈じよ夫うぶです」

　あああ、左手が、うわ、見ていられない。

　さく。

　ぷしゅう。

「ああうっ……」

　言わんこっちゃない。

「ああ、もう。ほらあ」

　白い小さな左手の人指し指が、少し切れていた。

「あんたはキーボードなんだから。指は大切にしてよ？」

「す、すみません」

「ともかく手当てしよう。僕がやるよ」

「あ……」

　一いつし瞬ゆん杏子が固まる。そしてすぐ「いいとこ見せてあげて」と目で合図されたように思う。

「じゃあ祐介、お願い。救急箱はテレビ台のそばにあるはずだから」

　そんなふうに気を利きかせられると意識しちゃうけど、うん。ありがとう、杏子。

　僕は沢野さんの手を引いてリビングに行き、救急箱を引っ張りだす。

「ううっ。すみません。……おかしいです。小こ町まちさんはあんなに簡単そうにやっていましたのに」

「小町さんって？」

「ウチで働いてもらっているメイドさんです」

　……メイドって本当にいるんだ。

　でも、沢野さんほどのお嬢じようさまの家ともなれば、いてもおかしくないのか。なんか、現実感わかないけど。

「あれ。それじゃ実際に自分でやったことは？」

「調理実習のときぐらいでしょうか？　あ、でもそのときは包丁を使わせてくれませんでした。お友だちが、みなやってしまったんです」

　なんとなく想像がつく。きっと、みんな見ていられなかったんだろうね。

「わたしもみなさんのお役にたちたかったのに……残念です……」

「まあ気持ちはわかるけどさ、苦手なことならムリしなくてもいいんじゃないかな……あ、染しみるかもしれないけど、我が慢まんしてね」

　おそるおそる僕は消毒液を傷口に垂らす。

「う、いたたたたた」

「あ、ごめん。でも消毒は終わったから。あとは絆ばん創そう膏こうを貼はって……と。うん、おしまい」

「あ、ありがとうございます」

　たいしたケガじゃなくてよかった。

　沢野さんはしげしげと巻かれた絆創膏を見つめていたけど、ふいに僕に目を移した。

　なんだろ、貼り方かたが悪かった？

「……小泉さんって、優やさしいんですね」

「お、おおげさだな」

　とはいえ、嬉うれしくないわけじゃない。

　沢野さんの意外な弱点を知って、ちょっと身近に感じられた気がして嬉しかった。

「あーでも。本当に、もうムリして料理しなくていいからね」

「……？」

「いくら僕を見直されても、絆創膏が足りなくなったら困るもの」

　きょとんとしていた沢野さんは、すぐに目を剥いた。

「なっ……！　小泉さんのいじわる！　優しいなんて言って、損しました！」

　そんなふうに怒った彼かの女じよも可愛いな、なんて思いながら、僕は声をあげて笑っていた。





「うおっ。うまい」

　てっきり、こんな別べつ荘そう地ちで食べるようなカレーだから、市し販はんのルーを使って誰だれが作っても同じ味かと思っていたけれど、これは違う。

「ユキちゃんがースパイスからブレンドして作ったんだよねー」

「本当に!?」

「あいかわらず、すごい仕事するね、美雪って」

　野々宮さんは二杯はい目のおかわりを口に運ぶ手を止めて、僕らを見み渡わたす。

「──ありがとう」

　あまり表情に変化はないけど、何気なく指先が躍おどっている。どうやら嬉しいらしい。

「美雪さん、こんど作り方教えてください」

「──（こくり）」

　再びカレーを消費しはじめた野々宮さんは、ちょっやそっとじゃもう手を止めない。

「なーに？　作り方ってー、何かの本で調べるのー？」

「──（ぶんぶん）」

「えーっと、それじゃあ誰かに教えてもらった、とか？」

「──（こくこく）」

　カタン。

　野々宮さんは早くも二杯目を平らげた。早い。

「──美お味いしいお店で働いてる人を捕つかまえて教わった。これは少しアレンジしてるけど。あとはお母さんに教えてもらうこともあるし、難しくなければ食べただけで、だいたい作り方は想像できるそれよりおかわり」

「ユキちゃんはー、食いしん坊ぼうで凝こり性しようさんだからねー」

　まったく作れない僕なんかからすると超ちよ人うじんの域だよ。

「うーん。こんな美味しい料理を毎日食べられるなら、幸せだなぁ」

　そう口にした瞬しゆ間んかん。

　おかわりに腰こしを浮うかせかけた野々宮さんがぴたりと固まった。

　全員が顔をあげて、僕を見る。

　ど、どうしたの、みんな。

「な、なに、言ってるんですか！　小泉さん」

「祐介──いまのは、プロポーズっぽかったよ？」

　美味しい料理を毎日食べられるなら幸せ。

「……。…………あ。い、いや。いまの毎日っていうのは」

「──ありがと。自分も祐介だったら考えてもいい」

「え？」

　なに言ってるの。

　あいかわらず野々宮さんは無表情に近いので（しかもまったくのノーモーションなので）冗じよ談うだんなのか本気なのか、それとも僕の幻げん聴ちようなのか、ぜんぜんわからない。

「──あ、ごはんつぶ」

　ふいに野々宮さんは僕に手を伸ばし、なんの気負いもなく頬ほおについていたらしいご飯粒つぶをつまんで、ぺろっと食べてしまった。



    

  
    
      「な」

　なんだろ。いま、ちょっとドキッとしたぞ。あきらかな不意打ちだよね。

　でもこうして見ると、童顔で幼くみえるとはいえ野々宮さんだってキレイな目鼻だちを、

　がこん。

「い、いっだぁ。す、すねに激痛が」

　隣となりに座る沢野さんが、僕を睨にらみながら小声で糾きゆ弾うだんした。

（まさか美雪さんにプロポーズするなんて──わたしを好きだっていったのに、信じられません！）

（いや、いまのは言葉のあやだって）

（わかってます！）

　だったら、テーブルの下で足を蹴けることないんじゃない？

（それに美雪さんを見てニヤニヤして、いやらしいです！）

（そんなこと）

（してました。いいですか、気をつけてくださいよ、小泉さん！　少しでもいやらしい気持ちになったりしたらダメなんですからね！）

　そうして沢野さんは、スプーンをびしっと突つきつけたのだった。



　　♪　　　　♪



　夕食後、スタジオにこもってひとり自主練習をしているとき。

　ダボっとしたパジャマを着た沢野さんが顔をのぞかせた。

「ど、どうかした？」

「えーっと……あのー……さっきはすみませんでした」

「？」

「お食事のときです」

　ああ、僕の足を蹴ったことね。

「あのあと反省したんです。小泉さんに悪気はないと、頭ではわかっていたんですけど……ついムキになってしまって……」

　沢野さんは小さい身体をなおも小さくさせていた。

「いや。大丈夫だよ。僕もうっかりしてたし」

「ありがとうございます……よかった。怒おこってなくて」

　そんな、気にすることないのに。

　謝あやまりにくるなんて律りち儀ぎだな、本当に。

「それにしても小泉さん、ひとりでも頑がん張ばってますよね。そういうとこ、わたしは尊敬します」

　え……ほんと？　僕の株、あがってる？

　たいしたことじゃないのかもしれないけど、すごい嬉しい。ダメだ、にやけすぎ。まともに沢野さんの顔が見られない。

「どうかしましたか？」

「いえ、なんでもない……そ、それに、まだ全然だよ。Ｆコードすら、うまくいかないんだから」

「たしかに、ちょっと音が不ふ鮮せん明めいでしたね。もう一度、やってみてください。ＣからＦへのコード進行を、８エイトビートで」

　言われるまま、演奏してみる。

　あ、ちなみにコードっていうのは和音のことで、いくつかの弦げんを指で押さえて一度に鳴らすアレだ。なかでもこのＦコードってヤツは、人指し指ですべての弦を押さえなければならないから、すっごい難しい、と僕は思う。いまも。

　びきっ。

「う、うおぉぉぉぉぉぉおっ！　ゆ、指がつった！」

「ああ、大変っ！　大丈夫ですか？」

　沢野さんは僕の指を掴つかんで、ぐいっと筋を伸ばす。

　あ、治った。

「ほっ。よかったです。……あ、でも、これでお料理のときの恩返しができましたね。ふふふふふふ」

　ほんと、何度みても癒いやされる笑え顔がおだな。

　なんて思ったのも束つかの間ま。みるみる沢野さんは真しん剣けんな顔つきに戻もどってしまう。

「でも、やっぱり動きがぎこちないですね。いいですか？　Ｆは指先よりも、まずは手首を下にまわすよう意識してください」

「えっと……こう？」

「違ちがいます。もっとこうです、こう！」

　沢野さんは僕ぼくの背後に回って、左手で僕の手首をつかんで動きを教えてくれる。

　──のは、いいんだけど。

　せ、背中に柔やわらかいものが当たっているっ！

　頭が僕の首のすぐ横にあるから、お風ふ呂ろ上がりのシャンプーのいい匂においがするし、しっとりとした手のひらはまるで吸いつくようだし。

　しかも沢野さんはまったく気がついてない。

「ほら、小泉さん！　集中してください！」

　いや、だけど……。

「いいですか、こんな感じです、こう」

「う、うん。それはわかったんだけどさ。沢野さん」

「なんでしょう？」

「え、えっと……くっつきすぎじゃないかな？」

「え……？」

　沢野さんと至近距きよ離りで目が合った。大きな目がきょとんとしていたけれど、すぐに僕の言ってることを理解したらしい。

「きゃ、きゃああ」

　パッと沢野さんは飛びのく。

　そしてその眉み間けんに皺しわを寄せて、僕に手を伸ばした。

「またイヤらしいこと考えたんですか。小泉さんはっ！」

　むぎゅう。

「いだだだだ。わざとじゃない、わざとじゃ！」

「もう、信じられません！」

　手を離はなすと沢野さんは、ぷいっとそっぽを向いてしまう。ああ、せっかく株があがったのに、また急落だよ。

「いや、沢野さん、本当にごめん。今度から気をつけるから。イヤらしい気持ちになんて、なりません」

「……本当ですか？　信じてもいいんですか？」

「本当、本当」

「わたしに対しても？」

「うんうん。約束する」

　自信ないけど。

　でもそう言っておかないと、納なつ得とくしないよね。

「……まったくそんなふうに思っていただけないのも、それはそれでちょっと寂さびしいような気もします……」

「うん？　なんか言った？　小さくて聞こえなかった」

「い、いえ！　なんでもないです！」

　あれ？　沢野さん、少し顔が赤いよ？

「そ、それでは、わたしは失礼いたします！」

「あ、沢野さん！」

「練習、頑張ってくださいね」

　沢野さんは止めるまもなく、ててててっとスタジオから走り去ってしまった。

　うーん。また怒らせちゃった……のかな？

　ほんと、女の子はよくわからない。





　気がついたらすでに十一時を回っていた。

　そろそろ弦を押おさえる指も限界が近い。

「今日はこれぐらいにして、風呂入って寝ねようかな」

　一階にあがって浴室──正確には脱だつ衣い所のドアを、僕は開けた。

　不覚だった。

　疲つかれのせいか、ノックをするのをすっかり忘れていた。

　いままでの疲れがフッ飛んだ。

　まず僕の目に飛び込んできたのは、杏子のしなやかな身体とその肌はだの白さだった。くびれた腰に、すらりと伸びる足。長身で細身のシルエットは、まるでモデルのようで、とても綺き麗れいだった。着き痩やせするタイプなんだな、とか、胸もけっこうあるんだな、とかそんなことを思う。

　正直、杏子に興奮してしまった。やばい、いま絶対フェロモンが出た。直感でわかる。

　杏子はシンプルなデザインのブラを外そうとしたまま振ふり返かえる。

　ばっちり僕と目があった。

「わ、悪い！」

　回れ右をして、廊ろう下かに出ようとする。

　が、それより早く、背後から抱だきすくめられた。

「……え？　きょ、杏子？」

　冷静であれと自分に言い聞かせようとするけど。

　杏子のぬくもりと柔らかさに、ドキドキしてしまった。

　それになんか甘あまくて、いい匂いもしてきたし。

「……祐介。わ、私、なんか、我慢できなくって……応おう援えんするっていったのに、ごめん……」

　後ろから抱きつかれているから、僕には杏子の顔は見えない。

　けれど、その潤うるんだ声から想像はできる。

　かなり熱っぽくて、僕の背筋をぞくぞくさせるような顔をしている。そんな気がする。

　その妄もう想そうが、またまずかった。

　ドキドキが加速する！

「ゆ、祐介が望むんなら、私なんでもするよ……綾にはできないことでも、なんでもしてあげるから……」

　うわっ。なんてこというの。意味わかって言ってる!?

　いよいよ真剣にマズい。なにより、下半身が反応してきている。

　なんとかしなきゃ。そうだ、違うことを考えるんだ。えっ、えっと、そうだ、円周率だ。パイいこーる、えっとヒトヨ　ヒトヨニ　ヒトミゴロだから１．４１４２１３……ってそれはルート２だ！　パイいこーる、パイいこーる……って、うわ。杏子、おっぱいを背中に押しつけないで！　柔らかくて、でもほどよい弾だん力りよくがあって、気持ちよすぎる。

　杏子は僕の魂たましいの叫さけびを知ってか知らずか、回していた手をゆっくりと降ろす。

　胸むな板いたから、へそを経由して、さらにその下に。

　その下!?

「ちょ、ちょっと！　杏子、まずいって！」



    

  
    
      　そりゃあこの状じよう況きよう下じゃ、僕だっていやらしい気持ちにだってなる。ってことは、フェロモンを発散させているに違いない。となれば、ますます杏子はフェロモンにあてられることになって、ますます大だい胆たんで過激になって、ますます僕は興奮してさらに強きよ烈うれつにフェロモンを発散してしまう。

　まったく、なんて悪あく循じゆ環んかんなんだ！

「冷静になって!?　なっ、杏子！」

　振り返ると、なぜか杏子はまるで泣きそうな顔をしていた。

「祐介は、私が嫌きらい？」

　う。うわ、そんな目をしないでよ。

　いつも姐あね御ご肌はだで強気な杏子なのに、いまはものすごくかよわく見える。

　守ってあげたいという思いと同時に、なぜかいじめたいような気持ちがわいてきた。いまなら、なにを言っても杏子は首を横に振らない。なにをしてもいいし、なにをさせてもいい。だったら、僕は杏子に──

　って、なに考えてるんだ！

「いや、その、嫌いとかじゃなくてさ」

「じゃあ、いいんだよね？　恋こい人びとになってなんていわないから……私を、なぐさめて……」

　ちょ、ちょっと杏子!?

　僕の首に腕うでをまわして、顔近づけて、目を閉じて、なにするつもり？

　って、キスに決まってるよね!?

　やばい、やばすぎる。

　なんとかしなきゃと思うのに、身体が動いてくれない。固まったまま、僕は目を見開いて杏子の近づきつつある艶つややかな唇くちびるを、長い睫毛まつげを見つめ、そして。

「なあにやってるんですか!!」

　振り返ると眉まゆ尻じりをつり上げた沢野さんがいた。

　も、ものすごく怒ってる！

「みなさんの様子がおかしいからと思って来てみれば杏子先せん輩ぱいに……こ、小泉さんの……小泉さんの……ばかああああああああああああああああああああぁぁぁぁぁっ！」

「ちょ、ちょっと、待っぶぎゃあ」

　沢野さんは間合いに踏ふみ込むなり、いきなり僕のみぞおちを拳こぶしで殴なぐった。

　すさまじい勢いで。

　そういえば、沢野さんって空手やっているんだっけ。

　あっさり僕の意識は暗くら闇やみの彼方かなたに落ちていった。



　目が覚めたのは翌日のベッドの上。

　このおかげで、沢野さんはしばらく僕と口をきいてくれなかった。

　ああ、なんでこうなるかな、もう。



    

  
    
      四章　誘惑





「わあー！　海だーっ！」

　バスを降りると、すぐに砂すな浜はまが広がっていた。

　晴はれ渡わたった青い空と澄すみきった紺こん碧ぺきの海に白い波。右手には海の家があって、シャワーと更こう衣い室しつの看板も見えた。穴場らしくて、わりとすいている。

「さあー、泳ぐよーっ！」

　サングラスを外しながら、叶かのうさんはビーチサンダルで砂浜にかけだす、と。

「わ、わああっ！　なんでいきなりシャツ脱ぬいでるんですか！」

　……あれ？　よく見たら下に水着を着てるんだ。

　大きな水玉のビキニから、柔やわ肌はだがこぼれている。

「なーにー、ユウくんー？　もしかしてー、見たかった？」

「ば、ばか言わないでください」

「なーによー。ちょっとはー自信あるのよー？」

　いや、十分わかっているつもりです。ビキニのせいで胸の谷間がいつもよりも目立って……。

　あ、いけない。

　慌あわてて目をそらした先で、沢さわ野のさんが僕をじっと見つめていた。低い小さな声で、

（いま、見とれていましたよね？）

（いや。まさか、そんな）

（叶さん、スタイルいいですもんね、わたしなんかよりずっと。やっぱり男性は、大きい方が好きなんですよね？）

（え。いや、その……？）

　たしかに沢野さんは、まだちょっと子供っぽい身体つきかもしれないけど、それが嫌いというわけではないし、そもそも叶さんと比べることがすでに間ま違ちがっている気がする。

　って、なんでこんなこと考えてるんだ？　僕は。

（やっぱり……小こい泉ずみさんもそうなんですね）

（い、いや。誤解だよ！）

（言いつくろってもダメです。すぐに否定しませんでした）

（いや、だから、それは……）

「ほらほら！　祐ゆう介すけも、綾あやも。そんなところで、こそこそ話してないで行くよ！　せっかくの息いき抜ぬきなんだから、きちんと楽しまなきゃ。いい？　これはリーダー命令だからね！」

　はしゃいだ杏きよ子うこは、僕らの肩かたを叩たたいて先に行く。

　あとを追う野の々の宮みやさんも、なぜか手にしていたドラムのスティックを、ぐるぐると回していた。

「そうですね。杏子先輩の言うとおりです」

「あ、え、沢野さん？　ちょっと待って。本当に誤解なんだから、」

　そこで沢野さんはくるりと振り返って、

　べーっと舌を出だしてみせた。

　え。それは……。

　小走りにみんなのあとを追いかける沢野さんの後ろ姿を見送りながら、僕はちょっとしたショックからようやく立ち直りかけていた。

　まさか沢野さんが、無防備で子どもみたいなあっかんべーをするなんてね。

　いやいや。そうじゃなかった。思うべきは、そこじゃない。

　ずいぶんと嫌われちゃったよな、僕。

　それもこれも、杏子の着き替がえと鉢はち合あわせしてフェロモンを発散させたせいなんだけど。あの様子だと、また同じことをしたら、もう目もあわせてくれないかも。

　失敗は許されない。

　それなのに、いま僕は海水浴場に来ている。

　当然、みんな水着。それなりに露ろし出ゆつもあるし、身体のラインだってばっちりわかる。

　しかも好きな女の子と一いつ緒しよ。

「これは、いったいどんな試練なんですか、神様」

　仰あおいだ天は憎にくらしいぐらいにまぶしかった。



　　♪　　　　♪



　なんでこんなことに、なったかといえば、なんてことはない。

　きちんと、野々宮さん作成、杏子監かん修しゆうの「合宿のしおり」に書いてあった。

　ちょうど合宿も折り返しなので息抜きに海に行きましょう、とね。

　決まってしまっているのに僕だけ反旗を翻ひるがえすこともできないし、気まずくなるのも困るので行かないというわけにもいかなかった。

　なので僕はいま、砂浜のビーチパラソルの下から波なみ打うち際ぎわのみんなを眺ながめていた。

　スイカ柄がらのビーチボールを、叶さんは見事にトスをする。跳はね回まわる動きにあわせて、ふたつの胸がゆさゆさと揺ゆれる。

　うおおっすごいなぁ、あいかわらず。

　って、違うだろ。ボールに集中集中。

　ボールはぷかぷかと浮うき輪わに乗って漂ただよっていた野々宮さんにレシーブされる。ほとんど表情に変化はないし、さして興味もなさそうなのに、不思議と守備範はん囲いが広い。不思議といえば、なぜわざわざスクール水着なんだろ。しかも律儀にゴム製の水すい泳えい帽ぼうまでかぶってる。よく似合っているんだけど。

　野々宮さんの打ち上げたビーチボールは、スカイブルーの水着を着た杏子のもとへ飛んでいった。こちらはセパレートタイプの、シンプルかつスポーティーなデザイン。足元に水しぶきをあげながらトスを返すその姿も、長身の杏子だとなかなか様になる。

　そしてボールはいよいよ沢野さんのもとへと飛んで行った。こちらはごく淡あわいピンク地にハイビスカス柄がプリントされている。ビキニなんだけど、腰こしにパレオがある分だけおとなしく、それがまた沢野さんのフェミニンな雰ふん囲い気きをよりいっそう醸かもしだしていると思う。

　飛んできたビーチボールを多少わたわたしながら、トスを返していた。

　ふわりとあがったボールは、叶さんの正面へと向かっていた。

　瞬しゆ間んかん、叶さんが悪代官のように笑う気配をここでも感じた。

　いきなりジャンプするとボールをアタック。

「なっ！」

　ボールは沢野さんの顔面に直ちよ撃くげきした。ビーチボールだからそんなに痛くないはずだけど、それにしてもなにするんだ、まったくもう。

　沢野さんは面めん食くらったせいもあって、そのまま後ろにひっくり返った。

　指を差してケタケタ笑う叶さんに、復活した沢野さんは怒いかり心頭。ばしゃばしゃ水をかけるが、叶さんは痛くもかゆくもない顔。

　見かねた杏子が沢野さんの加勢にまわる。かたわらの野々宮さんの水泳帽を奪うばい取とり、それに海水をため込むと、叶さんの顔面めがけてぶつけた。叶さんは、ばしゃっと水音をたてて撃げき沈ちん。そして復活。野々宮さんも巻き込んでの水掛かけ合戦が幕を開けた。

　いやぁ、

「楽しそうだなぁ」

　つい、つぶやいてしまった。

　もちろん一緒に遊びたいけど、遠目にやっと誰だれかわかるぐらいの、この距離を保たなければ僕の理性がもちそうにない。

　えっちな気持ちを抑おさえきれないのならば、はじめから近づかなければいいのだ。君子危あやうきに近寄らずってヤツだね。あれ、なんか違う？

　なんてことを考えながら、ふて寝しようと思っていた僕に誰かが歩み寄ってきた。

「祐介、どうしたの？　せっかく来たんだから一緒に遊ぼうよ」

　杏子だった。

　この至近距離で杏子を直視するのは危険すぎる。

　ここは横になったまま、目を合わさないようにしよう。

「いや、今日はいいや。ここで休んでる。じつは、ちょっと体調悪くてさ」

「ええっ!?　大だい丈じよ夫うぶ？　それなら、私がついててあげよっか？」

「いやいや、いいよ。あ、もう大丈夫だから。うん」

「……ほんとに？」

「ほんと、ほんと。ほら、このとおり、元気元気！」

　僕は起き上がって腕をぶんぶん振り回す。

　うわっ、杏子の二にの腕が、胸が、太ふと股ももが！

　やっぱり、まぶしすぎる。どうしよ。

　あ、叶さんのサングラス発見。ちょっと拝借。これで目を閉じれば、杏子にもバレないし、理性も飛ばない。うん、完かん璧ぺき。

「あのさ。もしかして祐介、私のこと避さけてない？」

　いや避けているというか、見ないようにしているんだけど。

「……ど、どうしてそんなことを？」

「え、えっと……それは……このまえ脱衣所で私、何かしなかった？」

　その話!?

　いや、だけどまさか「僕ぼくを押し倒たおしたよ」なんて言えるわけがない。

　と、杏子は僕の沈ちん黙もくを勝手に解かい釈しやくしたらしい。

「あ、ごめん。なに言ってるかわからないなら、それでいいんだ。いや、うん、なんでもない。気にしないで、きっと夢だったのよ。気がついたら、ベッドで寝ていたし」

　……あ。あー、よかった。

　杏子も沢野さんに気絶させられて、そのあとベッドに寝かされてたからね。

「そりゃあ、そうよ。あんなの夢でしかありえないもん……それにしても、あんな夢……私、欲求不満なのかな」

　そのときを思い出したらしく、杏子の声にテレが混じる。

　いや、それ僕のフェロモンに当てられたせいだから。杏子は悪くない。

　と、言ってあげたいけど、言えば絶対面めん倒どうなことになる。

　ごめん、杏子。

「えーっと、それじゃあ僕もあとで行くからさ」

「あ、うん。……でも、その前にもうひとついい？」

「なに？」

「祐介、綾とケンカした？」

　鋭するどい。というより、よく見ているね、ほんと。

「そっか。……じゃあさ、私が一ひと肌はだ脱ぬいであげようか」

「協力するって言ったあれ、本気だったんだ」

「もちろん。それにどうせなら、さっさとくっついてもらわないと私も困るのよ。……じゃないと、いつまでもあきらめきれないじゃない」

「……いま、最後なんか言った？」

「あ、いいのいいの。なんでもないから！　それより作戦を考えないと。えっと、ケンカはなにが原因？」

　杏子に押し倒されたのを見られたのが、たぶん原因なんだけどね。

「あー。まあ、言いにくいならいいや。でも、どうなの？　話せば仲直りできそう？」

「うーん。ふたりっきりになれれば、ね」

　それで素す直なおに謝あやまるしかない気がするんだよなぁ。

「でも、ここだと難しいかな。なんだかんだで、いつも人がそばにいるもんね」

「そうなんだよ」

　合宿所でも、じつはなかなかふたりきりになる機会はない。

　だから込み入った話はしにくくて、謝れなかったんだよね。

「だったら絶好のロケーションがあるよ。あっちにね、滅めつ多たに人のこない小島があるんだって。そこで待ち合わせすればいいんじゃない？」

「あっち？」

「あっちよ、あっち。どこ見てるのよ」

　サングラスの下で目を閉じている僕の頭を掴つかむと、杏子はぐりんと向けた。

　いだだだ。ヘンなとこで、乱暴だな、もう。

　でも、ようやく目を開けられる。

　あ、なるほど、たしかに。あれだけ離はなれた小島なら人は来ないかも。

「綾には、私からうまく言っておくから。先に行って待ってて」

「ありがとう。本当、助かるよ、杏子」

「いいよ。──祐介、しっかりね」

　そのとき、ちょっとだけ杏子の声が寂さびしそうに聞こえたのは……気のせいかな。

　いいや、ともかく、がんばろう。



　　♪　　　　♪



　杏子から聞いた小島には、砂浜が幅はば二十メートルほどしかなかった。その両サイドには大きな岩が居すわっていて、まわりからは完全な死角になっている。

　なるほど、二人っきりになるには絶好のスポットだ。

　それはいい。

　しかしどうして僕の目の前にいるのが、沢野さんじゃなくて叶さんなんだろう。

　僕は抱だき抱かかえていた叶さんを、砂浜に降ろした。

「なんでこんなところで溺おぼれてるんですか、まったくもう」

　偶ぐう然ぜんここに来る途とち中ゆうで見つけられたからよかったものの、危き機き一いつ髪ぱつだったよ。

　あ、まだ意識が戻もどってないから、安心するのは早いか。

　横たわる叶さんを見つめて、僕は息を飲む。

　えっと、こういうときはやっぱり心臓マッサージと人工呼吸なのか。

　大きな胸と、濡ぬれた唇を僕は見つめる。

「こ、これは人命救助なんだから、しかたないよね」

　僕は立たて膝ひざのまま、叶さんの頭を後ろにそらせて気道を確保する。

　鼻をむぎゅっとつまんで、呼気がもれないようにして大きく息吸い込む。保健体育の授業をまじめに受けていて良かった。

　僕は息を吹ふき込もうと唇を近づける。

　叶さんの肉厚の唇が視界にどんどんと迫せまり、そして──

　ぺしんっ。

　僕は叶さんの額を小こ突づいた。

「気を失ったフリなんて、タチの悪いことしないでください。叶さん」

　すると叶さんはゆっくりとまぶたを開けて、ぺろりと舌を出した。

「あれー。バレちゃったー？」

「……人工呼吸しようとしたとき、唇を突つき出す人なんていません。溺れたのも芝しば居いだったんですか？」

「あはははは。ごめんねー」

　ほんと、しかたのない人だな。冗じよ談うだんにしてはキツいよ。

「……まあ、なにごともなくてよかったですけど」

「わあー。ありがとー、ゆるしてくれるのねー」

「うわぁっ！　どさくさにまぎれて抱きつかないでください！」

　さっきまでは人命がかかっていると思っていたから、あまり気にもならなかったけど、考えてみれば叶さんも僕も、薄うすっぺらい水着しか身につけていないんだよね。

　水に濡れた叶さんは、破は壊かい的てきなまでに色っぽい。肩から胸むな元もと、そしてお腹なかへと流れる水すい滴てきを、無意識に目で追っている自分がいて、びっくりした。

「いいじゃなーい。別に減るもんじゃないしー」

「ちょ、叶さん？　なに考えてます？」

「もー、わかってるクセにー」

　叶さんの顔が間近に迫る。

　妖よう艶えんな笑えみっていうのは、こういうことをいうんだと思う。あわてて逃にげようとしたけど、なかば押おし倒されるような格好になってしまった。

　これは……まずい。

　叶さんの前まえ髪がみから滴したたり落おちた水滴が、僕の腹からヘソに流れる。

「ちょ、ちょ、ちょ、ちょっと待ってください！」

「なによー。それともあたしってー、魅みり力よくないー？」

「いや、叶さんは美人ですし、その……スタイルもいいですし。魅力を感じないわけがないんですけど。というか、魅みり力よく的てきだからむしろ僕は困っているんです」

「ふふ、ありがとー、ユウくん。でもー、だったらー断る理由なんてないんじゃなーい？」

「あ、ありますよ！　あのですね、叶さん。ご存じないかもしれないんですけど、僕はじつはその……好きな子がいるんです！」

「綾ちゃんでしょー？」

　し、知っていたの!?

「見てればわかるよー？」

「だ、だったらどうして？」

「別にいーんじゃない？　好きな子がいてもー。恋こい人びとになってーなんて面倒なことー、あたし言わないしー。ただあたしがーユウくんを気に入っててー、ユウくんもあたしを嫌きらいじゃないならー、それで十分なんじゃなーいー？　綾にも秘密にしておいてあげるよー」

「なっ。なんてこと、いうんですか。あ、ちょっと、そんな胸を撫なでないで！」

　つい、ぞくりとしてしまった。

　自分でもわかる。いま、下半身が物理的に反応した。興奮するよ、そりゃ。

　もう間違いなく、フェロモンを発散した。

「あ……ふぅ……」

　叶さんの目が、情欲に潤うるんだ。

　わずかに眉まゆをひそめる仕し種ぐさが快感をこらえているものだと、僕は気づいてしまう。顔どころか、首筋から胸元までが、桜色に染まっていく。

「ああ、もう……ずるいよねー。ユウくん。触ふれもしないで、あたしをこんなにさせちゃうんだもんー」

　叶さんの僕をなでる手が、胸から腹へと降りる。

　うわ。うわわわわわ。

　なにがまずいって、ものすごく気持ちいい。身体の奥おく底そこから湧わいてくるような熱い何かが、僕を支配しようとする。うおおおぉぉ、負けるもんか。

「こ、これは僕のクスリというか体質のせいなんですよ、わかってますよね？」

「うーん。そーとも言い切れないと思うんだけど──まあいーじゃない？　そんなこと。たとえフェロモンのせいでスイッチ入っちゃってるんだとしてもー、気にしないよー？」

「僕が気にするんです！　そんなの、ひとの気持ち無視して、まるで弄もてあそんでいるみたいじゃないですか！」

　ぴたりと叶さんの手が止まる。

　ああ良かった。

　……と、思いつつ、どこか名な残ごり惜おしいのは男のサガなのか。

「つまりユウくんはー、モテるクスリの効果が気に入らないってことー？」

「もちろんですよ！」

　だから、その手を、

「だったらー、なおのこと一回しちゃえばいいんじゃなーい？」

「なっ」

「だってそーしたら、効果は消えるんでしょー？　いーことづくめじゃなーい？　ユウくんは効果が消えてハッピー。そんなユウくんの役に立ててー、あたしもハッピー」

　たしかに、一度すませてしまえばモテる効果は消える。

　海に来るにも気をつかわなくてすむし、自分のコントロールにここまで四苦八苦せずにすむ。沢野さんにだって、たとえうっかりドキドキしてしまったとしても悟さとられずにすむから、怒おこられることだってなくなる。

　たった一回のＳＥＸで。

　叶さんが、さらに僕に身体を密着させてきた。

　むにょっとした柔やわらかさと、濡れた肌はだの感かん触しよくが、僕を誘ゆう惑わくする。

　脳の奥おく、じわりと理性のタガが外れようとしている。

　ここは目をかたくつぶり、違ちがうことを考えるんだ。今日の朝あさ御ご飯はんにしよう。目玉焼きにパンに牛乳で……牛乳っていうと、牛の乳でって、乳、乳……おっぱいって、いかん！　余計に考えてる、どうかしてるぞ？

「ねえ、ユウくん？」

「はい？」

「ユウくんはー綾が好きなんでしょー？　その綾とー肌を合わせたーいって思わない？」

「それは……」

「あたしたち女の子もねー一緒だよー？　好きな人とだったら、一緒になりたいのー……ねー。ＳＥＸって、いけないことー？　そういうのもー愛のひとつのカタチだって思わないー？」

　そりゃ僕だって……えっちなことしたいよ。

　しかも魅力的な叶さんからのお誘さそいとあれば、心が揺れないわけがない。

　そんな僕の心のスキをつくように、あるいは隙すき間まを埋うめるように、叶さんは僕の水着に手をかける。

「だいじょーぶ。まかせておいてー」

　うわっ、ちょっ、でも……。



『いい合宿になるといいですね』



　突とつ然ぜん、沢野さんの笑え顔がおが頭に浮うかんだ。

　やっぱりダメだ！

「叶さん、やっぱり僕、」

「……まあ、あたしはー、快楽が倍増されるってオマケにもー興味あるんだけどねー。確かめてみるのもー悪くないよねー」

「なっ！！！！！　やっぱり！　それが目当てだったんですね！　うわぁ、やめてください。水着を引っ張らないで！　それに胸が当たってます！」

「当ててるのー。ほらほら、柔らかいでしょー？」

「や、やめてください！」

　なんて攻こう防ぼうを繰くり広ひろげていた、そのとき。

「り、理り緒お菜な！　なにしてるのっ！」

　砂すな浜はまからの声。

　そこには泳いできたばかりらしい杏子が、肩かたを怒らせていた。

「様子を見に来たら、なんでこんなことに！　祐介、綾のことはどうでもいいの!?」

「いやいや、だから必死に抵てい抗こうを……」

「ともかく、いますぐ離れてっ！」

　のっしのっしと杏子は僕らに近づいてくる。

　なんか誤解している！　すっごい怖こわい！

　あ、でもこれで貞てい操そうの危機は抜ぬけ出だせるのか……なんて、考えていた僕が甘あまかった。

　一歩二歩と近づくにつれて、杏子はその頬ほおを酔よったように赤くさせた。右手を無意識に下腹部に当て、ふらふらとした足どりになる。僕のもとにたどりつく頃ころには、足の力が抜けたように膝をついてしまった。しかも、その目がとろんとしている。

　しまった。

　さっきまで叶さんに迫られていたから。

　フェロモンに当てられちゃったんだ！

「そ、その……理緒菜……？　ゆ、祐介は……綾が好きなんだから……ダメ、よ。……手を出ひたら」

　しかしさっきまでの迫はく力りよくなんて全然ない。ろれつまで怪あやしいし。

「ふっふっふー。杏ちゃん、かーわいー」

　叶さんは笑みを浮かべながら、杏子の手をつかんで強ごう引いんに僕の太股に触れさせた。

「あ」

　杏子の目が触れている僕の太股に釘くぎ付づけになっている。

「いいのよー、杏ちゃん。ムリしなくてー。みんなで一いつ緒しよに気持ちよくなれば、いーんじゃなーい？　黙だまっていれば、綾ちゃんにもバレないしー。あたしと杏ちゃんとユウくんで、三人で共犯になればいいのよー、ねー？」

「……共、犯？」

　悪あく魔まか、この人は！

　叶さんは杏子の手の上に手を重ね、僕の内うち股ももをなでまわす。

　うわわわわわ。正直さっき胸を撫でられているときとは、比べ物にならないほどの感覚が背筋を駆かけ上のぼっていく。鳥とり肌はだが立っているのがわかる。

　そして僕の性感に比例するように、杏子の顔がますます赤くなっていく。

　ああ、またフェロモンが……。

「ユウくんだってー、本当はそーしてほしーに、決まってるよー？」

「ほんと？」

「いやいやいやいや。ウソだから。まずは落ち着こうな？　杏子」

　しかし杏子の目は常じよ軌うきを逸いつするほどに、艶つやっぽかった。

　もう完全に官能に酔って、我を忘れている。

「あんなこと言ってるけどー、だいじょーぶ。きっとー、杏ちゃんに夢中になるよー」

「祐介が、私に夢中？」

「そーそー……だからー、ご奉ほう仕ししてあげよーかー」

「……うん」

　叶さんに導かれるままに、杏子は僕の水着に手をかけた。

　叶さんも同じように手をかけ、力を入れようとする。

「わ、わあああああああっ！　ちょっと、やめてぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ!!」

　もはや悲鳴をあげるしかなかった自分が情けない。

　しかし、そのとき。



「みなさん、なにやってるんですかぁっ！」



　振ふり返かえるのが怖かった。

　なぜなら、その声はどうしようもなく聞き覚えがあったから。

「ひどいです！　話があるっていうから、そろそろわたしも謝らなきゃと思って来ましたのに……」

「ええっ、そうなの！　沢野さん！」

「それを……こんなところを見せたかったのですか？　小泉さんは!!」

　うひぃぃぃぃぃぃぃぃ。

　めちゃくちゃ怒ってる！

　歩み寄る沢野さんに、僕は腰こしを抜かしたままあとずさる。

「やめて、綾。祐介に手を出さないで」

　なんとか止めに入ろうとした杏子に、沢野さんは砂浜とは思えない足さばきで背後にまわり、その延えん髄ずいにチョップを決めた。

　お、おそろしい。沢野さん、なんて動きをするんだ。

　そのまま気絶した杏子を抱き留とめてそっと砂浜に寝ねかせると、沢野さんは僕ぼくを見つめた。

「ご、誤解だから、おちつ」

「小泉さんのばかあああああああああああああああああああぁぁぁぁあああああああああああああああああっっっっっっっっっぁっ！」

　どがぁん。

　沢野さんの振り上あげられた足を見た、次の瞬しゆ間んかん。

　僕はくるくる宙を舞まい、着地する前に気絶した。



    

  
    
      五章　告白





「『今月のあなたは恋れん愛あい運うんが急きゆう上じよう昇しよう、新たな恋こいの予感！　ピンチを迎むかえても意外なところから支し援えんがえられるため、何をしてもラッキーな最強の運勢です。ラッキーカラーは山吹き色』だって──ねー、山吹き色ってなーに？」

　夏休みも終わって二週間近く経たった昼下がり。

　高校の中庭のベンチに腰こし掛かけ、膝にファッション雑誌を広げた叶かのうさんが、おにぎりをパクついていた僕に問いかける。

「明るい黄色です、叶さん」

「ふーん。そうなんだー。だったら、この占うらない師しもそういえばいいのにねー。もー」

　叶さんが見ているのは、雑誌の星座占いのページ。

　自分の星座だけでなく、ランチとミーティングをかねて集まったみんなも占ってあげようというつもりらしい。こんな調子だから、なかなか本題に入れないんだけど、野の々の宮みやさんもモリモリ食べてる最中だし、ま、いっか。

「ユウくん、よかったねー。今月、新たな恋の予感だってー？　どーする？」

「どうもしませんよ。というより、それ、ぜんぜん嬉うれしくないです」

　むしろ、いまの恋をどうにかしてほしいんだけど。

　ちらっと沢さわ野のさんを見たら目が合ったけど、すぐにそっぽを向かれてしまった。

　ううっ……これって、やっぱり海での一件が尾おを引いているんだよなぁ。脱だつ衣い所のことを謝あやまろうとして、あれだもんな。失敗の上うわ塗ぬりというか、やることが裏目裏目で泣きそうだよ。

　でも。ちょっと思うところもある。

　沢野さんだって、僕の体質というかクスリのことはわかっているはずなんだから、そろそろ許してくれてもいいと思うんだよね。

「綾あや、なーにそんなにむくれてるのよ。あ、そだ、綾って誕生日いつだっけ？」

　ただよう空気を察したのか、杏きよ子うこが沢野さんに水を向けてくれた。

　ほんと、杏子には毎回助けられてる。

　ちなみに杏子は海での一件も、気絶して夢だと思ってるらしい。面めん倒どうにならなくて、すんでいるんだけど、ほんと、いろいろ、ごめん。

「ほら、占ってあげるから。綾、誕生日教えてよ」

「……九月二十八日です」

「えっと。ということは天てん秤びん座ざかなー」

　叶さんと一緒に占いのページに目を落とそうとして、杏子は「あれ？」と声をあげた。

「誕生日もうすぐ……っいうか、なに？　もしかして、」

「はい、学園祭の当日です」

　そうだったんだ。

　だったら、なんか喜ぶことをしてあげられないかな。

「綾も水くさいわね。言ってくれればよかったのに」

「でもそんな……自分から言うのも、ちょっと気き恥はずかしいですよ」

「それもそうか。私もチェックしてなかったからな、失敗した」

　そうこうしているうちに天秤座の欄らんを見つけた叶さんが、占いを読み上げた。

「ええっとねー、天秤座はー『いまいちパッとしません。まわりに振り回まわされがちで、気が滅め入いることも。しかも深く考えすぎたすえ、とんでもないことをしてしまうかも。できれば大人しくひとりで過ごした方がよいでしょう。ラッキーカラーはブルー』だってー。あらら、文化祭あるのに、ひとりでいなさいーっていうのはー、ちょっと困るよねー」

「そ、そうなんですか……」

　沢野さんは、わりと占いとか気にするタイプらしい。そう顔に書いてあった。

「まあまあ、そんな気にすることないわよ。──さ。ムダ話はこれくらいにして、本題にはいろっか。次の学園祭でのライブだけど、曲はどれにする？　たぶん今年は二曲ぐらいしか時間をもらえないと思うのよ」

「えー？　なんでー？」

「──参加グループが増えたから」

　ようやく食べ終えたらしい野々宮さんが、かわりに答えた。

「去年の倍近いから、どうしてもね。まあそのぶんステージには学校もちょっとお金をかけてくれるみたいよ」

「へぇ──でもさ、どうしてそんなに増えたの？」

「──タクティクスが人気だから」

　タクティクス？　なんだろう、聞いたことがあるような気がするけど……？

「御み堂どうのやっているバンドよ。去年すごかったから、あの子たちに憧あこがれてバンドやる子が増えたのよ」

　御堂って……ああ、あいつか！　沢野さんにちょっかい出してた。

　いま思い出しても腹たつな。

　しかも、そこまで人気があるのも面おも白しろくない。

「でもー、ユウくんだってー人気だったら負けてないんだよー？」

「やめてくださいよ。叶さん」

　夏休み明け、すぐにやったライブを思い出した。

　またチケットの売り子をさせられたんだけど、成果は立ち見まで出る騒さわぎに。

「そういえばそうかもね。祐ゆう介すけが来るようになってから、ファンが増えたのは間ま違ちがいないかな。これはすごいことよ？」

　ごめん、杏子。それは僕のフェロモンのせいなんだ。

　うう、そんなキラキラした目で僕を見ないで。

「しかもー。女性ファンだけじゃなくてー、男性のファンもちょっと増えてるのよー？」

「え、それはどういう……？」

　気のせいじゃないの？　あ、もしくは沢野さんのファン？

「いえ。それだけではありませんよ。頑がん張ばったかいあって小こい泉ずみさん、ちゃんとうまくなってます。だからです」

　あれ？　口調はつっけんどんだけど、いま沢野さんに褒ほめられた？

　思わず舞い上がりかける僕に、杏子が耳打ちした。

（良かったね。綾に褒められて）

（うん。でもこれも応おう援えんしてくれた杏子のおかげだよ。いつも、ありがとな）

（え、あ。ううん、そんなたいしたことないよ。でもまだまだだから、がんばりなよ）

　杏子はそういって笑ってみせた。

　あれ、でもなんだろ。杏子、ムリしている気がする……気のせいかな。

「あれ、なにー？　杏ちゃんにユウくん、内ない緒しよ話ばなしして。やらしいなー」

「バ、バカじゃないの！」

「えーひどーい。でも、そんなにムキになってー否定するところからするとー、本当にいやらしい話してたのー？」

　なんてことを言うんだ、この人は。

　あ、沢野さんまで僕を疑いの目で見てるじゃないか。

「そんなわけないじゃないでしょっ！　そんなことより学園祭まで二週間ぐらいしかないんだから、曲を決めるよ！　いい？　いいね！　なんでもいいはダメなんだから。それじゃあ理り緒お菜なはどの曲をやりたいと──」

　その瞬間。

　きーんこーんかーんこーん。

　振り上げた拳こぶしを降ろしそこねた杏子は、むぅぅぅと口をとがらせる。

「じゃあ、次までに決めておいてっ！」



　　♪　　　　♪



　その日の夜。

　自宅のベッドで僕は大きく息を吐はき出し、ケータイの短縮をコールした。

　すぐに相手──杏子が出た。

『あ、もしもわったたたた』

　がちゃんと激しい音。

　たぶんうっかりケータイを取り落としたんだろう。それとも取り込み中だったか？

「もしかして忙いそがしい？　なら、かけ直すけど」

『ううん、大だい丈じよ夫うぶ、大丈夫。ちょっと手が滑すべっただけ……それにしても祐介から電話なんて珍めずらしいね』

「うーん、しょっちゅう話しているような気がするけど」

『え、だっていつもは私から掛かけてるじゃない。だいたいバンドの話だし？』

「あ、それもそうか」

『で、どうしたの？　……何か、あった？』

「あー。ちょっと頼たのみがあるんだけど」

　さすがに緊きん張ちようした。

　いくら幼なじみとはいえ、こんなことを頼むのはどうかと思う。

　けど他に相談できる友だちがいない。

　健けん吾ごなんかに相談したら、冷やかされる……あ、いや、おそらく締しめ殺されるな。

『な、なに？』

　僕のあらたまった様子に、杏子も緊張したらしい。声でわかった。

「しあさっての日曜日、スタジオで練習やるだろ？　そのあと、なんか予定ある？」

『えっと──。あ……。うん。あいてるよ？』

「いまの『あ』はなに？　なんかあるなら、別にいいんだよ？」

　さすがに予定をキャンセルさせるほどのことじゃない。

　というか、僕としては大ごとなんだけど、さすがにそこまで杏子に甘えられない。

『なんでもない！　ヒマよ、ヒマ！　大だい丈じよ夫うぶだから！　……それで、なんなの？』

「そっか、ならいいんだけど……」

　僕は大きく深呼吸して、言った。

「ちょっと買い物に付き合ってくれないかな？　ふたりっきりで」



　　♪　　　　♪



　その日曜日はあっと言う間に訪おとずれた。

　さしたる問題もなくレンタルスタジオでの練習も終わり、それぞれ帰り支じ度たくをはじめていると。

「そうだー。ねー、杏ちゃん？　今日このあと寄り道していかなーい？　お好み焼きでも食べたいんだけどー」

　パンツにジャケットという格好の叶さんが、ベースケースのファスナーをとじるなり、そんなふうに持ちかけた。

　僕と杏子の目があう。

　杏子も忘れているわけじゃなさそうだ。

「あ、えっと。私は……」

「なーに？　なんか用あるのー？」

「うん、今日はちょっと」

「ふーん、そーかー」

「な、なに、理緒菜。じろじろ見て」

「いやー、杏ちゃんがワンピースなんて珍しいなーと思ってー。可愛かわいいよねー、関係あるのー？」

「な、ないですよ、そんなの」

「そー？」

　ふー良かった。危機は去ったらしい。

　杏子が捕つかまったら延期か、もしくは僕ひとりでなんとかしなくちゃならない。

　それにしても杏子が淡あわいピンクのワンピースなんて、ちょっとお嬢じようさまちっくというか、なんというか。似合ってないわけじゃないんだけどね。

「あ、そーだー。ユウくんは？」

　わ、こっち来た。

「んん？　なーに、ユウくんもダメなの？」

「ええ、まったく偶ぐう然ぜんなんですけど僕もちょっと用事あって……本当に残念です」

　って、うわ、叶さん、僕をじろじろ見てる。

　叶さんは僕を見つめたまま、ふいに口を開いた。

「ねえー。綾ちゃんたちは、大丈夫よねー？」

「え？」

　叶さんが、ぐりんと沢野さんと野々宮さんを見やる。

「だいじょーぶだよね？」

「え、ええ。平気ですけど」

「──ＯＫ」

「そ、良かったー。じゃあー、そーいうことだから早くいこーか？」

「え、でも。理緒菜先せん輩ぱい、ケーブルを出だしたままですよ？」

「だーいじょーぶよー。次のバンドもきっと使うからー。それより、もーおなかへって死にそうなのー。うっ、も、もう、だめー。いますぐ食べないと死んじゃうー」

「──おなかすいた」

「もう、美み雪ゆきさんまで。うあぁあ、わかりましたから、引っ張らないでください」

「さあ、行くよー！」

　スタジオから出てしばらくしても、叶さんの掛け声ごえががここまで響ひびいてきた。

「……そんなにお好み焼き、食べたかったのかな？」

「さあ。でも、ちょうどいいでしょ？　私たちも準備して、さっさと行こう？」





　そして僕と杏子は街のショッピングモールに来ていた。

　土曜の夕方ということもあって、それなりの人で賑にぎわっている。同い年ぐらいの手をつないだカップルがアイスクリーム片手に、僕たちとすれ違ちがった。うーん、いいなぁ。

　と、となりを歩く杏子がふいに立ち止まった。

　きょろきょろとあたりを見み渡わたす。

「どうかした？」

「うーん。なんか、視線を感じたような気がしたから」

「えっ。本当に？」

　ここでクラスメイトなんかに会ったらすごい面倒だ。

「でも気のせいだったみたい」

「そっか、じゃあいいけど……」

「それより祐介、今日はなんかアテとかビジョンみたいなモノはないの？」

「そんなのあったら杏子に頼まないよ」

「それもそうね。うーんでも、どうしようかな。私もいろいろ考えたんだけどさ、難しいよね」

　ショッピングモールをぶらぶらしながらそんな話をしていると、杏子はふいに一軒けんのジュエリーショップの前に立ち止まった。こぢんまりとしてはいるが、そこはそれ。腐くさっても宝石。うわ、高っ。こづかいの何カ月分だよ。

「あははは。このあたりは王道だけどさ。でも、あの子だったら、たくさんもってそうじゃない？　私たちにとっては高いし、だいたいサイズだってわからないでしょ？」

「サイズ？」

「フリーのヤツもあるけど、ある程度高いリングなら普ふ通つうサイズは決まってるわよ。……そんなことも知らなかったの？」

　知らなかった。

「なるほど。これは私が来て正解ね」

「……悪い。いまさらだけど、つき合わせちゃって」

「そんなのいいよ、気にしないで」

「でも、ほんと悪い」

「んー。そんなに言うなら、じゃあ、ちょっと奢おごられてあげようかな？　それでチャラってことにしよ？」

「お、お安いご用だ」

　と、胸を張ってみせたけど、すでに出費することが確定しているから内心ドキドキだ。

　杏子は再びくるりとあたりを見渡して、指をさした。

「あ、例えば、あれとか美味しそうじゃない？」

　そこにはたい焼き屋の看板があった。

　時期としては早いけど、でも香こうばしくも甘あまい香かおりは確かに美う味まそうだ。だけど。

「あんなんでいいの？」

「ん、いいのいいの」

「そっか。じゃあ、買ってくるから、待ってて」

　安くすんで良かった。なんて内心は悟さとられないようにしてと。

　さーて。なになに？　定番の小倉あんと変わり種のカスタードか。どっちがいいかわからないから、両方買っていくか。

　おじさんに注文して、焼き上がるのを待つ。

　そこで、いきなりだった。

　ごつ☆

　こめかみに軽い衝しよ撃うげき。

「あだっ！」

　しゃがみ込むと、足元をビー玉ぐらいの小石が転がった。

　──飛んできた？

　でも、まさか、そんな何かの間違い……。

　うわっ。二発目が目の前をかすった!?

　誰だれがこんなことを!?

　僕ぼくはあたりを注意深く見渡した。

　あたりは混こみ合あっているというには少なく、かといってがらんとしているとは言い難がたい人の波。そこに犯人らしい姿は見えない。

　ええ？　どういうこと？　人に恨うらみを買うような覚えは……あんまないんだけどな。

「にいちゃん、焼き上がったよ！」

　たい焼き屋のおじさんに呼ばれて、僕はあたりを警けい戒かいしながら受け取った。小わきに抱かかえて、街路樹の陰かげから陰へと渡わたり歩あるく。

　だけど、やっぱり不ふ審しんな人ひと影かげは見えなかった。

　気のせい、なのかな？

　気を取り直して、僕はさっき杏子と別れた場所に戻もどった。

　あれ、いないと思ってあたりを探さぐると──いたいた。

　杏子はすぐそばのファンシーショップの店頭で、カゴの中に陳ちん列れつしてあるネコやらクマやらのぬいぐるみに目を輝かがやかせていた。しかも両手にとって、しげしげと見比べたりしている。

　杏子がぬいぐるみ？

　ちょっと意外だったけど……でも考えてみれば杏子だって女の子だし、優やさしいところもあるからな。幼なじみで、たいていのことはわかっているつもりだったけど、あくまでつもりだったんだな。

「なんだ、杏子。こんなところにいたんだ」

「きゃあぁあ」

　杏子は反射的に手にしていたぬいぐるみを背後に隠かくした。

「いやいや、隠しても、もうバレバレだよ？」

「……う。うるさいな。どうせ、私がぬいぐるみなんて、おかしいって言いたいんでしょ!?」

　そんな子どもみたいに拗すねるなんて、杏子も可愛いとこあるなあ。

「いや、おかしくなんてないけど？」

「……ほんとに？」

　顔を赤くして問いかける杏子に、僕は微笑ほほえみかける。

「ほんとほんと」

「……祐介……え、えっと、ありがとう」

　あれ？　本気で言ったつもりなんだけどな。

　なんでそんなぼーっとした顔で僕を見つめるんだろう。なんか不自然だった？

「あ、ごめん、なんでもない……それより祐介、たい焼き買えた？」

「あ、うん。食べようか」

　僕らはすぐそこにあったベンチに並んで腰こし掛かけ、たい焼きをぱくついた。

　ちなみに杏子がカスタードをチョイスした。

　いやあ、それにしても美お味いしそうに食べるな。

「杏子、一口ちょうだい」

「え？」

「なんだよ、いいだろ。僕のも、一口あげるからさ」

　僕は杏子が何か言う前に、スキありっとカスタードたい焼きにかじりついた。

「あ」

「──うん。思ったより、美味しいな。ほら、杏子も」

　口をもごもごさせながら、僕は手にしていた、普通のたい焼きを杏子に差し出した。

　杏子は、じっとたい焼きを見つめていたけど、ゆっくりとかぶりついた。

　もごもごもごもご、ごくん。

「うん。美味しい。たい焼きだ」

　あたりまえだって、まったく。

　僕は思わず笑ってしまった。

　さて、そんなこんなで腹ごなしも終わった。

「じゃ杏子、行こうか」

「うん、そうね。じゃあひとまず音楽関係でもあたってみる？　なんか新しん譜ぷとか出てるかもしれないし、ちょっとなら私もあの子の趣しゆ味みもわかるし」

「そっか！　その手があったか」

「ともかくいってみよ。あ、でも。その前に、ちょっとコンビニに寄ってくれる？」

「いいけど、なんで？」

「あー……ちょっと、トイレに……」

「なんだ。すぐそこだから待ってるよ」

　もしかしたらなかなか言い出せなかった？　ヘンなところで恥はずかしがるなぁ。

　杏子の後ろ姿に苦くし笑ようしながら、僕はベンチに腰掛けた。

　さっきまで杏子が熱心に見ていたぬいぐるみのカゴを、ぼんやりと見つめる。

　うーん、そうだな。せっかくだし、それもいいか。

　僕は思いついたことをふらっとやって、杏子の帰りを待った。

　ほどなくして杏子が小走りに戻ってくる。

「そんなにあせることないのに」

　ナリは大きいのに、たまに子どものように見えるよなぁと思っていると、いきなり僕の目の前で小さな段差につまずいた。

「わあぁ」

「ああ、もう！」

　僕はとっさに手を伸のばす。杏子は僕にすがりつく。

「ご、ごめん」

　息のかかるような距きよ離りで、僕らは顔を見合わせた。

　やば。

　間近で見ると、杏子も可愛いんだよな。

　女子たちにも人気がある凛り々りしい目が、いまはか弱く揺ゆれているように見えて、思わずどきっとしてしまった。

　まずいって！　いまここで杏子相手に、そんなやましい気持ちになっちゃいけない。そうそう煩ぼん悩のうに負けてたまるか！

　杏子から視線をそらして。

　僕は凍こおりついた。

　なに、あれ？

　端たん的てきにいえば、それは仮面舞ぶ踏とう会かいと骨折したクマだった。

　仮面舞踏会は、その名の通り、蝶ちようを模したド派手な仮面をつけていた。

　骨折したクマは、その名の通り、腕うでや足が折れて引きずっているクマのきぐるみだ。たぶん中に入っている人が小さすぎて、腕やら足やらが余ってしまっているんだろう。

　というか、仮面舞踏会の方はベースケースを背せ負おっている。そのジャケットにも見覚えがあった。

「叶さん……ですよね？」

　ってことは、そっちの小さいクマは野々宮さん？

　でもなんでそんな格好しているの。

「人ひと違ちがいです。わけあって、あなたたちのデートを妨ぼう害がいせんとする通りすがりのお蝶夫人です」

「デ、デート!?」

　思わず声が裏返った。なに考えているんだ、この人は。

　っていうか、お蝶夫人を根本的に勘かん違ちがいしているよね？

「──自分も野々宮じゃない。気のせい」

「……まだ、僕はなにも言ってないけど。いま、自分で名前バラしたよね」

「──あ」

　あ、じゃない。

「とー、ともかくー。杏ちゃんばっかりー、ユウくんを独り占じめしたらーズルいんだからー。あたしももっとユウくんといちゃいちゃするのー。だからユウくんは、もらうー！」

「いちゃいちゃって、なに、わけのわからないこと言ってるんですか！　しかも、こんな往来で！」

　それに、なんか人だかりができはじめちゃってるよ。

「行くわよー！」

「──かくごー」

　なんだかんだで二人とも、絶対楽しんでますよね。

　ううっ。頭痛が……。

「祐介、どうする？　なんか大おお騒さわぎになっちゃってるけど！」

「いや、もうこうなったら、しょうがないよ」

「どうするの！」

「逃にげる！」

　僕は杏子の手をつかみ、野や次じ馬うまをかき分けた。

「あ、ひきょーものー！」

「──ひどい」

　骨折クマが慌あわてて追おうとしたけれど、その場にこてっと転んだ。

　そりゃあ、そんなぬいぐるみ着てたらね。

「ううっー。こうなったらー、ほらー、第三の追手ー、レッツゴーよー！」

「──屍しかばねをこえて行け～」

　芝しば居いがかった口調に、なにかを勘違いした野次馬たちの間から拍はく手しゆが沸わき起こった。

「ねえ。祐介、ふたりを置いていったら──」

「あんなところで、あんなふうに目立ちたい？」

「それは……イヤ……かも」

　だろ？

　ああ、まったく。僕は普通に買い物したかっただけなのになっ！



　　♪　　　　♪



「はあ、はあ。こ、ここまでくれば、もう大だい丈じよ夫うぶだろう」

「そうだね」

　僕らふたりは自宅そばの公園まで逃げてきていた。

「せっかく“〝綾の誕生日プレゼント”〟買おうとしてたのにね……どうする、祐介？　いまからどこか行ってみる？」

「うーん……」

　沢野さんの誕生日が近いからプレゼントを用意して、できれば合宿でのことを謝あやまりたいと思った──ただそれだけなんだけど、うまくいかないなぁ。

　見上げた夕焼けの空も、いよいよ夜の闇やみに取り込まれようとしている。

　今日一日が、もうすぐ終わる。

「あと一週間あるから、僕ひとりで、なんとかしてみるよ」

　これ以上、杏子に迷めい惑わくをかけるわけにはいかない。

「そっか。ごめん、何も力になれなくて」

「いやいや。付き合ってもらっただけで十分だよ。いつもありがとう。なんだかんだで助けてもらってさ」

「そんなの気にしないでよ」

　柄がらにもなくテレる杏子に笑えみを向けながら、僕はさっき買ったものを思い出した。

　ポケットに突っ込んであった小さな紙かみ袋ぶくろを、杏子に手て渡わたす。

「まあ、そんなわけだからさ。日ひ頃ごろの感謝のしるしってことで、これ」

「……え？」

「ははは。そんなに驚おどろかなくてもいいだろ。たいしたもんじゃないけどさ、受け取ってよ」

　ちょっと僕も照れくさかったので、ぐいっと押おしつけてあらぬ方向をみやる。

「あ、こ、これ……さっきの？」

　それはついさっきファンシーショップの店頭で、杏子が熱心に見ていた小さなクマのぬいぐるみだ。

「いや、杏子が欲ほしそうにしてたから、もののついでにと思って買っておいたんだ。でも、ま、よかったよ。今日が、まったくムダにはならずにすんだから」

　お礼というのもおこがましい、杏子がトイレに立ったスキにささっと買えてしまうようなお手軽なもの。

　だから、ちょっと喜んでくれればそれでいいな、ぐらいにしか思っていなかった。

　なのに。

　杏子は、目にうっすらと涙なみだをためていた。

「ちょ、ちょっと！　杏子。そんな大げさな」

「……なんで、こんなことするの？　だって、祐介は綾が好きなんじゃないの？」

「え。そりゃあ、そうだけど……」

「だったら、私なんかに優しくしないでよ！」

「え、なんで」

　僕は怒おこられているんだ？　わけがわからない。

「だって、こんなことされたら隠しきれないじゃない。ごまかせなくなっちゃうじゃない。祐介のこと応おう援えんしようって思ってたのに。私はあきらめようって思ってたのに……期待しちゃうでしょ？」

「え、それってどういうこと……？」

　杏子は涙目で僕を見つめて、ぐっと息を飲んで、そして。



「私は祐介が好きなの！」



　……………………。

　あんまりびっくりして声もでなかった。

　告白されたってことに、まだ現実感がわかない。しかも。

　とすん。

　杏子は僕にぶつかって、抱だきすくめた。

「ごめんね。いまこんなこと言っても、祐介を困らせるだけだってわかってるけど、でも私、どうしようもないの」

　耳元でささやかれた杏子の声に、不覚にも胸の奥おくをぎゅっとつかまれた気がした。

　杏子を引ひき離はなさなきゃいけない。

　なのに、なぜか僕にはできなかった。

　杏子に迫せまられることなんて、フェロモンのせいでもう何度も経験しているはずなのに、そのときだって拒こばむことぐらいはしてきたはずのに、なぜかいまは何もできなかった。

　ようやく、絞しぼり出だすように僕は口を開いた。

「あ、あのさ、杏子。たぶん、それはきっと……」

　フェロモンのせいなんだ。

　もうこれ以上、隠しておくことはできないと思ったそのとき。

「杏子先せん輩ぱいは思おもい違ちがいをしているんです！」

　突とつ然ぜんの声に、僕らは揃そろって振ふり向むいた。

　さ、沢野さん！

　どうして、ここが──なんて、考えてみればあたりまえだ。叶さんと野々宮さんが僕たちをつけていたなら沢野さんが一いつ緒しよにいたとしても、おかしくない。

　沢野さんは僕らに歩み寄ると強ごう引いんに杏子を引き剥はがした。

「いいですか、杏子先輩。小泉さんを好きだっていうのは、思い違いなんです」

「……思い違い？」

「そうです！　先輩は知らないと思いますけど、小泉さんはフェロモンを発散する体質になっているんです。つまり女性なら誰だって好きになってしまうんです」

「フェロ、モン……？」

「そう、じいちゃんのクスリのせいなんだけどね」

　僕は興奮すると、女性を強力に惹ひきつけてしまうこと。

　杏子はその影えい響きようを受けて何度も僕に迫ったこと。

　そして根本的に解決させるためには誰かと、ＳＥＸしないといけないこと。

　すべてを僕は話した。

「……だから、杏子先輩が好きだと思っているのは、そのせいなんです。錯さつ覚かくなんです。気の迷いみたいなものなんです。だから早まったりしたらダメなんです」

　沢野さんの言葉に、杏子はわずかに顔をうつむかせた。

　傷つかないはずがない。

　杏子を惑まどわせたのはクスリのせい。

　もっといえば僕のせいだ。

　ごめん、杏子。

「そっか。納なつ得とくいった。確かにおかしいなぁとは思ってたんだ。いきなり身体が熱くなっちゃうし、えっちな気分になっちゃうし。ほんとすごいね、そのクスリ……でもね、祐介」

　顔を上げて僕を見つめた杏子は……。

　笑ってる？

「私はね。それでも祐介が好きだよ」

「えっ！」

「ど、どうしてですか？」

「だって私はずっと……ずっと前から祐介が好きだったから」

　……それって、クスリを飲む前からってこと？

「あははは。いまだから白状するけどね。本当は、祐介をバンドのギターにって思ったのも、もっと一緒にいたかったからなんだ。一緒に音楽やって、そばにいる時間がもっとふえれば、振り向いてくれるかなって思った」

　だから僕の実力をろくに確かめもしないで誘さそったのか。

　でも、そんな……杏子が本当に僕を？

「祐介はね。自分が思っているよりずっと魅みり力よく的てきなんだよ？　いつも優しかったし、責任感だって強いし。私はいまのその話聞いてね……一度“〝経験”〟すれば祐介が治るって聞いて……だったら相手は私を選んでほしいなって。そう思ったよ」

「なっ、な、な、なに言っているんですか、杏子先輩。意味わかって言ってるんですか」

「もちろんよ。それぐらい私は本気なの」

　沢野さんになんでもないように返した杏子の顔は、それでもやはり赤かった。



    

  
    
      「ちょ、ちょっと待ってよ。じゃあ、なんで僕ぼくを応援なんて、」

「だから、ずっとムリしてた。綾を好きなんだって知って、すごいショックだったけど……それで祐介が喜ぶなら応援しようって思ったの。でも、ずっと心のどこかで、うまくいってほしくないって思う私もいて、すごく苦しくて。祐介に優しくされたときは本当に嬉うれしくて、もっともっと優しくしてほしいって思っちゃった。もうこれ以上、私は自分にウソつけない。ごめんね、祐介」

　そんなふうに僕を思ってくれていたなんて。

「だから、私が祐介を好きなのはクスリのせいなんかじゃない。この気持ちはウソじゃない。……それだけは綾にも、祐介にだって、否定させないよ」

　それはまるで宣せん誓せいのようで、場ば違ちがいかもしれないけどカッコよく見えた。

　こんなふうにまっすぐに、僕はいま、沢野さんを好きでいるかな。

　いや、違うな。

　いまだって僕は沢野さんとケンカしてて、仲直りさえままならないんだから。

「綾は、どうなの？」

「え……わたしですか？」

「祐介に告白されたんでしょ？」

「そ、それは……」

　沢野さんの目が泳ぐ。

「綾は祐介のこと、どう思っているの？」

「ちょっ、そんな、」

「祐介は黙だまってて」

　杏子の迫はく力りよくに僕は、それ以上何も言えなくなってしまった。

　鼓こ動どうが早くなっていく。

　告白してから、僕はその返事を保留のままにしていた。

　聞いたら、終わってしまいそうだから。

　それを受け止められそうになくて、僕はずっと逃げてきた。

　でも、もう逃げられない。

　逃げてはいけないのかもしれない。

「わたしは、小泉さんを……その……」

　沢野さんのか細い声が、すでに夜となった公園に消えていく。

　そして。

「すみません！」

　その場から逃げだした。

「沢野さん！　待って」

「祐介！」

　追おうとした僕の腕を、杏子が掴つかんだ。

　言葉にはしないけれど、杏子の目が『行かないで』と言っているようだった。

　僕はどうこたえればいいんだろう。

　杏子は好きだけど、でも恋こい人びとにしたいとか、そんなことを考えたことがない。

　でも、こうしてあらためて見ると、本当にキレイで、いい子なんだよね。

　そうじゃなきゃ、僕と沢野さんを一時とはいえ応援なんてできないと思う。

「えっと。あのな、杏子、」

　そこで杏子が、ふいに僕の口をふさいだ。

　きょ、杏子？

「大丈夫だから、私は祐介の気持ち、知ってるから」

　そうして杏子はムリに、にこりと笑ってみせた。

「ただ、私の気持ちを知ってくれたら、それでいまはじゅうぶんだから」

　僕の口をふさぐ手をゆっくりと離す。

「えっと。それじゃあ……またね！」

　小さく手を振る杏子を、僕はただ見送るしかなかった。

　ふと気がついたときには公園にひとり。

　すでに、何をどうすることもできなかった。



　　♪　　　　♪



　その翌日、バンドの練習のあと。

　沢野さんは学園祭のライブを最後に僕らのバンド「プロミスド・ランド」を抜ぬけ、御堂のバンド「タクティクス」に移ることを表明した。



    

  
    
      六章　ＫＩＳＳして





　僕はひとり、レンタルスタジオの前で沢さわ野のさんを待った。

　沢野さんは僕らとの練習のあと、ぶっつづけでタクティクスの練習に参加している。

　体力的にふたつのバンドのかけ持ちはツライはずだけど、いまから学園祭に間に合わせようとしたら、それもしかたない。

　かれこれ一時間ほどたった頃ころ、ギターを背負ったタクティクスの御み堂どうが出てきた。

　御堂はケータイを耳に押し当あてながら早足に歩き去った。

「──ああ。俺おれたちが終わったら、すぐだ。……ん。ああ、クルマでな。場所は……そう。あのつぶれたライブハウスだ。……ああ、そうだ。詳しよ細うさいは、帰ってから直接指示をする」

　いったい、なんの話をしているんだ？　あいつは。

　いや、そんなことどうでもいいや。

「沢野さん！」

　タクティクスメンバーと一緒に出てきた沢野さんの足が止まる。

　他の連中は僕を怪け訝げんに見つめるが、すぐに勝かち誇ほこった笑みを浮うかべて消えていった。

　きっと僕が何を言っても、沢野さんの気持ちはもう変わらないと思っているんだろう。

　ふん、みてろよ。

「あ、あのさ、ちょっと話をしようかと思って」

「わたしの気持ちは変わりませんよ」

　くっ。いきなり出で端ばなを挫くじかれた。

「い、いや、でもさ」

「急で、一方的で、身勝手な話であることはわかっています。ですけど、わたしはプロミスド・ランドをやめて、タクティクスに移ります」

「どうして!?」

「それは、さきほど説明したはずです。わたしのやりたい音楽が、みなさんと……プロミスド・ランドではできないからです」

　沢野さんはうつむいて、けして僕と目を合わそうとしなかった。

　さっき、みんなにその説明をしたときも、そうだった。

　そんな沢野さんの言葉なんて僕は信じない。

「本当は僕のせいなんだろ？　昨日、僕が杏きよ子うことあんなことをしていたから、」

「違います！　そうじゃありません！」

　歩道を行き交う人たちが、みな僕らを振り向いては通りすぎていく。

　けれど沢野さんは、そんなの目に入っていない。ぐっと何かをこらえるように拳こぶしを握にぎると、深く息を吐はき出した。

「お返事、まだでしたよね？」

「……え？」

「わたしと付き合ってほしいと言っていただいたことの、お返事です」

「あ……それ……」

　ついにここで覚かく悟ごをきめなきゃいけないのか。

　僕は目を閉じ、沢野さんの言葉を待つ。

　きっと、判決を待つ被告人もこんな感じなんだろう。

　沢野さんは、あさってに投げ放つように、言った。



「わたし、小こい泉ずみさんのこと、好きになれそうにありません」



　──ああ。やっぱりか。どこか予感はしていた。

「一いつ生しよ懸うけ命んめい、ギターを練習して頑がん張ばってる小泉さんの姿は尊敬できました。けれど、やっぱり……わたしは夢を変えられません。だから、小泉さんとは付き合えないんです」

「それは、えっと、つまり……」

　バージンロードをバージンで歩くという夢。

　結けつ婚こんするまで、身体を許さないという鋼の意思。

「わたしの夢を知っても、それでも好きだって言ってくれて、とても嬉しかったです。でも、もしですよ。わたしと付き合うことになったら、小泉さんはドキドキしませんか？　わたしに対して、その……イヤらしい気持ちをいだきませんか？」

「それは……その……」

「小泉さんは『そんな男ばっかりじゃない』と、言ってくれました。けど、考えてみれば、そんなのムリですよね。杏子先輩や理り緒お菜な先輩にも、ムリでしたもの」

　沢野さんは、その頬ほおに微び苦くし笑ようを浮かべた。

　それはとても寂さびしく、そして痛かった。

「小泉さんを責めるつもりはないんです。男性ならばしかたないとも思いますし、女性に言い寄られてしまうのもフェロモンのせいだって、わかってはいるんです──ですけど、わたし、ダメなんです。小泉さんが女性とその……仲良くしているところをみて、平静でいられる自信なんてないんです。きっとわたしはまた乱暴なことをしてしまうと思います。ですから小泉さんのためにも、わたしたちは一緒にいない方がいいと思うんです」

　沢野さんは深々と頭をさげた。

「ごめんなさい」

　なんだろう。

　謝あやまられても虚むなしいだけだった。

　そうか。フラれるっていうのは、こんな感じなんだ。

「小泉さん、もしその……え……えっちするなら、相手には杏子先輩を選んであげてください。誰だれかとそういうことになるのでしたら、きちんと想おもってくれている杏子先輩がいいと思います」

　あははは。

　最後に他の子をすすめるんだ。

　それは優やさしさなのかもしれないけど、ずいぶんと残ざん酷こくだよね。

「杏子先輩はいい人ですよ、とっても」

「……そんなこと、わかってるよ」

　ただ、もう、そんな話は聞きたくなかったし、僕も話したくなかった。

「うん、わかった。この話はこれでおしまいにしよう──あ、だけど、学園祭が終わるまでは、できれば変わらずに接して」

　もうすぐ沢野さんは、あかの他人に戻もどるのだけど。

　でも、それまではせめてバンドの仲間でありたかった。

「ええ、もちろんです」

　沢野さんも笑ってこたえてくれた。

　それが彼かの女じよの、僕に対する最後の優しさかもしれない。そんなことを思った。



　　♪　　　　♪



「祐ゆう介すけっ！　元気ないぞ！」

　帰り道で僕はいきなり背中を叩たたかれた。こんなことするのは、ひとりしか知らない。

「痛いなぁ、杏子」

「あははは。ごめんごめん」

　まったく、人がこっぴどくフラれて落ち込んでるときに。

「どうしたんだよ、こんな時間に。先に帰ってたんじゃないのか？」

「え、えっと……私は……ゆ、祐介はどうなのよ？」

　うおっ。僕のことを聞くのか。

　さすがに、いまさっき沢野さんに会って、フラれてきたとは言いにくい。

「いや、まあ、ちょっと……ヤボ用だよ」

「ふーん。そっか。じゃあ、私もヤボ用」

　なんだか、うまくごまかされたような気がしないでもないけど、まあいいや。

　僕のとなりを、杏子がついてきた。

　家が同じ方向だから仕方がないんだけど、ひとりになりたかった僕としては、ちょっと居い心地ごこちが悪い。

「祐介も大変だよね」

「あ、ああ」

「頑張ってたのにね」

「うん」

「どうしようか、祐介」

「うん」

「何か、いい方法、あると思う？」

「うん」

「え、あるの？　なになに？」

「うん」

「……。…………私が、今晩なぐさめてあげようか？」

「うん──って、あれ？　いま、杏子なんて言った？」

　ぼーっと生返事をしてたけど、いまさりげなくスゴいことを言われた気がする。

「な、なんでもない！　今晩なぐさめてあげるなんて、言ってないから。うん。気のせい、気のせい」

「……あのね。自分で言ったクセに、テレないでよ。顔、真っ赤だよ？」

「な。なによ、もう！　せっかく人が、フラれて落ち込んでるだろうからって気をつかってあげてるのに！」

「お、大きなお世話だよ！」

　……。

　ん。待てよ？

「……杏子、なんでフラれたこと知ってるの？」

「あ」

「ま、まさか、見てたの！」

「ご、ごめん。立ち聞きするつもりはなかったんだ。ただ私が綾あやに話しようと思ったら、祐介がいて、みんなも隠かくれてみてて、で、つい一いつ緒しよになって」

「えええっ！　叶かのうさんや野の々の宮みやさんもいたってこと？」

「え、あ、うん」

「…………まったく」

　なにをやってるんだか。

　昨日も僕と杏子の買い物をつけていたみたいだし。

「あ。まさか。いまもついてきているわけじゃないよね」

　日もくれた暗い住宅街の路地に目をこらすけど、人の気配は感じられなかった。

「それはないと思う。ふたりは綾と話をするって言ってたから」

　そっか。

　たぶん沢野さんに思おもい止とどまるように説得しているんだろう。でも、ふたりでもそれは難しいんじゃないかな。

「ごめん、私のせいで」

「そんなことないって。悪いのは僕だよ」

　もう少し、うまくやれなかったのかな。

　ダメだ……いまになってきて、楽しかった思い出がぐるぐると頭の中を巡めぐりだした。

　ケータイの操作もままならなくて、恥はずかしがっていた。

　合宿の前には楽しみだと笑ってくれた。

　料理が苦手なのをからかったときの、すねた顔も可愛かわいかった。

　ギターの練習につきあってくれたのは嬉しかったけど、背中の温ぬくもりに困ってしまった。

　いろいろあった。

　そして僕はやっぱりまだ、沢野さんが好きなんだなと思い知らされた。

　うっ、ダメだ。泣きそうかも。

　と。

「ぐす……」

　隣となりの杏子が、目を赤くしていた。

「ちょ、な、なんで！　杏子が泣いてるの！」

「あ。ご、ごめん。気、気にしないで」

　いや、そんなこと言われてもムリだから。

「うーっ。だってさ……綾が……綾がやめちゃうん、だよ？　いままで、ずっと、ずっと一緒に、頑張ってきたのに」

　やっぱり我が慢まんしきれなかったのか、杏子は目め尻じりを押おさえてはなをずずっとすすった。

　あはっ、と笑ってごまかそうとしているけど、それでもどんどん目尻からは涙なみだがこぼれだしている。

　ずるい。こんなふうに先に泣かれたら、僕はもう泣けないじゃないか。

「ああ、もう。ほら、ハンカチ」

「……ご、ごめん。ありがと」

　杏子は涙を拭ぬぐっていると、ふいににへっと笑った。

「どうした？」

「いや、なんか祐介のにおいがするなって思って。ちょっとドキドキした」

「バカじゃないか？」

「あははは、かもね」

　まったく。

　でもまあ、そんな冗じよ談うだんが言えるぐらいなら、大だい丈じよ夫うぶだよね。

　笑っていた杏子は、しかし笑いはじめたときと同じようにいきなり真顔になった。

「正直言うとね。綾がいなくて……祐介が失しつ恋れんして落ち込んでるいまならチャンスかもしれないって、そんなふうに思わなくもないんだ、私。ずるいよね」

「それは……たしかにずるいな」

　でも、そんなことを黙っていられないのが、やっぱり杏子だと思う。

　それに本当に僕ぼくを好きでいてくれてることもわかった。

　ありがとう、杏子。

「でもね。それでも私は、綾と一緒にバンドをやりたいんだ。綾がいない方がいいはずなのに、それでも綾がやめるのはイヤなの。おかしいかな？」

　ううん。きっと杏子にとって、沢野さんは僕と同じくらい大切で、きっと比べることができない存在なんだろう。

　そんな杏子を僕は心から尊敬するよ。

「……僕も沢野さんを、このままやめさせたくない。たとえ、付き合えないんだとしても」

　もちろんフラれた人のそばにいなきゃいけないのは、ちょっとツラいけど。

　沢野さんだって、気まずいかもしれないけど。

　でも、こんなカタチでバラバラになるのは僕だって納なつ得とくできない。

「杏子はどうすれば、沢野さんが戻ってくると思う？」

「説得するしかない、かな」

　だったら望みは、叶さんや野々宮さんだけど……。

　ブルルルルルル。

　いきなりの振しん動どう音おん。杏子がポケットを探さぐって、ケータイに目を落とす。

「理緒菜からメールだ。『綾ちゃんを、説得できませーん。やっぱりやめるって言って聞かないよー』だって」

　じゃあ、どうすればいんだ？

　どうすれば、沢野さんを引き止められる？

「せっかくの綾の誕生日なのに……なにかプレゼントをあげるにしても、私じゃスコアとかＣＤぐらいしか思い当たらないもん。そんなものじゃ綾は戻ってこないよね」

　プレゼント、ＣＤ、楽がく譜ふ……。

　僕らの思いをきちんと伝えるには、少し足りない気がする。あとは……。

　………………。

「あ」

「どうしたの？　なに、なんか思いついた？」

「ああ。時間がないけど、でも頑張れば間に合うと思う。もう、これしかないんじゃないかな」

　僕は思いついたアイデアを杏子に話した。



　　♪　　　　♪



　模も擬ぎ店てんやら、お化け屋や敷しきやら、演劇部の出だし物なんかで賑にぎわっている校舎から花か壇だんを挟はさんで、その隣。校庭にはパイプで基き礎そを組んだ、特設ステージが設けられていた。

　ドラムが置かれ、マイクスタンドが立てられ、ケーブルが何本も這はっていた。ステージ脇わきに設置されたスピーカーは人の背せ丈たけほどもある。

　学園祭当日、学園祭ライブ午前の部。

　ステージの上でギタリストが最後のチューニングをおえると、静せい寂じやくが波は紋もんのように広がっていった。

「はじまるわねー」

「うん、そうね」

　ドラマーのスティックがカウントを取る。

　リズムギターがコードを進行させ、イントロがはじまる。

　そして、ステージの中心にスポットライトがあてられる。

　スーツを着込み、整せい髪はつ料りようで毛先を遊ばせた御堂がマイク片手にシャウトした。

　それにつづくようにキーボード──

　沢野さんの指が鍵けん盤ばんの上を躍おどる。

　こうしてタクティクスのライブがはじまった。



「綾ちゃん本人がねーまだ来てないから聞くんだけどさー、ユウくん」

「なんですか？」

「さっきの演奏、どう思ったー？」

　最後の調整にと、軽音部の部室へ向かう途とち中ゆう。

　叶さんは僕にそう問いかけた。

　今日の叶さんの衣いし裳ようは、胸むな元もとのざっくりと開いたサマーセーターだった。ステージ衣裳にしては、ずいぶんおとなしい。さすがに学園祭なので自重しているんですね、と聞いてみたら、ライブの時には脱ぬぎ捨すてると返ってきた。

　その下はどうなって……まあいいや。

「タクティクスの演奏ですか。ま、よかったんじゃないですか？　ギターのテクニックひとつとっても僕じゃかなわないし、なにより盛り上がってたじゃないですか」

　場ば馴なれしているというのか。悔くやしいけど御堂のＭＣは観客をうまくもりあげていたし、その歌声にも迫はく力りよくがあった。バックの演奏だって、かなり上う手まいと思う。

「綾ちゃんの演奏もー？」

「それは……」

　嫉しつ妬とや羨せん望ぼうをなるべく排はい除じよして、その上で本当のことを言えば。

　精せい彩さいにかけていたと思う。

　ずっと一緒にやっていたからわかるぐらいの、本当に微びみ妙ような差だったけど。

「やっぱり綾ちゃんはー、あたしたちと一緒じゃなきゃねー」

「──そのとおり」

　野々宮さんもうなずいた。手の中でもてあそぶスティックさばきには、いつもより力強さを感じる。小さくてクールで、なに考えているのかわからないとこもあるけど、きっと沢野さんを大切に思う気持ちは一緒なんだろう。

　と、そのとき。

　廊ろう下かの向こうから杏子が駆かけてきた。

「大変！　みんな！」

「どうした？」

　杏子は息を切らせながら、絶え絶えに告げた。

「綾が行方ゆくえ不明なのよ！」



　　♪　　　　♪



「綾？　知らないな、きみたちのところに向かったんじゃないのかい？」

　喫きつ茶さ店てんに見立てた教室の一角、コーヒー片手に御堂は肩かたをすくめてみせた。

　沢野さんがみあたらないなら、直前まで一緒にいた御堂たちを疑うのはあたりまえだ。

　っていうか、お前、さっそく沢野さんを呼び捨てかよ！

「まーまー、ユウくんー、落ち着いてー」

　暴れようとした僕の腕うでを、叶さんが捕つかまえた。

　む。わかりました。とりあえず話を聞きましょう。

「終わってすぐいなくなったから、てっきりそっちに行ったのかと思ってたぜ」

「あー、見てないなぁ」

「それに俺おれたちは、ずっとここにいたんだ。なあ、みんな」

　……なんだって？

「ああ、御堂のいうとおりさ」

「そうよ、そうよ！」

「言いがかりつけないでよ！」

　メンバーにつづいて、同じテーブルに座すわっていたファンらしき女子生徒五、六人も一いつ斉せいに口を開いた。

「いくらタクティクスの人気が妬ねたましいからって、変なこといわないでよね」

「カッコわるーい」

「帰れ、帰れーっ」

　むかっ。

「まーまー。もう少しだからー、ね？　落ち着いてー？　どーどー」

　叶さんは僕をたしなめながらも、ふいに不敵な笑えみを浮うかべてみせた。

　あ。何か企たくらんでます？　叶さん。

「──杏子」

　喧けん騒そうのなか、野々宮さんが杏子の袖そでをくいくいと引っ張った。

「──ここの人たちにも聞いた。ライブ終わってすぐにここに来て、ずっとみなでしゃべっているらしい。ウソじゃない」

　いつの間にかウラをとっていたのか、野々宮さん。

「……そう。なら、いいの。ごめんなさい」

「ふん。俺が、どこかに隠しているとでも思ったらしいが、いまさらそんな嫌いやがらせみたいなマネする必要がどこにある。綾がウチに来るって言ってるのにさ。それより疑うなら、自身の胸に聞いてみたらどうだい？」

「なに、それ？」

　肩ごしに振ふり返かえりながら、杏子がドスの利きいた声を出した。

　ヤバい。

　杏子はいつもは常識人の顔をしているくせに、一度キレると手がつけられない。

「あんたたちに嫌いや気けがさして、逃にげ出したってことだよ」

　うわっ。しかもこいつ、わかってて挑ちよ発うはつしやがった。

　ここで杏子が一発、ぶん殴なぐってしまえば、当然問題になってライブには出られなくなる。そんな計算の上だろう。性格悪いな、こいつ。

　杏子が拳こぶしを固めて、一歩を踏ふみ出した。

　マズい！

「ちょ、杏子、」

「あーやっぱりー、やらなきゃしょーがないかー」

　杏子を止めようと伸のばした僕の手を、横から叶さんが掴つかんだ。

　で。

　いきなりサマーセーターの襟えり元もとから差し入れた！

　ぺと。むにゅん。

「あふぅん」

「こ、これはっ！」

　直じかだ！　柔やわらかいだけじゃなくて、しっとりと汗あせばんだ肌はだの質感まで感じる。指先に引っかかるこの突とつ起きは、ち

　やべっ。鼻血出るっ！

　かなりの量のフェロモンが発散される！

　僕は理性の残っているうちに慌あわてて手を引っ込めた。

「な、なにするんですか！　叶さん」

「う、うん……なんというかー。作戦、よー……ほら、杏ちゃんの手をとってあげてー。逃げなきゃねー。はふぅ」

　いわれて目をやれば、杏子が膝ひざに手をついている。さっきの勢いはどこへやら、すでにフラフラだった。

　しかも。

「な、なに、これ……。いままで気がつかなかったけど、あの人いいかも……」

「（ぽっ）」

「よく見れば御堂クンより、ぜんぜんセクシーよね」

「も、ダメかもしれない……」

　御堂の取り巻きの女の子たちが、僕に向かって熱視線を放ちはじめた。

　フェロモンにあてられているんだ。

「お、お前たち？　急にどうしたんだ？」

「御堂クン、あたし、今日からファン、乗のり換かえる」

「私も！」

「ごめんね！」

　女の子が一斉に席を立つ。

　叶さんが僕の袖を引く。

「ほら、早く逃げよー？」

　異論ナシ。



    

  
    
      　僕はなかば腰こし砕くだけになっている杏子の手をつかんで、その場から一目散に逃げだした。

「ま、待って！」

「私と、お話を！」

「彼かの女じよはいるんですか！」

　ああ、もう。こんなことをしている場合じゃないのに！

「まーまー。これで一いつ矢し報むくいたからいーじゃない？」

　笑う叶さんに促うながされて、背後を振り返る。

　そこには情けない顔をした御堂の顔。

「お、おい！　みんな、待てよ！　俺のファンじゃなかったのかぁぁぁぁ！」

　あ、なるほど。

　これでちょっとはすっきりしたかな。

　逃げるのは大変なんですけどね！





　そんなこんなを、どうにか乗り越こえて。

　僕らは軽音楽部の部室の隣で、頭を突つき合あわせていた。

　ここはちょっとした荷物置き場になっていて、出番を終えたバンドのギターやベースと一緒に、着き替がえた制服なんかも置かれていた。

「タクティクスのやつらも知らないとなると……沢野さんは、いったいどこに？」

「そんなの知らないよ、祐介。私だって、いま考えているんだから！」

「ねー？　ケータイはー？　さっきもかけたんだろうけど、もう一度ためしてみればー？」

「そ、そうね」

　杏子はケータイを取り出し、プッシュする。

　と。

　ＴＲＲＲＲＲＲＲＲ　ＴＲＲＲＲＲＲＲＲ

　すぐそばで、ごく普ふ通つうの着信音が鳴った。

　机の上にきちんとたたまれたセーラー服、そこから聞こえてきた。

　叶さんが手早く確かく認にんする。

「あららー。胸ポケットにしまいっぱなしだったのねー」

　そっか。まあ直前までステージにあがっていたとなれば、ありえる話。

　それにしても、いまので思い出した。

　ケータイの着信音の変えかたを教えてあげるって、約束してたんだよね。

　その気になれば、時間なんていっぱいあったはずなのに。

　もう一歩、僕に踏み込む勇気があれば……。

　いいや、後こう悔かいするのはまだ早い。

　沢野さんを見つけてライブを成功させたら、今度こそ教えてあげるんだ。

「ほんと、どこ行ったのよ。綾は！」

　いらだたしげにつぶやく杏子に、野々宮さんが冷静な眼まな差ざしを向けた。

「──可能性はふたつ。綾が自分の意志でいなくなったのか、そうでないか」

「えっ！」

「まさか美み雪ゆき、そんなこと考えて」

「──自分は、そうは思わない」

　なんだ、驚おどろかせないでよ、野々宮さん。

「そうよねー。あんなふうに泣いちゃうぐらいだもんー、綾ちゃんだって、やりたいはずよねー」

「泣くって、沢野さんが？」

　すると叶さんは野々宮さんと目配せした。

「──口止めされてるけど、いいと思う」

「なに？　どういうこと？　理緒菜」

「うん。いやー。あのねー。綾ちゃんがー、やめるって言って、ユウくんをフッたあとねー。あたしとユキちゃんで話をしたじゃなーいー」

　あ、たしか、みんなで隠かくれて見てたんだよね。

　そのあとか。

「綾ちゃんねー、ぽろぽろ泣いていたのよー？」

「──大おお粒つぶだった」

　な。なんだって……？

「綾ちゃん言ってたよー。『好きな人たち、みんなが幸せになるためには、わたしはいちゃいけないんです。だから小泉さんに好きになれないなんて、ひどいウソをついてしまいました』ってー。思い出を最後に作ってー、それで終わりにさせてってー。ユウくんならー、この意味わかるよねー？」

　そ、そうか。

　僕と杏子のために、沢野さんは身を引くつもりなのか。

　でも沢野さん、それってぜんぜん違ちがうよ。

　沢野さんがいなければ、僕だって、杏子だって、みんなだって幸せになれないのに。

　そんなふうに隠れて泣くことなんて、まったくないのに。

　沢野さんの優やさしさが、もどかしい。

　なんかだんだん腹立ってきた。

　やっぱり学園祭のライブは、絶対にやらなきゃいけない。

　このまま終わりになんてさせちゃいけない。

「──だから、たぶん誰だれかに強ごう引いんに足止めされている。おそらくは監かん禁きん」

　そ、そんな！

「誰が!?」

「いちばん怪あやしいのはー御堂だけどー、アリバイがあるよねー」

「──それは本人だけ」

「え、それじゃあ？」

「──共犯者。もしくは誰かに指示を出して拉ら致ちさせた可能性がある」

　その瞬しゆ間んかん、

「あああああっ！」

　思い出した。スタジオのそばで御堂が電話してたのを。



『──ああ。俺たちが終わったら、すぐだ。……ん。ああ、クルマでな。場所は……そう。あのつぶれたライブハウスだ。……ああ、そうだ。詳しよ細うさいは、帰ってから直接指示をする』



「な、なんで、そんな大事なこといままで黙だまってたのよ！　バカ祐介！」

「いや、僕ぼくも忘れてたんだって！」

　それにまさか、こんなことを企んでいたなんて。

「綾に負まけず劣おとらずお金持ちのボンボンだから、それぐらいできちゃうかもしれない。ともかく御堂のヤツを問とい詰つめに戻もどるよ！　綾に“〝なにか”〟ある前にね」

「“〝なにか”〟って、なんだよ!?」

「拉致して、何もしない保障なんてないでしょ！　考えたくないけど！」

　目の前が真っ暗になった。

　沢野さんが泣なき叫さけびながら、卑ひ劣れつな男たちに襲おそわれている姿を想像する。

　気がつけば力ちから一いつ杯ぱい、拳を握にぎりしめていた。

「あー。でもー。とぼけられるのがー、オチなんじゃなーい？」

「それでも他に手がある？　場所だってわからないのに！」

　ああ。くそ。

　あのとき、しっかり聞いていれば良かった！

　ライブハウスってどこだ、どこだ、どこだ、どこなんだ、いったい!?

「──つぶれたライブハウスなら一軒けん、知ってる。正確にはビルを取とり壊こわすため立たち退のいた」

「知ってるの!?」

「──うん」

　野々宮さんは、ここから普通に歩けば優に三十分は超える場所を口にした。

　間に合うか？

　いや、間に合わせなきゃ。そして、

「ライブまでに戻ってくる！　あと一時間しかない。行ってくる！」

「待ってー！　ユウくん」

「なんだよ、止めるなよ。叶さん！」

「あーもー落ち着きなさーいよー！」

　むぎゅっ。

　いきなり叶さんは僕を引き寄せると、強く抱だきしめた。

「なっ!!」

　弾だん力りよくのある感かん触しよくが僕の頭を包つつむ。甘あまい香かおりにくらりときたけど、それどころじゃない。

「なにしてるんですかっ！　冗じよ談うだんも、休み休み、」

「もー。落ち着くのー。急がば回れーって知ってるー？　いまから走って行ったらー、間に合うものも間に合わないでしょー？」

　たしかにそのとおりだ。

　抱きしめられる感触に、いやらしい気持ちよりも、安心感がわいてきた。

　あせるあまり自分を見失っていた。

「うん、もう大だい丈じよ夫うぶ。落ち着きました」

「そー。ならよかったー。じゃあー、はいー。これー」

　叶さんは自転車のカギを手て渡わたした。

　そうか。これなら間に合うかもしれない！

「あたしたちはー御堂クンをとっちめるからー。ユウくんは綾ちゃんを助けに行ってあげてー」

「──ステージで待ってる」

「祐介、頼たのむよ？」

「わかった」

　僕は自転車置き場へ走り出だした。



　　♪　　　　♪



「おーおー。いるいる」

　男がふたり、立入禁止のビルの前で目を光らせていた。

　スキンヘッドに筋骨隆りゆう々りゆうの身体。よく似たふたりの姿は、まるで仁に王おう像ぞうのように見える。あれ、どっちが「あ」でどっちが「うん」だっけ？

　ま、いいや。

　たぶん鍛きたえすぎて頭に栄養が回らなかったんだろう。

　裏はまるっきり警けい戒かいしてなかった。

　僕は割れてガラスのない窓から中へと侵しん入にゆうし、階段を音もなく上っていく。

　すると。

「そ、そんなことして、わたしが黙っているとでも思っているんですか!?」

　僕の背筋が凍こおり、しかし血潮は熱くなった。

　沢野さんだ。

　僕はさっきまでの慎しん重ちようさをかなぐり捨てて階段を駆かけ上あがる。

　例のつぶれたライブハウスは、この上。階段の段数がやけに多く感じる。

「なに、きみはしゃべらないよ。……女なんて、一度ものにしてしまえば大人しくなる」

　な、なんてことを言うんだ、キサマ！

「ははははははははははははははははははははははははははははははははははははっ！　その様子からすると、バージンロードをバージンで歩きたいっていう噂うわさは、やっぱり本当のようだね。いまどきそんなことを本気でいう女がいるとは思わなかった。まったく、きみは面おも白しろい！」

　笑うんじゃない！

　そりゃあ、いまどき珍めずらしいかもしれない。

　でも、それは沢野さんの大事な夢だ。

「ケ、ケダモノ！　近寄らないでください！」

「こらこら、動かない方がいいよ。ケガをされても困るからね」

　くそっ。間に合えっ。

「ここかぁっ！」

　僕はそれらしいドアを勢いよくあけた。

　取り残された重くてボロい機材が放置されたステージの上。

　ロープで後ろ手に縛しばられた沢野さんがいた。

　彼女に覆おおいかぶさるようにしていた男が振り返る。

　──御堂！

「てめえっ！」

　御堂へと走るそのままの勢いで、こめかみに爪つま先さきを打ち込んだ。

　ごっ！　ずざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざ！

　蹴けることに集中しすぎて受け身をとりそこね、僕は盛大に転んだ。ステージの機材にぶつかって派手な音を立てる。

「こ、小泉さんっ！」

「いだだだだだだだだだだだだだ」

　擦すりむいたけど、そんなことはどうでもいい。

　僕は慌ててを起き上がり、あたりを見み渡わたす。

　御堂のヤツは、置きっぱなしになっていた段ボール箱に頭からつっこんでいた。

　そのかたわらにはフルフェイスのヘルメット。バイクに乗ってわざわざ沢野さんを襲いに来たわけか。しかし残念だったな。

　御堂は気絶したのか、ぴくりとも動かない。フン、ざまあみろ。

　僕は小さく息をついて、沢野さんに歩み寄った。

「大丈夫？」

　尋たずねてから愚ぐ問もんだということに気がついた。

　沢野さんのブラウスは裾すそから襟元までナイフで切きり裂さかれていた。その下に、白い素す肌はだと淡あわいクリーム色のブラジャーを覗のぞかせている。しかもロープで後ろ手に縛られてる。

　なんてひどいことをするんだっていう、怒いかりとともに。

　なんか、すごいエロさを感じた。

　って、ばか！　なに考えてるんだよ！

　僕はあえて意識を縛っているロープへと向けた。さっさと解いて帰らなきゃ。

「ああ、もう。固いなぁ」

「どうして、わたしを助けにきたんですか？」

　沢野さんの問いかけに、僕は手を止め顔をあげる。

「どうしてって、そんなの……」

「だって、わたしを助けても、小泉さんに何の見返りもないんですよ？　それにバンドもやめちゃうのに、どうしてこんなこと、」

「ばかっ」

　僕は思わず、沢野さんの頭を軽く小こ突づいていた。

　大きく目を見開く沢野さんに、僕はため息まじりにつぶやく。

「下心だけで動いてるわけじゃないよ」

「ごめんなさい」

　沢野さんはあからさまにしゅんとしてしまう。

　ああ、もう。

　僕はこんなとこまで怒りに来たわけでも、ケンカしにきたわけでもないのに。

「──正直に、ひとつ話すよ」

「はい。なんですか？」

「僕だって下心はあるし、えっちなことも考えるよ。沢野さんを抱きたいなぁと思わないって言ったら絶対ウソだし、なによりいまだって大変なんだから」

「え？」

「その格好」

　一いつ瞬しゆんの間。そして悲鳴。

「な、なに考えてるんですか！」

「わわわ、ちょ、暴れるなって。ああ、もう、解けないだろ！　じっとして！」

　渋しぶ々しぶと沢野さんはおとなしくなる。

　だけど「なんかしたら怒りますからね！」と目で警告していた。

　あきれながらも、なんとなく沢野さんらしくなってきたかなと、つい苦くし笑ようを浮うかべた。

「なに、笑ってるんですか？」

「いや、なんでもない……それよりさ、話を戻すけど」

　ここらで僕の、ずっと考えてきたことを、きちんと伝えなきゃ。

「僕も女の子に迫せまられれば興奮する。それはもうしかたないって思い知らされた。ごめん」

「……」

「それで沢野さんが女の子のために怒おこるのも、ムリないと思う。なにしろ、その子の気持ちとか関係ないんだから、そりゃあ許せないよね」

「……いえ、あの……怒るのは、それだけではないんです……けど」

「うん？　なんか言った？」

「いえ、なんでもありません」

「そう？　まあともかく、そこで僕に暴力を振ふるってしまうから一いつ緒しよにはいられない。そうだったよね？」

「……はい」

「だったらさ。そのときは遠えん慮りよせずに僕を殴なぐっていいんじゃないかと思うんだ」

「えっ!?」

　沢野さんが驚いた顔で僕を振り返かえる。

　いや、なんか勘かん違ちがいしてる？

「いや、そういう趣しゆ味みがあるとか、そんなんじゃなくてね。つまりその……それが沢野さんなんだから、ムリしなくていいと思うんだ」

　沢野さんは文武両道で筋金入りのお嬢じようさまで、ファンクラブができるほどに容よう姿し端たん麗れいの人気者で、そのうえ優しくて。

　だけどケータイも持ったことないぐらいの世間知らずの箱入りで、

　説明書が読めないぐらいの機械オンチで、

　思いのほか怒りっぽくてすぐ手が出たり、

　料理がヘタなのにムキになって頑がん張ばっちゃったり、

　バージンロードをバージンで歩きたいなんて夢を持ってたりするけど、

　でもそれが沢野さんなんだから。

「僕は、沢野さんが沢野さんらしくいてくれたら、それでいいと思うよ。──だいたい、ムリしすぎなんだよ。杏子に気をつかって抜ぬけるなんて、それで僕らが喜ぶとでも思った？」

　──ムリに僕にあわせて欲ほしいわけじゃない。

「それに、助けても見返りもないって言ったけど、そんなの僕らが欲しいって言った？　僕はただ沢野さんが好きで心配だから助けに来た。それだけなんだよ」

　──ムリしてなにかを返してほしいわけでもない。

「ましてや、御堂のように無理やり従わせたいわけでも、奪うばいたいわけでもないんだ」

　もちろん、ちょっとはあわせてくれたら嬉うれしいんだけど。

　何かを返してくれたら喜んじゃうに決まってるんだけど。

　でもそんな本音と、いま何かをしてあげたいというこの想おもいとは、別モノのような気がする。

「小泉、さん……」

　沢野さんの目に涙なみだがたまっていった。

　ああ、泣かせたいわけじゃなかったのに。

「なーんてね、ちょっとカッコつけすぎた。それにここまで来られたのは僕だけの力じゃなくて、みんなのおかげでもあるんだ。叶さんや野々宮さんや杏子、みんな沢野さんを心配して待ってるよ」

「……本当、ですか？」

「もちろん！」

　すると沢野さんの目から、ついに涙がこぼれ落ちた。

　逆効果、だったかな。

　僕はそれを見ないフリをして、結び目と格かく闘とうをつづける。あと、もう少しで解けそうなんだけど。

「……わたしもひとつ正直に告白してもいいですか？」

「な、なに？」

　僕は手を動かしながら、内心激しく動どう揺ようした。

　いったい、なに？

「石」

「……はい？」

「小泉さんと杏子先せん輩ぱいが、一緒に商店街でデートしているとき、石が飛んできたでしょう」

「……あ。ああ！」

　たしかに。二発ぐらい飛んできたような気がする。しかもぶつかった。

「あれ、投げたのわたしなんです」

「……な。なんだって！」

「ごめんなさい！　で、でもだって、わたしに告白してくれたのに、あんなふうに先せん輩ぱいと仲良くデートしているの見たら、やっぱりわたしだって嫉しつ妬とします！」

「いや、だから、あれはデートじゃなくて、」

　沢野さんの誕生日プレゼントを買いに、と言いかけてふと思う。

　それって、もしかして……？

　沢野さんの顔は、暗がりでもわかるほどに赤くなっていた。

　え、ちょ、待って。

「嫉妬したって、それってつまり沢野さん……」

　僕のことを？

　と、いきなり背後から声がかかった。

「キサマ、よくもやってくれたな」

　振り返れば、気を失っていた御堂がゆっくりと身を起こしていた。蹴られた頭を左右に振りながら立ち上がる。

　くっそぉ。いいところだったのに邪じや魔ましやがって。

　なんて悠ゆう長ちようなこと言ってる場合じゃない。

　御堂はその手にナイフを光らせていた。

　しかも間の悪いことに、表に立っていた筋肉ダルマ二人が、のしのしと入ってきた。

　こいつは絶望的だ。

　出口はひとつしかない。武器になるようなモノも転がっていない。なにより背後では沢野さんが、まだロープに繋つながれたままだ。

「顔を蹴られた借りは、やっぱり俺おれが直接返さないとな。泣いたって許してあげないよ？」

「ゆがんでるな、このやろう」

　罵ば倒とうにも御堂は嬉しそうな笑え顔がおで返し、男たちに下がっていろと合図をだした。

　ひとりでなぶり殺しにする気か。このヘンタイめ。

「……くそ。こうなったら、もうどうとでもしろ。ただし沢野さんには何もしないでくれ」

「ちょ、ちょっと待ってください！　小泉さんは関係ないでしょう！　傷つけるのは、よしてください！　小泉さんも、カッコつけないでください！　ふだん、こんな荒あら事ごとなんか苦手なくせに！」

　いや、そのとおりなんだけど。

　正直、怖こわくてしかたがないんだけど。足だって震ふるえているんだけど。

　でも、これぐらいカッコつけさせてよ。

　せめて最後は笑ってみせようと思って、僕は沢野さんを振り返った。

　そして、見てしまった。

「……ど、どうしました？」

「え、えっと。それ……」

　僕は顔を背そむけながら指を差した。

　切り裂かれたブラウスに、後ろ手で縛られているというエロい格好。

　さらにいつのまにか、ブラジャーまでズレてしまっていた。

　とても綺き麗れいな、おっぱいが見えた。

「きゃ、きゃあああああああああああああああああああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！！！！！！！！！！！！」

「い、いたい、いたい！　こ、こら！　蹴らないで」

「ば、ば、ばかぁっ！　見ないで！　こっち見ないでくださぁい！」

　ばたばたと沢野さんが暴れる。

　それも不自由な格好で足あし蹴げにするもんだから、今度はスカートがめくれあがって。

「うわ」

　白がまぶしい。

「きゃ、きゃあああ！　だ、だから見ないでください！　今度こっちみたら、本気で許さないですよっ！」

　でも、ごめんなさい。見えちゃいました。

　そして男のサガ……下半身が反応しました。

　あ、鼻血も出そ。

　これ、間ま違ちがいなくフェロモン出ちゃってるな。

　と。いきなり床ゆかをふみならす足音が響ひびいた。

「いい加減にしろ。もう許さねえ」

　あ。

　一瞬とはいえ、御堂のことを失念していた。

　これで完全に怒らせてしまったらしい。

　白く光る刃はの剣けん呑のんさは本物だった。御堂の浮かべた笑えみが、かえって怖い。

　御堂は女の子を手に入れるために拉ら致ち監かん禁きんまでするようなヤツだ。しかもお坊ぼっちゃまで、親の後うしろ楯だてがある。いままでも、もみ消された事件があることは想像に難かたくない。

　こいつは、マジでやばいかも。

　……死ぬ？

　そう思った瞬しゆ間んかん。

　がし。

「……あ？」

　ナイフを持った御堂の手首を、筋肉ダルマその一が掴つかんでいた。

　そして、いきなりひねりあげる。

　ナイフの落ちる金属音。

「ぎゃ、ぎゃあああああああああああああっ！　て、てめえ、なんのつもりごぼぁっ！」

　筋肉ダルマその二が、御堂のみぞおちに拳こぶしをめり込ませる。

　御堂は白目を剥むいて、今度こそ完全に失神した。

　そして二人の筋肉ダルマは、御堂を踏ふみつけるようにして僕ぼくへと駆け寄よってきた。ぐべぇとか、かなり不ふ穏おんな御堂の悲鳴が耳につく。

　な、なにが起こってるんだ？

　なんて思う間もなく。

　

　男たちが僕にすがりついてきた。



　な、なに？

「……あなたに惚ほれたっす、兄貴」

　え？　えええっ！

「兄貴って……僕のこと!?」

「右に同じっす、兄貴」

　ちょ、兄貴って。

　……あ。もしかして。

　さっき沢野さんのあられもない姿を見て、僕はフェロモンを発散した。

「フェロモンが効くのって、女の子だけじゃなかったのぉぉぉぉぉぉぉ！！！！」

「自分たち兄貴のためなら、なんでもできまっす」

「ふおぅ。こ、この筋肉、きたえ甲が斐いありそうでっす。可能性を感じるっす」

「じ、自分の腹筋をみてくださいっ！　あ、あと、ここの」

　こ、こらっ、脱ぬごうとするなぁ！

　なんて止めるまもなく、あっと言う間にふんどし一丁に。

　なぜ、ふんどし！

「み、見てくださいっ！　そして、感じてください！」

「ぎゃああああああああああっ！」

　胸に感じる男たちの筋肉の感かん触しよく。汗あせばんだ質感。さらに鼻を突つく男の体たい臭しゆう。

「……小泉さんって、男性にもモテるんですね」

　ちょ、沢野さん!?

「そんなの僕は嬉しくなあああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁい！」



　　♪　　　　♪



「だ、大だい丈じよ夫うぶだった？　綾！」

「は、はい。なんとか」

　ライブステージの裏。

　駆かけ寄った杏子に、沢野さんは大きくうなずいた。けど。

「大丈夫じゃなかったよ。ひどい目にあった」

「──なんか祐介、やつれた」

　そりゃあね。いままで貞てい操そうの危機を感じる瞬間は何度もあったけど、さっきのは格別だった。しばらくは仁に王おう像ぞうとかふんどしと聞くだけで、震え上あがりそうな気がする。

「それに、あっちこっち擦りむいてるー。なーに、殴られたのー？　鼻の下に血のあとがあるー」

「ほんと！　だ、大丈夫なの！　祐介！」

「ああ、うん。それは平気」

　たぶん、それ、沢野さんのあられもない格好のせいだから。とは、言えなかったけど。

　それにしても大変だった。

　切り裂かれたブラウスに、うっかりするとブラが見えそうな沢野さんを後ろに乗せて、ここまで自転車で二人乗りしてきたもんだから、僕は平常心を保つのにひと苦労。しかも途とち中ゆう、うっかり健けん吾ごに見つかったもんだから、ものすげぇ怒られた。というか、うらやましがられた。

　なんだろ、またひとつ誤解を生んだよね。あとが怖い。

「──だったら祐介のシャツを着せれば良かったのでは？」

「「あ」」

　たしかに。

「ううっ……もっと早く気づければ、あんな恥はずかしい思いせずにすんだのですね……」

「ご、ごめん」

「いえ、わたしも気づきませんでしたから。おあいこです」

　僕たちは頭をさげあう。

「──和なごむのあと。もう時間ない」

「あーそうねー。順番調整してもらったけどー、もう待たせちゃってるしねー」

「でも、どうしよ！　綾の服！」

　ここで僕のシャツを貸したら、僕が上半身裸はだかだよ？

　服をとりに戻もどる時間すらないらしいし。

「あー。しかたなーい。それじゃー、あたしのセーター貸してあげる。衣いし裳ようじゃないけどー、ないよりマシでしょー」

「あ、はい……そうですね。ありがとうございます、理緒菜先輩」

　受け取った沢野さんは、切きり裂さかれたブラウスを脱ぎ捨すてて（うわ、一瞬とはいえ見ちゃった）それを着こんだ。

　胸むな元もとけっこう開いてるし、その下は下着なんだよね。

　叶さんもすごかったけど、沢野さんがすると、また違ちがった刺し激げきがいっそうと……。

　あ、やばいやばい。妄もう想そう禁止。

　これからの演奏に集中しよ。

「さて。それじゃあ行くよ！」

「がんばろーねー」

「──良いライブにする」

「お、おう！　沢野さんも戻ってきたし、気合いれようっ！」

「頑張りましょう」

　僕らは円えん陣じんを組んだ。

「よっしゃあ、行くよ！」

「「「「おーっ！」」」」

　そうして僕らはステージへとあがった。

『それじゃあ、みんなお待たせ！　プロミスド・ランドです♪』





　野々宮さんのカウントに、僕のギターと叶さんのベースがあわせる。

　流れだしたイントロに、沢野さんのキーボードが入ってくる。

　うん、いい感じだ。

　杏子がマイクをとった。

　明るく軽い、サビにもなっているフレーズを、軽かろやかに歌う。



「──ハッピーバースデー　トゥーユー

　キミが生まれて出会えたことを　ともに祝おう

　ケンカもするけど　ありのままのキミが好きだから

　ボクと一緒に歌おうよ──♪」



　沢野さんが目を見開き、それを見た杏子がしてやったりと笑う。

　これは沢野さんが作った曲。

　いままでずっと練習してきた曲だけど、その歌詞が変わっている。もちろん、新しい歌詞はいままで沢野さんには秘密だった。

　ずっと何かをあげたくて、何も思いつかなくて。

　それで新しい歌詞を書くことにした。

　このバースデーソングは沢野さんへのプレゼントだ。

　沢野さんは何かを感じたのか、僕を振り返る。

（みんな同じ気持ちだから、また一緒にやろうよ）

　沢野さんの目が、じわりと潤うるんだ。

　あわてて前に向き直って、懸けん命めいにキーボードに集中しようとする。

　けれど、たぶん、いま泣いちゃっているんだろうな。

　ベースを弾ひいている叶さんが、ちらりと僕をみやった。

（もー。綾ちゃん泣かしてー。罪つくりなんだからー）

　あいかわらず叶さんのステージ衣裳は、形容しがたいほどにすさまじい。

　けれど、なぜかこのときばかりは、そんなやましい気持ちにはならなかった。なんというか、仲間というか、家族のような感じ。

　今日は演奏に集中できそうだ。

　沢野さんのために、みんなのために、最高のライブにしよう。





　杏子がぐるぐる回していた腕うでを、ジャンプとともに振ふり下おろす。

　一気に音がやむ。

　シーンと会場が静まり返る。

　そして。

　うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっっ！

　大だい歓かん声せいが会場に響いた。

　バンドを称しよ賛うさんする拍はく手しゆは、観客席だけでなく校舎の窓からも聞こえてくる。

　口笛が吹ふき鳴ならされ、アンコールの声がどこからともなく沸わき上がる。

　まさか、ここまで盛り上がるなんて思ってなかった。

「……ねー、ユウくん」

「なんです、叶さん」

「いま、興奮してるー？」

　もちろん。

　感動と興奮にうち震えている。

「あ、でも大丈夫です、フェロモンは発散してない、はずです」

「だよねー」

　もちろん沢野さんのファンクラブの姿もあるけど、それをはるかに凌りよ駕うがする拍手の嵐あらし。

「この歓かん声せいはわたしたちに、わたしたちの演奏に向けられたものに違いないんですね。わあ……すごいです。小泉さん、頑がん張ばって練習したかい、ありましたね」

　沢野さんは僕を見やり、本当に嬉うれしそうに笑ってくれた。

　こんな笑顔を僕に向けてくれる。

　そのことが本当に嬉しかった。

「これも綾が帰って来てくれたおかげなんだからね。私たちだけじゃ、きっとこうはならなかったよ」

「杏子先輩……」

　感かん極きわまってしまったのか、沢野さんはまた泣きだしてしまった。

「あーあー。もー、綾ちゃんも泣かないの」

　よしよしと叶さんは沢野さんの頭を撫なでる。

　なんかズルい。それはできれば僕がやってあげたかった。

「──一曲だけ、アンコールに応こたえていいって。実行委員会がそう言ってる」

　野々宮さんの報しらせに、僕たちは顔を見合わせた。

「ほんとに!?」

「それじゃー、もういっちょーいきますかー」

「うん。そだね」

　杏子はマイクをとって、観客のみんなにを大きく手を振る。

『それではアンコールにおこたえしまーすっ。あ、でもその前に、みんなを待たせたお詫わびを、綾、ほら』

「え、わたし、ですか」

　マイクを手て渡わたされた沢野さんは、うながされるままにステージの中央に歩み出る。

『あ、え、えっと、あの……みなさま今日は遅おくれて、申し訳ありませんでした』

　と、ぺこりとお辞じ儀ぎ。

　観客席からは「気にすることないぞ」っなんて声が飛んでくる。

　思ったより、心証は悪くないみたい。

『それに小泉さんも……先ほどは、ありがとうございました』

　え、僕にも？

「いや、だからそれは気にしなくていいよ。あんなこと、仲間だったら当然だろ？」

『それもですけど、それだけじゃなくて……』

　違うの？

『さっきのバースデーソングです。わたしの誕生日のために作ってくれたんですよね？』

　何も言ってないけど、わかってくれたんだ。

　観客席から歓声と、口笛と、おめでとうの声。

　そして、それを上回る男子生徒の「お嬢じようさま相手に抜ぬけ駆がけしやがって」「あとで覚えてろよ」といった声。

　うわっ、なんか敵を作ってる？

　うーん、ま、いいか。沢野さんが喜んでくれてるからな。

『杏子先せん輩ぱい、理緒菜先輩に美雪さんも、ありがとうございました。それじゃあアンコールの曲、行きますね！』

「ちょっと待ってー。せっかくだからー綾ちゃん、ユウくんにプレゼントのお返しをしてあげたらー？」

　叶さんが突とつ然ぜん、沢野さんを呼び止めた。

　なんだ、なにを言い出だす気だ？

　こういうときの叶さんって、ロクなこと考えていない気がする。

『え、でも、わたしは何も……』

「簡単よー？　女の子のプレゼントといえば、キスよ。キス」

「キ、」

『キスですかっ!?』

　会場に響く沢野さんの声。沢野さん、マイク、マイク！

　わずかの静せい寂じやくのあと、みな誰だれに何をするのか、わかったのだろう。

　ぶわっと沸いた。

　女子生徒はきゃあきゃあ言いつつ期待に満ちた目をしてるし、男子生徒の大多数はいよいよ「わかってるんだろうな、コロスぞ」という殺気だった気配を放ちはじめる。

「なに言ってるんですか！　叶さん！」

「ここ、ステージよ！」

「──いくらなんでも、それは問題」

「あれー？　ユウくんはーイヤなのー？」

　イヤなわけないじゃないですか。

　そりゃあ、もちろんキスができれば凄すごく嬉しいですよっ！

　でもこんなところで、しかも沢野さんが「はい」なんていうわけないじゃないですか。

「……わかりました。小泉さんにはお世話になりましたし」

　ほら、やっぱり沢野さんだって。

「え。えええっっっ！　さ、沢野さん？　本気で言ってる？」

「も、もちろん口はダメですからね。ほっぺぐらいでしたら欧おう米べいの人もやってます」

　そ、そりゃあそうかもしれないけどさ。

　ほんとにいいの？

「はーい、それじゃー行ってみよー」

「あ、綾……本気なの……？」

「え、ええ。……では小泉さん。目を閉じて、ちょっと頭をさげてください」

　ま、マジで？

　ちょ、なにこの展開？

　混乱しながらも、僕はいわれるままに目を閉じてかがむ。

　気がつけば観客たちも静まり返っていた。

　沢野さんの歩み寄る足音に息をのむ。

　足音が止まった。

　気配をすぐ左の肩かた口ぐちに感じる。

　もうドキドキしすぎて、頭のなかは真っ白。

　な、ななな、なにも考えられない！

「なーんて。冗じよ談うだんですよ、小泉さん。わたしを驚おどろかせたお返しです。こんなところでキス、するわけないじゃないですか」

　沢野さんのいたずらっぽい声。

　……。…………ハメられた？

　な、なーんだ。そうだよね。それにしても、ステージの上でそんな冗談飛ばすなんて、沢野さんもずいぶんハイになっているなぁ。

　僕は目を開けて、してやったりと笑っているであろう沢野さんへと顔を向けて。

「きゃあ！」

　……きゃあ？

　沢野さんが僕の方へとよろめいてきた。

　見れば叶さんが、悪あく魔まのような笑えみを浮うかべて、沢野さんの背中を押おしていた。

　そして。

　ちゅっ☆

　がつっ！

　沢野さんの唇くちびると、僕の唇が触ふれ合あった。

　お互たがい目を見開いていたのでムードも何もなかったし、なにより勢いがついていたので歯と歯がぶつかってしまい、ちょっと痛かった。

　でも、唇に感じる感触は弾はずむように柔やわらかく、しっとしりとしていて、そして甘あまいような、いやほのかな香かおりさえ感じるようなそれは。

　僕のファーストキスだった。

　これが……キスなんだ。

　すごい幸福感と高こう揚よう感。それに、うわ、反射的にカラダが火ほ照てっている。

　あれ？　ってことは、いまフェロモンが……。

「なっ。なんてことをするんですか」

　沢野さんが離はなれて、叶さんを睨にらむ。

　と。

　その叶さんが腰こし砕くだけになっていた。正座をくずしたような格好で、息を荒あらくしている。

　間ま違ちがいない。

「まさか、小泉さん。いまので、」

　うん。フェロモンがかつてないくらいに、爆ばく発はつ的てきに発散した。

　ばたんという音に振り向むけば、観客席。二割ぐらいの女子生徒が失神していた。

　そして残りの八割が、目をらんらんと輝かがやかせて僕ぼくたちを見ていた。

　我ながら──いやさすが沢野さんとのキス、といった方がいいのかもしれない。

　すごい威いり力よく。



    

  
    
      「あああ、あの人………」

「も、もうダメ！　我が慢まんできない！」

「ゆ、祐介さまぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　それは悲鳴のようだった。

　女子生徒たちはいっせいにステージへ、正確には僕のもとへと押し寄よせた。

「こ、小泉さんの、ばかぁっ！」

「だ、だって、これはしかたないよっ！　って、うわぁっ、みんな、やめて。落ち着いてーむぎゃああああああああああああああああああああっ！」

　僕たちは何をするまもなく、押し寄せた女子生徒たちにもみくちゃにされて、そして。



　どがっしゃあああああああああああああああああああああああああああああああん！



　ステージは重量に耐たえられずに、あっと言う間に崩ほう壊かいした。



    

  
    
      エピローグ





「ごめん、みんな……僕のせいで」

「あー。それならあたしも悪かったねー。ごめんねー？」

　校長室を出たところで、僕と叶かのうさんはバンドのみんなに頭をさげた。

　ライブであんな惨さん事じを起こしてしまった僕らはこってり先生に絞しぼられてしまった。

　とばっちりを受けた沢さわ野のさんは、さっきから不ふ機き嫌げんそうだ。

「謝あやまるぐらいなら、最初からやらないでほしいです」

「まーでもさー。誰もケガしなかったんだからー、そんなに怒おこることないんじゃなーい？」

　……懲こりてないですね？　叶さん。

「そういう問題じゃありません！　そもそも、あんなところでわたしを押すなんて、おかげで、こ、小こい泉ずみさんと……わ、わたし……ファーストキスだったのに……」

　そうだよね。

　思い出すだけで、ドキドキしそう。

「えー？　綾あやちゃん、いまなーに？　最後の方、声小さくて聞こえなーい」

　叶さんのその顔、絶対ウソだ。またからかっているな？

「うーっ。なんでもないです！」

「そんなこといわないでー。教えてよー。どーだったー？　はじめてのキスの味はー？」

「!!　聞こえてたんですね！　理り緒お菜な先輩のいじわる！」

「あはははははははー」

　まったく、なにやってるんだか。

「まあまあ、理緒菜もそれぐらいにしときなって。なにはともあれ、結果オーライよね」

　そう言って、杏きよ子うこは大きくを伸のびをした。

　ま、たしかに。沢野さんも無事帰って来たし。

　いろいろあったけど、ライブもいまできる最高の演奏ができた。

　これで文句を言ったらバチがあたるかもね。

「そーそー。あー、それじゃあー、このあとー打ち上げしよーかー」

「──悪くない」

「ちゃんと後片付け手伝ってからね」

　なんてことをいいながら、僕らは校舎の廊ろう下かを歩く。

　しかし突然。

「すみません。ちょっと待って下さい」

　沢野さんだ。

　立ち止まって少しうつむき、その手をかたく結んでいる。

「どうしたの？」

「え、えっと……あの……はっきりさせておきたいんです。わたし、このままここにいていいんでしょうか」

「そんなの、」

「待って、祐ゆう介すけ──ねえ、綾はどうしたい？」

　僕をさえぎって、杏子が尋たずねる。

　リーダーとして、けじめを付けさせたいんだろう。

「わ、わたしは……その……いろいろ迷めい惑わくかけてしまって、すみませんでした。でも許していただけるのなら、また一いつ緒しよにやりたいです」

　沢野さんは頭をさげる。

　僕たち四人の目が合った。

　答えなんて、もう決まってる。

「ふふ。じゃあ、一緒にやろっか」

「もー、許すも許さないもないよねー。あたりまえじゃなーい」

「──当然」

「あ、ありがとうございます」

　沢野さんの笑え顔がおが弾ける。うん、やっぱり笑顔がいいよね。

「沢野さんもふくめて、みんなで仲間メンバーなんだからさ」

「仲間ですか」

「そうだよ」

「……それなら小泉さん、ひとつ……いやふたつですね。お願いがあるんですけど、いいですか？」

「な、なに？」

　あらたまって。

「約束覚えてますか？　あの、ケータイの使い方の話……」

「あ。ああ、うんうん」

「あれ、本当にお願いします。ずっと気になっていたんですけど、わたし、なかなか言い出せなかったんです」

「ああ、わかった。ごめん、きちんと教えるよ。それこそ、今日にでもね」

「本当ですか？　ありがとうございます」

　なんだ、沢野さんも約束を覚えていてくれたんだ。

　なにより、そのことが嬉しかった。

「あと、それと。仲間でしたら、いつまでもその呼び方は他人行ぎよ儀うぎな気がするんです。ですから、その……わたしのことは、綾と呼んでいただけませんか？」

　うわ。

　……いいの？　本当に。

「お？　あ、うん。じゃあ……あ、綾も、僕のことは祐介って、呼んでよ」

「そんな呼び捨てなんて……あ、それじゃ『祐介さん』でいいですか？」

　祐介さん、か。

　鈴すずの音のような綾の声で、そんなふうに呼ばれるとそれだけでなんか、くすぐったいような気になる。

「うん、いいんじゃないかな、綾」

「あー。ずるーい。それなら、あたしのこともリオちゃんって呼んでよー。ねー？」

「──自分は美み雪ゆきがいい」

「え？」

「仲間なんでしょー」

「──エコひいき、よくない」

　あう。まあ、それもそうか。しかたない。

「はいはい。理緒菜さんに美雪ちゃん」

「もー。ちーがーうー。ねーえー、リオちゃんって呼んでよー、呼ーんーでー」

「──祐介、なんか、おざなり。ムカツク」

「理緒菜さんっ！　どさくさにまぎれて、しなだれかからないでください。美雪ちゃんもスティックでペシペシ叩たたかない！」

「ああ、もう。ふたりとも何やってるんですか、もう。祐介さんが困ってますよ」

　さすがは綾、僕の味方だね。

　しかし杏子が口を挟はさむ。

「あのさ、綾。もうひとつ、聞いておきたいんだけど」

　杏子、僕を裏切るのか。せっかくの援えん軍ぐんを。

　あ、いたたた。美雪ちゃん、地味に痛いって。

「なんですか？　杏子先輩」

「つまりは綾って、祐介のこと、どう思っているの？」

　──えっ！

「なに僕のいないところで大事な話してるの。ちょ、ちょっと叶さん？　離してください」

「叶さんに戻もどってるしー。もー、いやだもーん。リオちゃんってー呼んでくれるまでー離さなーい」

「──離さない」

　うわぁ。理緒菜さん、だからそうやって胸を肘ひじに押しつけないで。

　あと美雪ちゃんも面おも白しろがって、腰こしに腕うでを回して抱だきつかない！

「えっと……わたしは祐介さんのことを、ですね……」

「うんうん」

　ごしょごしょごしょ。

「ちょ、ちょっと!?　なんで内ない緒しよ話ばなし？　ねえ！　僕にもわかるように言って！」

　しかし綾は再び顔をうつむけてしまって、僕と目をあわせてくれない。

　杏子は杏子で僕をニヤニヤと見つめるだけだし。

「ふーん。そっか、そうなんだ。じゃあ綾、約束ね。もう二度と、へんな気を回したりしたりしないこと。あと私、あきらめるつもりはないからね」

「うっ。わ、わかりました。わたしも、もう逃にげたりしません」

「ふっふっふっ。いい度胸。そうでないとね」

　え？　あ、ちょっ。

「それって、つまりどういうこと？」

「し、知りません、そんなの、ご自分で考えてください！」

　え？　え？　え？

　どういうこと？

「えー。じゃーさー」

　なに？　理緒菜さん、わかったの？　じゃあ代弁プリーズ。

「あたしもユウくんの恋こい人びとに立候補してもいーい？」

　違ちがう！　そんなセリフを聞きたかったんじゃない！

　それに理緒菜さんは恋人にならなくていいって言ってたのに！　だいたいじゃあなんで、さっき沢野さんの背中押して、キスさせるようなことしたんですか！

「傷だらけになってまで頑がん張ばったーユウくんへのご褒ほう美びーと思ったんだけどねー。実際キスしてるの見たらー、なーんか、羨うらやましくなっちゃったのよねー。ユウくんって、いっつも優やさしいしー、すっごく大切にしてくれそーだしー。ちょっとー本気になっちゃおーかなー、なんてねー」

　どうしてこの人は、こう面めん倒どうになるようなことばっか言うかな。

「──自分も。祐介は気に入ってる」

　美雪ちゃんも!?

　これもフェロモンのせいか！　もう隠かくしてられないよ。

「あ、あのね、美雪ちゃんには話してなかったことがあるんだけど……」

「──フェロモンのことなら知ってる。はじめてのライブは、特に火照って大変だった」

「ええっ！　そうなの!?」

　ぜんぜん気がつかなかったよ！

「──でも関係ない。祐介、料理ほめてくれるし、美お味いしそうに食べてくれる。だから、好き」

「なんか、その理由はちょっと微びみ妙ようぅうおっ、美雪ちゃん！　腰に抱きつかないで！　それにさっきより位置低いよ？　まずいって！」

「あー、ずるーい。それじゃー、あたしもー」

「……あ、あのさ祐介。私も……いい？」

「杏子まで！　いいわけないだろ！」

　女の子三人にもみくちゃにされて、なんだか幸せなような、しかしものすごく居い心地ごこち悪いような。

　そんな複雑な気分でいると。

「……祐介さん？　わかってますね？」

　綾は笑っていた。

　けどなんで、そんなふうに拳こぶしを固めているのかな？

「わたしらしくムリしないでいいと、言ってくださいましたよね？」

　たしかに。

　ああでも、やっぱりこう、間近に迫せまると怖こわい！

「あれーユウくーん。そんな趣しゆ味みがあったのー。じゃー言ってくれれば、よかったのにー」

「ち、違いますっ！　って、美雪ちゃん、さっそくそんなとこ、つねらないの！」

「祐介さん！　覚かく悟ごしてくださいっ！」

　しかも、そこに加えて。

「おい！　見つけたぞ、綾お嬢じようさまの唇を盗ぬすんだヤツだ。殺せ！」

「おい、援軍を呼べ」

「三階に追おい詰つめるぞ、あそこには健けん吾ごが待ってる！」



    

  
    
      　な、なんだぁ！

　綾のファンクラブメンバーまで集まってきた！

「ひ、ひえええええええええええええええええぇぇぇぇぇぇぇ！　助けてぇぇぇぇっ！」

「「「「こらぁ、まてぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ！」」」」

　都合四人に増えた女の子やファンクラブの面々を振ふり払はらって、僕は逃とう走そうした。

　なんというか。

　僕がまともな生活を送れるのは、しばらく先になりそうだ。

（おわり）



    

  
    
      あとがき





　この作品を書いている途中、作家仲間の何人かに楽器経験があることがわかり、バンドを組むことになりました。鏡貴也先生がギターで杉井光先生がベース、僕がドラムです。

　で、その話を、ある友だちに話したところ

「あー。鯨らしいね。あれでしょ？　ひとり浮いてるんでしょ？」

　……どういうこと？

「だって。ギターとベースは同じ弦楽器だから、チューニングとか弦選びとかで話が合うんだけど、ドラムはほら、スティックとかコロコロって転がして『これはいいスティックだ』とか、なんの木（材質）がいいとか言いだして不思議な顔されるらしいよ？」

　なんということを！　ドラムにだってチューニングぐらいあるし、スティック転がすのはねじれがないか確かめるためで、ちゃんと意味があるんだよ!?　全国のドラマーのみなさんに謝れ！　というか、僕に謝れ！

　僕らはみんな仲良し！　僕は浮いてませんよ。……浮いてませんよ、ね？（ビクビク）

　さて、それはさておき。

　今回も多くの方にお世話になりました。

　担当編集のＳさま、今回も丁寧なアドバイスと僕の長いリテイクに粘り強くお付き合いいただき、ありがとうございました。今後ともよろしくお願いいたします。

　イラストを描いてくださいました、あぶりだしざくろさま。もう、ちょー可愛く描いていただいて感激です。表紙を引き延ばして机の前に貼って、テンションを維持しているっていうのは、ここだけの秘密です。どうも、ありがとうございました。

　あ、あと。今回あるキャラのモデルになってくれたＡさん。ありがとね。多少、脚色しすぎた感はいなめないけど、まあ、いいよね？

　そして、なにより。読んでくださった、もしくはこれからレジに持って行ってくださるあなたに最大級の感謝を。

　まことに、ありがとうございました。

鯨晴久　拝

（追伸）この作品と前後して一迅社文庫より、学園アクションファンタジー小説「エクスチェンジ！」が出版されます。できればそちらもぜひ、チェックしてみてください。



    

  
    
      ◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆

〒151-0053　東京都渋谷区代々木2-15-8

ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

鯨 晴久 先生／あぶりだしざくろ 先生
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